
第
三
章

千
歳
の
生
い
立
ち

第
一
節

北
海
道
の
成
り
立
ち

東
ア
ジ
ア
の
地
図
帳
を
開
く
と
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ－

北
海
道
（
以
下
、
千
島
弧
と
呼

ぶ
）、
北
海
道－

九
州
（
本
州
弧
）、
九
州－

台
湾
（
琉
球
弧
）
の
あ
い
だ
に
島
々
が
並

つ
な

ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
島
々
を
つ
な
ぐ
と
花
を
編
ん
で
作
っ
た
よ
う
な
三
つ
の
綵
が
南

ま
た
は
東
に
向
か
っ
て
美
し
い
弧
を
描
い
て
張
り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
オ
ホ
ー
ツ
ク

か
さ
い

海
、
日
本
海
そ
し
て
東
シ
ナ
海
を
内
懐
に
抱
い
て
い
る
の
が
分
か
る
（
花
綵
列
島
と
い

う
、
図
３－

１
）。
北
海
道
と
九
州
は
そ
れ
ぞ
れ
の
弧
の
終
点
ま
た
は
起
点
と
な
っ
て

お
り
、
い
わ
ゆ
る
要
石
（
キ
ー
ス
ト
ー
ン
）
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
千
島
弧
に
は

国
後
・
エ
ト
ロ
フ
な
ど
一
六
個
の
主
要
な
島
が
あ
り
、
新
第
三
紀
層
と
第
四
紀
の
火
山

で
出
来
て
い
る
。
本
州
弧
は
、
北
海
道
・
本
州
・
四
国
・
九
州
の
主
要
な
四
つ
の
島
か

ら
な
る
複
雑
な
地
質
構
成
と
構
造
を
な
し
て
い
る
。
琉
球
弧
に
は
火
山
を
主
と
す
る
内

弧
と
白
亜
系
〜
新
第
三
系
の
地
層
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄
本
島
や
種
子
島
な
ど
の
外
弧
が

あ
る
。

図３－２ 北海道地質構造区分図（道立地下資源調査所１９８０に一部加筆）

図３－１ 花綵列島
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本
州
弧
の
北
端
に
あ
る
北
海
道
は
、
大
き
く
西
・
南
部
、
中
央
部
、
東
部
の
三
つ
の

部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
地
質
構
造
上
は
北
海
道
西
・
南
部
は
東
北
日
本
の
北
上
帯
（
東

北
日
本
内
帯
）
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
中
央
部
は
サ
ハ
リ
ン
に
連
続
し
東
部
は
千
島
弧

に
類
似
の
地
層
で
構
成
さ
れ
る
。

第
一
項

地
質
構
造
区
分

こ
こ
で
は
北
海
道
を
石
狩
低
地
帯
を
境
に
西
・
南
部
北
海
道
と
中
央
部
北
海
道
、
更

に
網
走
構
造
線
（
木
村
一
九
八
一
）
を
境
に
中
央
部
北
海
道
と
東
部
北
海
道
の
大
き
く

三
つ
に
区
分
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
概
要
を
以
下
に
述
べ
る
（
図
３－

２
）。

西
・
南
部
北
海
道

こ
れ
は
石
狩
低
地
帯
の
西
側
か
ら
渡
島
半
島
に
か
か
る
地
域
で
、
さ
ら
に
黒
松
内
低

地
帯
に
よ
っ
て
渡
島
半
島
と
東
部
地

域
に
分
け
ら
れ
る
。
図
３－

２
に
よ

れ
ば
、
亀
田
半
島
は
東
部
地
域
に
含

め
て
い
る
が
こ
こ
で
は
渡
島
半
島
に

入
れ
て
記
述
す
る
。
渡
島
半
島
地
域

の
地
質
は
古
生
代
お
よ
び
中
生
代
の

へ
い
に
ゅ
う

地
層
を
基
盤
と
し
、
そ
れ
に
迸

入

か
こ
う
が
ん
る
い

す
る
花
崗
岩
類
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を

不
整
合
に
お
お
う
新
第
三
系
お
よ
び

第
四
系
の
地
層
か
ら
な
る
。
基
盤
岩

類
は
、
東
北
日
本
の
北
上
帯
に
連
続

す
る
。
こ
の
内
、
よ
り
古
期
の
地
層

は
く
あ

き

や
白
亜
紀
の
花
崗
岩
類
は
主
に
渡
島

半
島
の
西
側
に
分
布
し
、
こ
れ
ら
を

新
第
三
紀
の
堆
積
岩
類
や
火
山
噴
出

物
が
広
く
覆
っ
て
い
る
。
黒
松
内
低

地
帯
よ
り
東
部
で
は
、
積
丹
半
島
に

あ
る
新
規
の
花
崗
岩
類
を
含
め
て
白

亜
系
以
前
の
基
盤
岩
類
が
少
な
い
う

図３－３ 北海道標準地質層序と主な構造運動（道立地下資源調査所１９８０を基図として作成）

第３章 千歳の生い立ち
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さ
い
せ
つ
が
ん
る
い

え
に
新
第
三
紀
の
火
山
岩
類
や
火
山
砕
屑
岩
類
が
卓
越
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
第
四
紀

か
さ
い
り
ゅ
う

更
新
世
後
期
の
洞
爺
カ
ル
デ
ラ
や
支
笏
カ
ル
デ
ラ
な
ど
に
よ
る
火
砕
流
堆
積
物
が
広

い
範
囲
で
地
表
を
覆
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

不
整
合

あ
る
地
層
が
堆
積
し
た
あ
と
侵
食
や
風
化
作
用
を
受
け
、
そ
の
侵
食
面
に
新
し

い
地
層
が
堆
積
し
た
時
の
両
者
の
関
係
を
い
う
。
両
者
の
時
間
間
隙
は
通
常
、
地
質
学

的
な
時
間
の
長
さ
（
数
万
年
〜
数
百
万
年
）
が
あ
る
。
整
合
的
な
複
数
の
地
層
の
あ
い

だ
に
、
非
調
和
的
に
火
成
岩
類
が
迸
入
す
る
現
象
を
不
整
合
迸
入
体
（
後
出
）
と
い
う
。

中
央
部
北
海
道

中
央
部
北
海
道
に
お
け
る
基
本
的
な
骨
組
み
は
、
図
３－

２
に
示
す
よ
う
に
南
北
に

帯
状
を
な
し
て
伸
長
し
て
い
る
。
こ
れ
は
主
に
中
央
部
か
ら
南
部
に
明
瞭
で
、
北
部
は

新
第
三
紀
か
ら
第
四
紀
の
火
成
活
動
に
よ
っ
て
表
層
の
ほ
ぼ
全
域
が
覆
わ
れ
て
い
る
た

め
帯
状
構
造
が
不
明
瞭
で
基
盤
岩
類
が
転
々
と
連
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
中

し
ゅ
う
き
ょ
く
た
い

央
部
北
海
道
は
、
西
か
ら
東
に
向
か
っ
て
白
亜
系
〜
新
第
三
系
褶
曲
帯
、
神
居
古
潭
構

ふ
く
こ
う
し
ゃ
た
い

造
帯
、
白
亜
紀
複
向
斜
帯
、
日
高
帯
に
区
分
さ
れ
る
。
石
狩
低
地
帯
〜
樺
戸
山
地
で
は
、

地
表
面
の
地
質
構
成
は
異
な
っ
て
い
る
が
地
下
の
地
質
に
は
お
互
い
に
類
似
し
た
も
の

が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
中
央
部
北
海
道
に
含
め
る
。
こ
れ
ら
の
う

ち
日
高
帯
を
除
く
構
造
帯
は
大
局
的
に
は
、
さ
ら
に
北
方
の
サ
ハ
リ
ン
（
樺
太
）
に
ま

で
続
く
。

白
亜
系
〜
新
第
三
系
褶
曲
帯
は
、
石
狩
低
地
帯
の
東
縁
に
あ
る
利
尻
島－

樺
戸
山
地

－

苫
小
牧－

北
上－

阿
武
隈
に
連
な
る
白
亜
紀
前
期
の
安
山
岩
線
（
湊
一
九
七
八
）
の

東
部
に
あ
っ
て
、日
高
造
山
運
動
の
モ
ラ
ッ
セ
堆
積
物
で
構
成
さ
れ
る
。こ
の
地
帯
は
、

堆
積
盆
の
局
所
化
、
分
化
お
よ
び
そ
れ
に
引
き
続
く
褶
曲
、
断
層
運
動
な
ど
が
活
発
に

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

石
狩
低
地
帯
〜
樺
戸
山
地

礼
文
島
の
中
生
層
と
樺
戸
山
地
の
古
〜
中
生
層
を
基
盤
と
し

て
、
こ
れ
を
取
り
ま
く
古
第
三
紀
以
降
の
地
層
が
発
達
す
る
地
域
で
あ
る
と
し
て
礼
文

－

樺
戸
帯
を
設
定
す
る
考
え
も
あ
る
。

さ
く
は
く

モ
ラ
ッ
セ

後
造
山
期
に
山
地
の
削
剥
に
よ
っ
て
山
地
の
前
縁
凹
地
や
山
間
盆
地
を
埋
め

た
砕
屑
性
堆
積
物
（
川
端
層
な
ど
）
を
い
う
。
造
山
期
に
山
地
の
前
縁
に
堆
積
し
た
も

の
は
フ
リ
ッ
シ
ュ
と
い
う
。

褶
曲

地
層
ま
た
は
岩
石
が
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
受
け
て
曲
が
る
変
形
形
態
の
一
つ
。
褶
曲

は
主
と
し
て
、
造
山
運
動
が
展
開
し
た
と
こ
ろ
に
発
達
し
て
い
る
の
で
、
褶
曲
帯
は
造

山
帯
と
同
じ
概
念
で
使
わ
れ
る
。

複
向
斜

褶
曲
し
て
い
る
地
層
の
谷
に
当
た
る
部
分
を
向
斜
と
い
い
、
山
の
部
分
を
背
斜

と
い
う
。
前
者
は
、
地
層
の
重
な
り
方
か
ら
見
て
新
し
い
地
層
が
中
心
に
出
て
い
る
構

造
で
、
後
者
は
古
い
地
層
が
中
心
に
出
て
く
る
。
複
向
斜
・
複
背
斜
と
は
、
向
斜
構
造

ま
た
は
背
斜
構
造
が
複
合
し
た
も
の
で
、
北
海
道
で
は
石
狩
炭
田
な
ど
に
典
型
的
に
見

ら
れ
る
。

断
層

地
層
や
岩
石
に
見
ら
れ
る
不
連
続
面
の
こ
と
。
断
層
に
は
上
の
地
層
が
下
の
地
層

に
対
し
て
相
対
的
に
ず
り
下
が
っ
た
正
断
層
、
こ
れ
と
は
逆
に
下
の
地
層
が
上
の
地
層

の
上
位
に
の
し
上
が
っ
た
逆
断
層
そ
し
て
、
逆
断
層
で
も
低
角
度
（
傾
斜
四
五
度
以
下
）

の
場
合
の
衝
上
断
層
な
ど
が
あ
る
。
褶
曲
構
造
や
断
層
は
造
山
帯
で
は
ど
こ
に
で
も
見

ら
れ
る
が
、
断
層
は
そ
う
で
な
い
所
で
も
発
生
す
る
。

き
り
ょ
く
が
ん

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

あ
っ
さ
い
が
ん

へ
ん

神
居
古
潭
帯
は
ス
ピ
ラ
イ
ト
・
輝
緑
岩
・
同
質
凝
灰
岩
お
よ
び
各
種
圧
砕
岩
・
片

が
ん

じ
ゃ
も
ん
が
ん

岩
並
び
に
蛇
紋
岩
で
構
成
さ
れ
、
特
に
圧
力
変
成
的
特
性
を
強
く
有
す
る
地
帯
で
あ

る
。
こ
こ
に
迸
入
す
る
火
成
岩
に
は
輝
緑
岩
も
認
め
ら
れ
る
が
ほ
ぼ
蛇
紋
岩
で
占
め
ら

れ
て
い
る
。

広
義
の
日
高
帯
は
西
か
ら
東
に
向
か
っ
て
非
変
成
で
フ
リ
ッ
シ
ュ
相
の
日
高
西
縁
輝

緑
岩
帯
と
白
亜
紀
複
向
斜
帯
、
日
高
中
央
帯
、
日
高
東
縁
帯
に
区
分
さ
れ
る
。
日
高
西

縁
輝
緑
岩
帯
は
塩
基
性
火
山
噴
出
物
か
ら
な
り
、
蛇
紋
岩
を
伴
っ
て
い
る
が
、
既
存
の

岩
石
が
、
熱
や
圧
力
の
作
用
を
受
け
て
鉱
物
の
組
み
合
わ
せ
や
岩
石
の
構
造
が
変
化
し

３０
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ぜ
ん
え
ん
た
い

た
変
成
岩
は
発
達
し
て
い
な
い
。
白
亜
紀
複
向
斜
帯
は
日
高
山
脈
の
前
縁
帯
を
な
す
も

ち
こ
う
た
い

の
で
、
地
質
構
造
上
は
地
溝
帯
を
構
成
し
て
い
る
。
中
央
帯
は
日
高
造
山
運
動
の
中
核

と
な
っ
た
熱
変
成
的
性
格
の
強
い
地
帯
で
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
か
ら
ミ
グ
マ
タ
イ
ト
に
い

し
ん
せ
い
が
ん

た
る
高
温
低
圧
型
の
変
成
岩
類
と
こ
れ
ら
を
貫
く
超
塩
基
性
か
ら
酸
性
ま
で
の
深
成
岩

る
い

ね
ん
ば
ん
が
ん

類
お
よ
び
こ
れ
ら
を
取
り
囲
む
粘
板
岩
・
砂
岩
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。

東
縁
帯
は
低
変
成
の
粘
板
岩
、
非
変
成
の
泥
質
岩
、
砂
岩
で
構
成
さ
れ
る
。
な
お
、

塩
基
性
火
成
岩
類
は
主
と
し
て
山
稜
か
ら
西
側
に
分
布
し
て
お
り
、
酸
性
の
花
崗
岩
類

は
山
稜
か
ら
東
の
東
縁
帯
に
も
分
布
し
て
い
る
。
東
縁
帯
の
変
成
相
も
山
稜
の
西
側
に

比
べ
て
低
い
。

常
呂
帯
は
、
空
知
層
群
を
主
構
成
員
と
し
て
お
り
輝
緑
岩
噴
出
物
層
や
同
質
の
溶
岩

流
を
主
体
と
し
て
い
る
。

地
溝
帯

ほ
ぼ
平
行
な
二
本
以
上
の
正
断
層
で
限
ら
れ
、
相
対
的
沈
降
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
狭
長
な
地
形
的
凹
地
帯
の
こ
と
。

ス
ピ
ラ
イ
ト

岩
石
名
。
岩
石
名
に
つ
い
て
は
本
項
の
末
尾
に
ま
と
め
て
解
説
す
る
。

東
部
北
海
道

主
と
し
て
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
動
が
活
発
に
展
開
し
た
千
島
弧
内
帯
と
白
亜
紀
の
玄
武

岩
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
千
島
弧
外
帯
で
構
成
さ
れ
る
。
千
島
弧
内
帯
の
基
盤
は
非
火

山
性
の
堆
積
岩
類
で
、
こ
れ
の
下
部
層
は
古
第
三
紀
層
で
あ
る
。
内
帯
は
第
三
紀
か
ら

第
四
紀
に
か
け
て
千
島
火
山
帯
に
属
す
る
火
山
活
動
が
活
発
で
、
現
在
も
知
床
半
島
か

ら
阿
寒
に
か
け
て
活
火
山
が
多
く
配
列
し
、
グ
リ
ー
ン
タ
フ
を
含
む
中
新
世
か
ら
現
世

に
か
け
て
の
火
山
噴
出
物
が
発
達
し
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
タ
フ
と
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
質

緑
色
凝
灰
岩
、
名
の
通
り
緑
色
を
呈
す
る
主
と

し
て
火
山
灰
の
固
ま
っ
た
岩
石
。
た
だ
し
、
グ
リ
ー
ン
タ
フ
と
い
う
の
は
火
山
灰
ば
か

り
で
な
く
酸
性
〜
塩
基
性
火
山
岩
類
な
ど
も
含
ん
だ
総
称
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。
岩
石

ぞ
く
せ
い

は
主
に
緑
色
に
変
質
す
る
も
の
で
、
続
成
変
質
作
用
と
熱
水
変
質
作
用
、
又
は
風
化
変

質
作
用
と
熱
水
変
質
作
用
が
重
複
し
て
行
わ
れ
る
と
き
に
出
来
る
。
変
質
鉱
物
と
し
て

そ
う
ち
ょ
う
せ
き

り
ょ
く
で
い
せ
き

り
ょ
く
れ
ん
せ
き

は
、
曹
長
石
・
緑
泥
石
・
セ
リ
サ
イ
ト
・
緑
簾
石
・
モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
な
ど
が

主
な
鉱
物
。

千
島
弧
外
帯
は
、
白
亜
紀
末
か
ら
古
第
三
紀
初
期
の
根
室
層
群
が
こ
の
地
域
の
最
下

部
層
と
し
て
根
室
半
島
か
ら
釧
路
に
か
か
る
海
岸
地
域
に
分
布
し
て
お
り
、
こ
れ
を
古

第
三
紀
層
が
不
整
合
に
覆
い
さ
ら
に
そ
の
周
辺
を
新
第
三
紀
層
が
覆
っ
て
い
る
。
加
え

て
第
四
紀
更
新
世
の
阿
寒
、
屈
斜
路
、
摩
周
な
ど
の
カ
ル
デ
ラ
の
形
成
を
伴
う
火
山
噴

出
物
に
よ
っ
て
東
部
北
海
道
は
内
帯
・
外
帯
を
問
わ
ず
広
く
覆
わ
れ
、
よ
り
古
期
の
地

質
の
詳
細
は
覆
い
隠
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
東
部
北
海
道
の
地
質
構
成
は
、
西
・
南
部
北
海
道
の
黒
松
内
低
地
よ
り

東
側
の
地
質
構
成
に
類
似
し
て
い
る
。

内
帯
・
外
帯

日
本
列
島
の
地
質
帯
は
大
陸
側
と
大
洋
側
と
い
う
括
り
方
で
共
通
す
る
要

素
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
者
を
内
帯
、
後
者
を
外
帯
と
い
う
。
内
側
と
か
外

側
の
意
味
で
内
弧
・
外
弧
も
同
じ
。

第
二
項

北
海
道
の
地
質
構
造
発
達
史

ふ
か
ん

北
海
道
島
を
俯
瞰
す
る
と
、
主
と
し
て
古
生
代
か
ら
新
生
代
に
わ
た
る
造
山
運
動
の

結
果
で
き
た
、
い
わ
ば
骨
格
と
、
新
生
代
新
第
三
紀
に
発
生
し
た
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動

で
修
飾
さ
れ
た
部
分
の
二
つ
で
出
来
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
骨
格
の
部
分

は
、
上
部
古
生
層
や
そ
れ
を
原
岩
と
す
る
各
種
変
成
岩
類
で
構
成
さ
れ
る
（
図
３－

３
）。
日
本
列
島
は
弧
状
列
島
と
い
う
性
格
を
反
映
し
て
内
帯
と
外
帯
の
二
帯
が
列
島

の
伸
び
の
方
向
に
並
列
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
骨
格
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
地
質
学

的
歴
史
（
地
質
構
造
発
達
史
と
い
う
）
に
つ
い
て
は
大
き
く
二
つ
の
考
え
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
従
来
の
日
高
造
山
運
動
論
に
よ
る
発
達
史
を
述
べ
、
次
に
最
近
の
プ
レ
ー

ト
論
と
い
う
学
説
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。
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日
高
造
山
運
動

古
生
代
後
期
〜
ジ
ュ
ラ
紀
に
わ
た
っ
て
中
央
北
海
道
に
地
向
斜
性
堆
積
層
が
広
く
発

達
し
、
併
せ
て
塩
基
性
火
成
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
引
き
続
い
て
、
地
向

斜
堆
積
層
を
著
し
く
褶
曲
さ
せ
、
そ
の
中
心
部
を
変
成
岩
化
さ
せ
る
構
造
運
動
が
発
生

し
、
多
く
の
火
成
岩
類
が
迸
入
す
る
一
大
火
成
活
動
が
発
生
し
た
。
こ
の
時
期
に
堆
積

し
た
も
の
が
フ
リ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
白
亜
紀
の
堆
積
物
は
こ
れ
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
白
亜
紀
の
全
期
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
一
部
は
古
第

三
紀
初
期
に
ま
で
及
ん
だ
。
古
第
三
紀
に
い
た
っ
て
こ
の
運
動
は
沈
静
化
し
て
造
山
帯

さ
く
は
く

中
心
部
の
浮
き
上
が
り
が
始
ま
り
、
中
軸
帯
は
深
く
削
剥
さ
れ
て
新
第
三
紀
層
を
広
く

堆
積
さ
せ
た
（
モ
ラ
ッ
セ
）。
北
海
道
の
中
軸
部
は
こ
う
し
て
出
来
た
も
の
で
、
こ
の

よ
う
な
運
動
を
日
高
造
山
運
動
と
呼
ぶ
（
舟
橋
・
橋
本
一
九
五
一
）。
以
下
、
こ
の
運
動

を
地
向
斜
期
↓
造
山
運
動
期
↓
後
造
山
運
動
期
に
分
け
て
記
す
（
図
３－

４
）。

地
向
斜
性
堆
積
物
（
層
）

地
殻
が
下
方
に
た
わ
む
現
象
が
地
向
斜
で
、
そ
の
よ
う
な
場

所
に
溜
ま
っ
た
堆
積
物
（
主
に
砂
・
泥
・
珪
質
岩
）
を
い
う
。
地
向
斜
が
造
山
帯
に
転

化
す
る
も
の
を
正
地
向
斜
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
準
地
向
斜
と
い
う
。
正
地
向
斜
の
う

ち
、
火
山
性
物
質
の
多
い
も
の
を
優
地
向
斜
（
後
出
）
と
い
う
。

（
一
）
地
向
斜
期

北
海
道
の
中
央
部
に
は
、
中
生
代
の
三
畳
紀
〜
ジ
ュ
ラ
紀
の
堆
積
層
が
広
く
発
達
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
日
高
累
層
群
（
中
の
川
層
群－

神
威
層
群－

空
知
層
群
）
と
呼
ば

れ
る
主
と
し
て
粘
板
岩
と
細
粒
砂
岩
の
互
層
で
出
来
て
お
り
、
南
北
に
連
続
性
良
く
伸

び
て
い
る
（
北
部
日
高
帯
で
は
断
片
的
）。
地
向
斜
の
西
側
に
は
泥
質
層
が
発
達
し
て

ひ
ん
が
ん

お
り
、
東
側
に
は
砂
質
層
が
発
達
し
て
い
る
。
砂
質
層
は
�
岩
質
で
ワ
ッ
ケ
質
の
砂
粒

を
特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
地
向
斜
の
堆
積
作
用
が
収
束
す
る
の
に
前
後
し
て
、
著

し
い
輝
緑
岩
の
噴
出
が
華
々
し
く
生
じ
て
地
向
斜
は
上
昇
運
動
に
変
り
そ
れ
に
伴
っ
て

地
層
の
変
形
や
変
位
そ
れ
に
火
成
岩
類
の
迸
入
が
活
発
に
な
っ
た
。

一
方
西
・
南
部
北
海
道
で
は
、
石
炭
紀
後
期
〜
二
畳
紀
、
三
畳
紀
及
び
ジ
ュ
ラ
紀
の

堆
積
層
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
産
出
す
る
化
石
や
岩
相
な
ど
の
類
似
性
か
ら
東
北
日

本
の
内
帯
に
連
続
す
る
も
の
で
、
日
高
地
向
斜
堆
積
物
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
造
山
運
動
期

地
向
斜
の
上
昇
運
動
と
そ
れ
に
伴
う
塩
基
性
火
成
活
動
は
中
部
白
亜
紀
に
始
ま
っ
て

末
期
ま
で
続
き
（
神
居
古
潭
帯
、
西
縁
輝
緑
岩
帯
、
白
亜
系
向
斜
帯
、
日
高
帯
と
東
の

常
呂
帯
の
形
成
）、こ
の
時
期
に
中
央
部
北
海
道
を
南
北
に
走
る
活
動
帯
が
作
ら
れ
た
。

日
高
帯
で
は
酸
性
〜
塩
基
性
の
深
成
火
成
活
動
が
い
っ
そ
う
活
発
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
運
動
は
中
央
部
北
海
道
に
だ
け
著
し
く
現
れ
て
お
り
、
西
・
南
部
北
海
道
で
は

は
っ
き
り
し
な
い
。

図３－４ 日高造山運動発達史の模式断面図（舟橋１９９５に一部加筆）

３２
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酸
性
・
塩
基
性
火
成
活
動

地
下
深
部
で
出
来
た
マ
グ
マ
が
地
表
に
噴
出
し
た
り
地
殻
内

に
貫
入
し
て
、
も
と
あ
っ
た
岩
石
や
地
層
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
る
作
用
を
火

成
作
用
（
活
動
）
と
い
う
。
こ
れ
に
は
大
き
く
火
山
活
動
や
深
成
作
用
が
あ
る
。
主
に

花
崗
岩
な
ど
が
活
動
す
る
も
の
を
酸
性
火
成
活
動
、
ハ
ン
レ
イ
岩
な
ど
に
よ
る
も
の
を

塩
基
性
火
成
活
動
と
い
う
。

（
イ
）
神
居
古
潭
構
造
帯

こ
れ
は
地
向
斜
期
に
成
立
し
た
輝
緑
凝
灰
岩
帯
に
重
複
し
た
サ
ハ
リ
ン
か
ら
三
石
ま

じ
ょ
う
ら
ん
た
い

で
連
続
す
る
背
斜
状
の
構
造
的
擾
乱
帯
で
、
岩
石
は
圧
砕
さ
れ
、
片
状
化
が
著
し
く
、

多
数
の
蛇
紋
岩
体
が
迸
入
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
部
分
の
岩
石
は
不
変
成
状
態
の
ま

ま
で
あ
る
が
、
一
部
に
よ
り
深
い
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
低
温
高
圧
型
変
成
作
用
あ
る
い

は
動
力
変
成
作
用
で
生
成
さ
れ
変
成
岩
化
し
た
岩
層
（
い
わ
ゆ
る
神
居
古
潭
石
な
ど
）

が
あ
る
。

変
成
作
用

岩
石
が
最
初
に
出
来
た
と
き
と
は
異
な
っ
た
温
度
・
圧
力
そ
の
ほ
か
の
外
的

条
件
の
も
と
で
、
主
に
深
部
に
お
い
て
固
体
の
ま
ま
で
鉱
物
組
成
や
組
織
が
変
化
す
る

現
象
を
い
う
。
動
力
変
成
作
用
や
熱
変
成
作
用
が
あ
り
、
広
い
範
囲
に
行
わ
れ
る
も
の

を
広
域
変
成
作
用
、
狭
い
範
囲
で
主
と
し
て
熱
的
作
用
に
よ
る
も
の
を
接
触
変
成
作
用

な
ど
と
い
う
。
温
度
・
圧
力
条
件
の
違
い
で
低
温
高
圧
型
と
か
高
温
低
圧
型
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
断
層
な
ど
の
力
学
的
営
力
で
岩
石
が
破
砕
さ
れ
て
元
の
岩
石
と
異
な
る
組

織
に
改
変
さ
せ
ら
れ
る
も
の
を
動
力
変
成
作
用
と
い
う
（
圧
砕
岩
な
ど
）。

（
ロ
）
日
高
帯

日
高
造
山
運
動
の
深
部
運
動
の
中
心
的
な
部
分
で
、
さ
ら
に
三
つ
の
構
造
帯
に
細
分

さ
れ
る
。

（
ハ
）
白
亜
系
向
斜
帯

神
居
古
潭
構
造
帯
と
西
縁
輝
緑
岩
帯
に
は
さ
ま
れ
て
一
〇
�
〜
数
百
�
の
幅
で
連
続

す
る
一
種
の
地
溝
状
の
落
ち
込
み
帯
で
あ
る
。
東
西
両
側
の
構
造
体
に
比
べ
て
構
造
的

な
圧
砕
作
用
の
あ
と
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
岩
層
で
あ
る
。

（
ニ
）
西
縁
輝
緑
岩
帯

こ
れ
は
日
高
帯
の
西
側
を
縁
取
る
も
の
と
し
て
北
か
ら
南
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く

続
い
て
い
る
。
塩
基
性
火
山
噴
出
物
の
輝
緑
岩
を
主
と
し
、
凝
灰
岩
、
チ
ャ
ー
ト
、
石

ま
く
ら
じ
ょ
う
よ
う
が
ん

灰
岩
な
ど
を
伴
い
ス
ピ
ラ
イ
ト－

輝
緑
岩
質
枕
状
熔
岩
や
同
質
火
砕
岩
か
ら
な
る
。
こ

れ
ら
は
地
向
斜
期
末
期
の
火
成
活
動
の
産
物
で
、
多
く
の
場
合
、
岩
脈
と
し
て
出
現
す

る
。
な
お
、
こ
の
岩
帯
中
か
ら
は
ジ
ュ
ラ
紀
末
〜
白
亜
紀
初
期
の
化
石
、
あ
る
い
は
二

ひ
だ
か
る
い
そ
う
ぐ
ん

畳
紀
〜
三
畳
紀
の
化
石
が
知
ら
れ
て
お
り
日
高
累
層
群
最
上
部
の
空
知
層
群
に
相
当
す

る
。

（
ホ
）
中
央
帯

日
高
累
層
群
の
中
・
下
部
層
で
あ
る
神
居
層
群
お
よ
び
中
の
川
層
群
が
主
と
し
て
分

へ
ん
じ
ょ
う

布
す
る
地
帯
で
岩
石
は
片
状
化
し
て
い
る
。こ
の
構
造
帯
の
中
心
部
に
は
ホ
ル
ン
フ
ェ

ル
ス
、
黒
雲
母
片
岩
、
片
麻
岩
、
ミ
グ
マ
タ
イ
ト
な
ど
の
変
成
岩
帯
が
あ
り
、
ハ
ン
レ

イ
岩
や
花
崗
岩
類
を
伴
う
典
型
的
な
造
山
帯
の
中
心
相
を
示
し
（
日
高
変
成
帯
）、
日

高
山
脈
の
主
稜
線
に
沿
っ
て
一
四
〇
�
連
続
し
て
い
る
。
同
様
の
岩
相
配
列
は
日
高
山

脈
の
延
び
の
方
向
で
あ
る
石
狩
山
地
・
奥
士
別
・
乙
忠
部
な
ど
に
点
在
し
て
い
る
。

日
高
中
央
帯
の
変
成
作
用
は
、
ま
ず
広
域
に
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
が
形
成
さ
れ
、
中
心

部
に
片
麻
岩
類
が
あ
り
、
そ
の
両
者
の
あ
い
だ
に
片
岩
類
が
配
置
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
三

者
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
形
成
さ
れ
た
が
、
多
少
の
時
間
の
ず
れ
の
見
ら
れ
る
も
の
も
あ

る
。
こ
の
変
成
岩
類
と
密
接
に
伴
う
ミ
グ
マ
タ
イ
ト
は
こ
れ
ら
よ
り
遅
い
時
期
に
成
立

し
て
い
る
。

は
ん
じ
ょ
う
へ
ん
し
ょ
う

変
成
帯
の
構
造
は
、
中
心
部
に
ミ
グ
マ
タ
イ
ト
が
あ
り
、
そ
の
西
側
に
斑
状
変
晶
黒

雲
母
片
麻
岩
、
更
に
そ
の
西
方
に
黒
雲
母
片
岩
、
そ
し
て
最
も
外
側
が
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル

し
ま
じ
ょ
う

ス
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
変
成
帯
の
東
側
は
ミ
グ
マ
タ
イ
ト
に
接
し
て
縞
状
黒
雲

母
片
麻
岩
、
そ
し
て
そ
の
外
側
が
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
と
な
っ
て
、
東
西
非
対
称
的
な
分

第３章 千歳の生い立ち

３３

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／新千歳市史／第１編（Ｐ００１～１４４）／第１編　第３章  2010.02.13 10.40.08  Page 33 



布
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ミ
グ
マ
タ
イ
ト
に
付
随
し
て
ト
ー
ナ
ル
岩
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
成
岩
の
成
立
に
関
連
し
て
、
ハ
ン
レ
イ
岩
類
が
活
動
し
て
い
る
。
そ

の
う
ち
早
期
の
も
の
は
、
よ
り
西
側
に
整
合
的
に
迸
入
し
て
同
時
に
変
成
作
用
を
こ
う

か
い
じ
ょ
う

ふ
せ
い
ご
う
へ
い
に
ゅ
う
た
い

む
っ
て
お
り
、
後
期
の
も
の
は
よ
り
東
側
で
活
動
し
、
塊
状
不
整
合
迸
入
体
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
変
成
帯
の
東
側
で
は
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
帯
の
中
に
小
さ
な
花
崗
岩
迸
入

体
が
あ
る
。
ま
た
、
広
域
的
な
構
造
を
見
る
と
日
高
累
層
群
は
西
側
で
は
北
西－

南
東

方
向
に
伸
長
し
、
東
側
で
は
北
東－

南
西
方
向
に
主
軸
を
持
つ
と
い
う
構
造
的
な
不
整

合
関
係
が
見
ら
れ
る
。

累
層
群
・
層
群

主
と
し
て
岩
層
（
層
相
）
の
特
徴
に
基
づ
く
地
層
の
区
分
。
高
次
か
ら

順
に
累
層
群
・
層
群
・
累
層
・
部
層
・
単
層
に
区
分
さ
れ
る
。
累
層
群
は
、
二
つ
以
上

の
層
群
の
集
ま
り
で
一
つ
の
地
向
斜
あ
る
い
は
大
き
な
堆
積
盆
地
の
堆
積
物
全
体
を
い

う
と
き
な
ど
に
使
う
（
例
、
日
高
累
層
群
）。
層
群
は
、
一
つ
の
堆
積
盆
地
の
堆
積
物

を
い
い
、
通
常
は
地
名
＋
層
群
で
あ
ら
わ
す
（
例
、
空
知
層
群
）。
累
層
は
二
つ
以
上

の
部
層
の
集
ま
り
を
い
い
、
部
層
は
二
つ
以
上
の
単
層
の
集
ま
り
を
い
っ
て
お
り
、
普

通
は
岩
相
上
均
一
性
が
あ
る
場
合
に
呼
ぶ
（
例
、
金
山
沢
頁
岩
部
層
）。
単
層
は
、
上

面
と
下
面
を
層
理
面
に
よ
っ
て
限
ら
れ
た
地
層
の
部
分
を
言
い
、
あ
る
範
囲
内
で
不
変

性
が
あ
り
均
一
で
あ
る
。
通
常
、
単
層
に
は
名
前
を
つ
け
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う

な
地
層
区
分
は
、
ど
こ
で
も
こ
の
順
に
命
名
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

（
ヘ
）
東
縁
帯

主
と
し
て
中
の
川
層
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
中
央
帯
が
著
し
い
片
状
性
で
特
徴

付
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
構
造
変
形
を
受
け
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
地
層
間

せ
ん
だ
ん
た
い

に
は
明
瞭
な
い
く
つ
か
の
北
東－

南
西
方
向
の
剪
断
帯
が
発
達
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ

る
構
造
擾
乱
や
変
異
は
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
剪
断
帯
は
東
西
系
の
断
層
に
よ
っ
て
変

位
し
て
い
る
。
な
お
、
ウ
ッ
ツ
岳
花
崗
岩
や
白
滝
花
崗
岩
は
本
帯
に
含
め
ら
れ
る
。

剪
断
帯

大
規
模
な
剪
断
性
の
断
裂
（
断
層
）
に
よ
っ
て
岩
石
が
あ
る
幅
に
わ
た
っ
て
圧

砕
、
角
礫
化
し
た
ゾ
ー
ン
を
い
い
、
造
山
帯
に
は
普
通
に
見
ら
れ
る
。

片
状
（
理
）

鉱
物
が
一
定
方
向
に
配
列
し
て
生
じ
る
線
状
ま
た
は
面
状
の
構
造
を
片
理

と
い
う
。
片
理
は
結
晶
片
岩
を
特
徴
づ
け
る
構
造
で
、
片
理
が
著
し
く
発
達
し
た
岩
石

で
は
そ
の
面
に
沿
っ
て
容
易
に
剥
が
れ
る
。

（
ト
）
常
呂
帯

ジ
ュ
ラ
紀
か
ら
下
部
白
亜
紀
の
空
知
層
群
と
白
亜
紀
末
〜
古
第
三
紀
中
期
ま
で
の
湧

別
層
群
で
構
成
さ
れ
る
。
空
知
層
群
は
、
輝
緑
岩
・
輝
緑
凝
灰
岩
類
、
砂
岩
・
泥
岩
、

チ
ャ
ー
ト
、
石
灰
岩
か
ら
な
り
、
湧
別
層
群
は
砂
岩
・
泥
岩
か
ら
な
る
。

後
造
山
期

三
畳
紀
に
始
ま
っ
た
日
高
造
山
運
動
の
地
向
斜
は
ジ
ュ
ラ
紀
に
海
底
火
山
活
動
を
伴

ゆ
う

ち

こ
う
し
ゃ
た
い
せ
き
ぶ
つ

う
著
し
い
沈
降
と
堆
積
を
行
っ
て
日
高
累
層
群
な
ど
の
優
地
向
斜
堆
積
物
を
形
成
し

た
。
白
亜
系
は
地
向
斜
末
期
の
フ
リ
ッ
シ
ュ
型
堆
積
物
で
層
相
変
化
が
激
し
い
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
間
に
地
向
斜
深
部
で
深
成
・
変
成
作
用
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
地
向
斜
中
心
部
の
浮
き
上
が
り
に
伴
っ
て
表
層
部
は
東
西
に
分
化
し
、
浮
き
上
が

り
は
白
亜
紀
堆
積
盆
地
が
消
失
し
た
後
ま
で
続
き
、
現
在
も
上
昇
を
続
け
て
い
る
。
こ

し
ょ
う
じ
ょ
う

の
大
規
模
で
衝
上
的
な
上
昇
運
動
に
伴
っ
て
日
高
山
脈
西
麓
の
第
三
系
以
降
の
地
層
に

れ
き

多
量
の
深
成
岩
・
変
成
岩
の
礫
を
供
給
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
新
第
三
紀
鮮
新
世
堆

積
物
中
に
ま
で
見
ら
れ
る
（
モ
ラ
ッ
セ
）。
す
な
わ
ち
、
こ
の
造
山
運
動
は
新
第
三
紀

末
は
も
と
よ
り
第
四
紀
の
現
在
に
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
後
造
山
期
の
運
動
と
し

て
日
高
山
脈
主
部
の
衝
上
を
伴
う
断
裂
運
動
が
展
開
し
て
以
後
、
中
軸
帯
の
外
側
、
特

に
西
側
に
お
い
て
は
白
亜
系
か
ら
新
第
三
系
に
わ
た
る
地
層
が
帯
状
を
な
し
て
分
布
し

て
い
る
。
白
亜
系
堆
積
盆
地
は
後
に
、
隆
起
に
転
じ
て
い
く
つ
か
の
大
き
な
ド
ー
ム
あ

る
い
は
背
斜
構
造
の
連
続
す
る
地
帯
に
変
わ
り
、
こ
れ
の
更
に
西
側
で
は
白
亜
系
か
ら

か
し
ゅ
う
き
ょ
く
こ
う
ぞ
う

古
第
三
系
を
巻
き
込
ん
だ
構
造
擾
乱
帯
が
発
達
し
て
著
し
い
過
褶
曲
構
造
を
な
し
、
石

狩
炭
田
の
ナ
ッ
ペ
や
ク
リ
ッ
ペ
構
造
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
作
用
は
さ
ら
に
西

３４
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方
ま
で
及
ん
で
、
新
第
三
紀
褶
曲
帯
が
形
成
さ
れ
た
。

過
褶
曲

一
つ
の
褶
曲
で
両
翼
の
岩
層
の
傾
斜
が
同
じ
方
向
で
あ
る
よ
う
な
褶
曲
構
造
。

逆
転
褶
曲
と
か
転
倒
褶
曲
と
も
言
う
（
石
狩
炭
田
、
馬
追
丘
陵
な
ど
）。

お
う
が
し
ゅ
う
き
ょ
く

ナ
ッ
ペ
、
ク
リ
ッ
ペ

衝
上
断
層
や
、
横
臥
褶
曲
に
よ
っ
て
も
と
の
山
地
か
ら
押
し
出
さ

れ
た
り
千
切
ら
れ
た
り
し
て
、
遠
い
距
離
を
滑
動
し
て
現
地
性
の
基
盤
を
覆
う
異
地
性

の
大
き
な
岩
体
を
デ
ッ
ケ
（
ま
た
は
ナ
ッ
ペ
）
と
い
い
、
現
地
性
の
岩
体
が
侵
食
さ
れ

て
異
地
性
の
岩
体
が
孤
立
し
て
残
っ
た
も
の
を
ク
リ
ッ
ペ
と
い
う
（
夕
張
鹿
島
）。

ド
ー
ム

褶
曲
の
上
に
凸
の
部
分
の
高
ま
り
か
ら
四
方
へ
、
岩
層
が
同
じ
よ
う
に
傾
斜
し

て
い
る
構
造
を
言
う
。
札
幌
ド
ー
ム
の
屋
根
の
部
分
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
分
か
り
や
す

い
。

せ
い
お
ん
き

新
第
三
紀
褶
曲
運
動
以
後
、
北
海
道
中
軸
帯
は
静
穏
期
に
入
る
が
、
こ
れ
と
時
代
的

に
は
重
複
し
て
中
軸
帯
を
除
く
ほ
ぼ
北
海
道
全
域
に
グ
リ
ー
ン
タ
フ
運
動
が
華
々
し
く

展
開
し
た
。

グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動
の
あ
っ
た
新
第
三
紀
中
新
世
は
、
日
本
全
体
に
火
山
活
動
が
活

発
に
起
き
た
時
代
で
、
千
島
列
島－

北
海
道
北
東
部
（
知
床
半
島
か
ら
北
見
山
地
）、

北
海
道
北
西
部
（
暑
寒
別
地
域
）－

西
南
北
海
道－

東
北
地
方
の
大
部
分
に
か
け
て
展

開
し
た
「
一
大
島
弧
変
動
」（
藤
田
一
九
六
九
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
火
山
活
動
は
さ
ら
に
、
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
と
呼
ば
れ
る
群
馬
・
長
野
・
静

岡
・
箱
根
地
域
か
ら
伊
豆
七
島
・
小
笠
原
地
域
に
お
よ
び
、
さ
ら
に
北
陸－

山
陰
地

方
、北
九
州
か
ら
南
九
州
西
部－

琉
球
列
島
西
側
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、こ
れ
を
グ
リ
ー

ン
タ
フ
造
山
運
動
（
湊
一
九
五
二
）
ま
た
は
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
動
（
井
尻
一
九
六
〇
）
と

呼
ぶ
事
も
あ
る
。
こ
の
島
弧
変
動
は
、
中
新
世
初
め
の
大
規
模
な
陥
没
〜
沈
降
と
そ
れ

に
引
き
続
く
激
し
い
火
成
活
動
（
海
底
火
山
活
動
）
に
始
ま
っ
て
大
規
模
な
堆
積
盆
地

せ
ん
し
ん
せ
い

を
形
成
し
た
。
こ
の
活
動
は
中
新
世
後
期
か
ら
鮮
新
世
そ
し
て
第
四
紀
ま
で
続
き
、
最

終
的
に
は
第
四
紀
の
広
域
な
隆
起
に
よ
っ
て
終
息
し
た
も
の
で
、
新
第
三
紀
中
新
世
は

こ
の
変
動
が
最
も
激
し
く
展
開
し
た
時
期
で
あ
る
。

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ

本
州
の
中
央
部
を
南
北
に
連
な
る
特
異
な
地
帯
。
西
縁
は
糸
魚
川－

静
岡
構
造
線
、
東
縁
は
関
東
山
地
の
西
の
端
を
結
ん
だ
範
囲
を
言
う
。

こ
の
変
動
時
に
、
火
山
岩
・
火
山
砕
屑
岩
が
特
徴
的
に
緑
色
に
変
質
し
た
も
の
を
グ

リ
ー
ン
タ
フ
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
支
笏
湖
の
西
岸
で
見
る
事
が
出
来
る
。
な
お
、

い
ざ
り
が
わ
そ
う

う

さ
く
ま
い
そ
う

け
つ
が
ん

支
笏
湖
周
辺
に
堆
積
す
る
漁
川
層
、
烏
柵
舞
層
を
構
成
す
る
頁
岩
・
砂
岩
類
は
、
こ

の
時
期
に
陥
没－

沈
降
し
て
で
き
た
お
盆
状
の
場
所
（
堆
積
盆
）
に
砂
や
泥
が
堆
積
し

て
で
き
た
岩
石
で
あ
る
。
支
笏
湖
周
辺
に
は
こ
れ
ら
の
堆
積
物
が
断
片
的
に
出
現
す
る

だ
け
で
、
連
続
し
て
出
現
し
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
が
堆
積
し
た
後
に
起
き
た
激
し

い
火
成
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
分
離
さ
れ
る
か
消
滅
し
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
グ
リ
ー
ン
タ
フ
の
火
成
活
動
は
、
ど
こ
で
も
一
様
に
同
じ
よ
う
な
活
動

を
し
た
の
で
は
な
く
、
激
し
い
活
動
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
同
じ
時
期
に
穏
や
か

な
環
境
で
あ
っ
た
地
域
も
あ
る
の
で
あ
る
。

グ
リ
ー
ン
タ
フ
の
活
動
に
つ
い
て
、
以
下
に
北
海
道
の
構
造
区
分
に
し
た
が
っ
て
述

べ
る
。

グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動

（
一
）
西
・
南
部
北
海
道

グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動＝

海
底
火
山
噴
出
活
動
は
、
弧
状
列
島
の
内
帯
を
主
な
舞
台
と

し
て
展
開
し
た
変
動
で
、
中
新
世
初
期
に
始
ま
る
。

（
イ
）
初
期
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動

初
期
の
活
動
は
塩
基
性
の
プ
ロ
ピ
ラ
イ
ト
質
火
山
岩
を
主
体
と
す
る
も
の
で
、
西
・

南
部
北
海
道
の
渡
島
半
島
で
は
認
め
ら
れ
る
が
、
東
部
で
は
そ
の
痕
跡
が
新
規
の
堆
積

物
に
覆
わ
れ
て
い
て
不
明
で
あ
る
。

（
ロ
）
中
期
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動

中
期
の
活
動
は
、
中
新
世
初
期
の
半
ば
か
ら
中
新
世
後
期
の
半
ば
に
わ
た
る
時
期

第３章 千歳の生い立ち
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く
ん
ぬ
い

で
、
そ
の
堆
積
物
は
、
下
位
よ
り
吉
岡
、
訓
縫
、
八
雲
、
黒
松
内
期
に
区
分
さ
れ
る
。

た
だ
し
こ
の
時
期
の
堆
積
物
は
、
黒
松
内
低
地
帯
を
挟
ん
で
東
部
と
南
部
の
渡
島
半
島

地
域
で
層
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
渡
島
半
島
地
域
で
は
一
般
に
汽
水
な
い
し
浅
海
性
堆

積
相
を
示
し
、
一
部
に
非
海
成
層
も
見
ら
れ
、
安
山
岩
熔
岩
を
伴
う
（
吉
岡
期
）。
し

か
し
、
東
部
地
域
で
は
吉
岡
期
の
堆
積
物
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
続
い
て
訓
縫
期
に
入

る
と
、堆
積
盆
は
拡
大
し
て
海
成
層
が
発
達
し
、酸
性
火
山
噴
出
活
動
が
活
発
化
し
た
。

東
部
地
域
で
は
、
訓
縫
期
は
ほ
と
ん
ど
火
山
噴
出
物
で
構
成
さ
れ
、
わ
ず
か
に
泥
質
岩

こ
う
そ
う

や
礫
岩
を
伴
っ
て
い
る
。
八
雲
期
に
入
る
と
、
厚
層
の
海
成
堆
積
物
が
発
達
し
、
併
せ

て
著
し
い
塩
基
性
火
山
噴
出
活
動
（
玄
武
岩
↓
安
山
岩
）
が
行
わ
れ
た
。
一
方
東
部
地

域
は
、
硬
質
頁
岩
層
の
堆
積
に
伴
う
各
種
火
山
噴
出
物
で
特
徴
づ
け
ら
れ
、
北
西－

南

東
方
向
に
直
線
的
に
延
び
る
帯
状
配
列
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
八
雲
期
中
期
の
火
山
活

動
帯
で
は
、
そ
の
中
心
部
に
酸
性
深
成
岩
類
の
岩
脈
や
小
規
模
迸
入
体
の
活
動
が
知
ら

れ
、
金
・
銀
・
銅
・
鉛
・
亜
鉛
な
ど
の
鉱
化
作
用
が
活
発
化
し
た
こ
と
も
特
徴
で
あ

る
。八
雲
期
後
期
に
は
酸
性
の
火
山
活
動
が
活
発
化
し
た
ま
ま
終
末
を
迎
え
る
。な
お
、

い
わ
ゆ
る
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
質
は
八
雲
期
後
期
に
は
著
し
く
弱
く
な
っ
て
い
る
。

黒
松
内
期
の
堆
積
層
は
、
八
雲
期
の
堆
積
盆
の
外
側
に
整
合
的
に
堆
積
し
て
お
り
、

し
ゅ
う
か
い
が
ん

安
山
岩
質
の
火
山
活
動
を
伴
っ
て
い
る
。
一
方
、
東
部
地
域
は
安
山
岩
質
集
塊
岩
、

か
く
れ
き
が
ん

角
礫
岩
、
凝
灰
岩
を
主
体
と
し
て
八
雲
期
の
岩
帯
を
取
り
巻
く
よ
う
に
分
布
し
て
い

る
。

（
ハ
）
後
期
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動

中
期
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動
が
終
息
し
た
あ
と
新
第
三
紀
末
〜
第
四
紀
初
期
に
か
け
て

安
山
岩
類
が
活
動
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
質
は
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な

い
つ
り
ゅ
う

い
。
代
わ
っ
て
、
東
部
地
区
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
大
量
の
平
坦
熔
岩
の
溢
流
で
特

徴
付
け
ら
れ
る
。

平
坦
熔
岩

熔
岩
の
溢
流
に
よ
っ
て
山
頂
部
が
平
坦
面
を
な
す
も
の
。
千
歳
の
近
郊
で
は

手
稲
山
や
小
漁
岳
な
ど
が
あ
る
。

（
ニ
）
末
期
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動

よ
う
け
つ
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

こ
の
時
期
に
大
量
の
熔
結
凝
灰
岩
が
噴
出
し
た
。
東
部
地
域
の
北
東
部
で
は
、
福るい

山
層
を
中
心
と
し
て
こ
れ
を
取
り
巻
い
て
訓
縫－

八
雲－

倶
知
安－

西
野
の
各
層
が
累

た
い
て
き

帯
的
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
外
側
に
支
笏
・
洞
爺
・
ニ
セ
コ
な
ど
の
熔
結
凝
灰
岩
或
い
は

軽
石
流
の
噴
出
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
基
盤
と
し
て
第
四
紀
火
山
が
成
立
し
た
。

累
帯

中
心
か
ら
外
側
に
向
か
っ
て
帯
状
ま
た
は
同
心
円
状
に
鉱
物
の
組
成
が
変
わ
っ
た

り
、
地
層
が
配
列
す
る
こ
と

（
二
）
中
央
部
北
海
道

中
央
部
北
海
道
に
お
け
る
中
期
グ
リ
ー
ン
タ
フ
期
の
活
動
は
、
主
に
北
見
周
辺
に
見

ら
れ
、
火
山
噴
出
物
を
ま
っ
た
く
含
ま
な
い
礫
岩
↓
砂
岩
↓
泥
岩
で
構
成
さ
れ
る
（
上

支
湧
別
層＝

滝
の
上
層
）。
こ
れ
の
堆
積
後
、
流
紋
岩
お
よ
び
安
山
岩
質
火
山
噴
出
物

を
主
体
と
す
る
活
動
が
あ
り
（
川
端
期
相
当
）、
そ
の
多
く
は
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
質
を

こ
う
む
蒙
っ
て
い
る
。
最
上
位
に
は
、
広
範
囲
に
熔
結
凝
灰
岩
が
分
布
し
て
い
る
。

中
新
世
中
〜
後
期
の
稚
内
期
に
は
、
硬
質
頁
岩
層
を
堆
積
さ
せ
一
部
で
は
安
山
岩
質

の
集
塊
岩
を
広
く
発
達
さ
せ
た
。
こ
の
地
域
の
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動
は
、
中
軸
帯
の
南

北
方
向
の
構
造
に
重
複
し
て
北
東－

南
西
方
向
（
千
島
弧
）
に
生
じ
る
断
裂
に
関
係
す

る
も
の
が
多
い
。

こ
の
地
域
に
お
け
る
後
期
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動
は
、
地
域
の
西
縁
か
ら
南
縁
に
わ
た

る
狭
い
地
域
に
分
布
す
る
中
期
の
平
坦
熔
岩
の
活
動
（
安
山
岩
質
火
砕
岩
類
を
伴
う
）

が
あ
り
、
酸
性
熔
結
凝
灰
岩
の
噴
出
も
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
末
期
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活

動
に
は
こ
れ
ら
の
南
側
で
展
開
し
た
熔
結
凝
灰
岩
類
の
噴
出
が
あ
り
、
こ
れ
を
基
盤
と

し
て
第
四
紀
火
山
群
が
活
動
し
た
。

（
三
）
東
部
北
海
道

東
部
北
海
道
で
は
、
知
床
半
島
〜
阿
寒
火
山
群
の
基
底
に
典
型
的
な
グ
リ
ー
ン
タ
フ

３６
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活
動
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。た
だ
し
、西
・
南
部
北
海
道
の
よ
う
に
グ
リ
ー

ン
タ
フ
の
全
期
間
に
わ
た
る
活
動
は
未
詳
で
、
訓
縫
期
と
八
雲
期
の
活
動
に
対
比
さ
れ

ち
ゅ
う
る
い
そ
う

こ
し
か
わ
そ
う

る
忠
類
層
と
越
川
層
を
見
る
だ
け
で
あ
る
。

忠
類
層
の
大
部
分
は
緑
色
化
し
た
安
山
岩
質
火
砕
岩
類
が
発
達
し
て
お
り
、
上
位
は

流
紋
岩
質
凝
灰
岩
層
で
構
成
さ
れ
る
。

越
川
層
は
、
硬
質
頁
岩
の
発
達
と
こ
れ
に
伴
わ
れ
る
安
山
岩
質
の
集
塊
岩
で
特
徴
づ

け
ら
れ
、
一
部
に
玄
武
岩
を
伴
う
。
東
部
北
海
道
に
お
け
る
後
期
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動

は
、
知
床
半
島
北
半
部
に
分
布
す
る
安
山
岩
質
集
塊
岩
の
活
動
で
あ
る
が
、
他
地
域
の

よ
う
な
平
坦
熔
岩
の
発
達
は
見
な
い
。

ま
た
、
末
期
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動
と
し
て
は
屈
斜
路
熔
結
凝
灰
岩
や
火
砕
流
が
あ

り
、
第
四
紀
の
後
期
に
は
知
床
半
島
か
ら
阿
寒
に
い
た
る
北
東－

南
西
方
向
の
火
山
列

が
活
動
し
た
。

プ
レ
ー
ト
論

地
球
は
表
面
の
地
殻
と
そ
の
下
の
マ
ン
ト
ル
、
そ
し
て
中
心
部
に
あ
る
核
の
三
つ
か

ら
出
来
て
い
る
（
地
圏
の
層
状
構
造
）。
地
殻
に
は
大
陸
地
殻
（
厚
さ
数
十
�
）
と
海

洋
地
殻
（
厚
さ
数
�
）
が
あ
る
。
プ
レ
ー
ト
説
に
よ
れ
ば
、
マ
ン
ト
ル
の
上
部
に
は
地

球
の
表
面
に
近
い
部
分
に
変
形
し
な
い
厚
さ
数
十
�
〜
数
百
�
の
層
（
リ
ソ
ス
フ
ェ

ア
）
が
あ
り
、
そ
の
下
に
マ
ン
ト
ル
の
中
で
わ
ず
か
に
部
分
融
解
し
て
力
学
的
に
弱
く

な
っ
た
部
分
（
ア
セ
ノ
ス
フ
ェ
ア
）
が
あ
る
。
リ
ソ
ス
フ
ェ
ア
は
い
く
つ
か
の
プ
レ
ー

ト（
板
岩
）に
分
か
れ
て
ア
セ
ノ
ス
フ
ェ
ア
の
上
を
相
対
的
に
動
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、

プ
レ
ー
ト
が
地
下
深
く
進
む
に
つ
れ
て
温
度
が
上
が
り
、
部
分
融
解
が
進
む
と
こ
ろ
が

プ
レ
ー
ト
の
底
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
お
互
い
に
引
き
離
さ
れ
る

よ
う
な
運
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
境
界
に
沿
っ
て
ア
セ
ノ
ス
フ
ェ
ア
が
入

り
込
ん
で
冷
え
固
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
リ
ソ
ス
フ
ェ
ア
が
作
ら
れ
、
既
存
の
プ

レ
ー
ト
に
そ
れ
が
付
け
加
わ
る
た
め
海
底
が
拡
大
し
て
い
く
。

大
陸
は
そ
れ
に
続
く
海
底
と
一
緒
に
な
っ
て
一
つ
の
プ
レ
ー
ト
を
作
っ
て
い
る
た

め
、
海
底
が
動
く
と
大
陸
も
動
く
。
地
球
上
に
は
こ
の
よ
う
な
プ
レ
ー
ト
が
八
つ
あ
っ

て
互
い
に
動
い
て
い
る
た
め
、
プ
レ
ー
ト
同
士
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
り
（
収
束
）
離
れ

た
り
（
発
散
）
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
（
大
陸
プ
レ
ー

ト
）
と
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
の
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
で
は
、
重
た
い
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
大

陸
プ
レ
ー
ト
の
下
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
（
サ
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
マ
ン
ト
ル
の
中
で
消
滅
す

る
。
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
プ
レ
ー
ト
の
衝
突
帯
に
は
海
溝
が
出
来
た
り
、
造
山
運
動
が

発
生
し
た
り
、
地
震
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
る
。
プ
レ
ー
ト
説
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ア
ル
プ
ス
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
な
ど
は
、
二
つ
の
大
陸
プ
レ
ー
ト
が
衝
突
し
て
出
来
た

と
い
わ
れ
る
。
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
と
き
に
、
海
洋
底
に
溜
ま
っ
て
い
た
物
質

が
は
ぎ
取
ら
れ
て
陸
側
へ
押
し
付
け
ら
れ
て
い
く
作
用
を
付
加
作
用
と
い
い
、
こ
れ
に

よ
っ
て
陸
側
斜
面
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
を
付
加
体
と
い
う
。
プ
レ
ー
ト
論
に
よ
る

と
中
央
部
北
海
道
の
大
部
分
の
地
層
は
付
加
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

二
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
離
れ
て
い
く
場
合
、
海
洋
中
で
は
海
嶺
が
出
来
（
例
え
ば
、
大

西
洋
中
央
海
嶺
）、
そ
れ
ら
が
プ
レ
ー
ト
の
境
界
で
す
れ
違
う
よ
う
に
動
く
と
き
に
は

巨
大
な
走
向
移
動
断
層
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
断
層
）
が
で
き
て
海
嶺
を
胴
切
り
に
す

る
。
こ
れ
の
陸
上
に
現
れ
た
も
の
が
、
例
え
ば
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
サ
ン
ア
ン
ド
レ
ア

デ
ス
断
層
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

大
洋
底
で
は
プ
レ
ー
ト
が
サ
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
し
て
マ
ン
ト
ル
中
に
没
す
る
が
、
大
陸

は
浮
力
が
あ
る
た
め
サ
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え（
仮
説
）を
プ
レ
ー

ト
レ
ク
ト
ニ
ク
ス
（
プ
レ
ー
ト
説
に
基
づ
く
構
造
運
動
論
）
と
呼
ん
で
い
る
。

プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
日
本
列
島
の
周
辺
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー

ト
・
北
米
プ
レ
ー
ト
・
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
か
ら
分
か
れ
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
四
つ
が
衝
突
し
て
お
り
、
北
海
道
は
こ
の
う
ち
の
三
つ
が
ぶ
つ
か

り
合
う
場
所
に
位
置
し
て
い
る
。
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
は
約
七
〇
〇
〇
万
年
前
に
沈
み
込
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み
を
開
始
し
、
大
陸
プ
レ
ー
ト
上
で
起
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
殻
運
動
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と
北
米
プ
レ
ー
ト
の
境
界
は
、
二
〇
〇
万
年

前
は
北
海
道
付
近
に
あ
っ
た
が
現
在
は
本
州
中
央
部
に
移
動
し
た
と
い
わ
れ
、
太
平
洋

プ
レ
ー
ト
は
五
〇
万
年
以
降
サ
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
を
増
し
て
い
る
と
さ
れ

る
。

岩
石
名

岩
石
と
は
地
球
の
表
層
部
を
構
成
し
て
い
る
物
質
の
総
称
で
、
鉱
物
の
集
合
で

出
来
て
い
る
。
岩
石
は
そ
の
鉱
物
の
組
み
合
わ
せ
と
出
来
方
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。
現
在
最
も
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
一
九
世
紀
に
ド
イ
ツ
のB
.

V
an
C
otta

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、
成
因
に
よ
っ
て
火
成
岩
、
堆
積
岩
お
よ

び
変
成
岩
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
超
塩
基
性
岩
が
あ
る
。
火
成
岩
は

ま
た
、
出
来
た
場
所
や
そ
の
深
さ
に
よ
っ
て
深
成
岩
、
半
深
成
岩
そ
れ
に
火
山
岩
に
区

分
さ
れ
、
更
に
そ
れ
ら
は
、
石
英
と
い
う
鉱
物
の
量
比
に
よ
っ
て
酸
性
、
中
性
、
塩
基

性
の
区
別
が
あ
る
。

本
項
に
出
現
す
る
岩
石
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

酸
性
深
成
岩：

花
崗
岩
・
ミ
グ
マ
タ
イ
ト
・
ト
ー
ナ
ル
岩

変
成
岩：

片
麻
岩
・
片
岩
・
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
・
粘
板
岩
・
圧
砕
岩
（
動
力
変
成
岩
）

塩
基
性
火
成
岩：

ハ
ン
レ
イ
岩

超
塩
基
性
岩：

蛇
紋
岩

火
山
岩：

ス
ピ
ラ
イ
ト
・
輝
緑
岩
・
�
岩
・
枕
状
熔
岩
・
安
山
岩
（
中
性
）・
玄
武
岩

（
塩
基
性
）

ガ
ラ
ス
質
火
山
岩：

軽
石
・
熔
結
凝
灰
岩
・
ス
コ
リ
ア

火
山
砕
屑
岩
（＝

堆
積
岩
）：

凝
灰
岩
・
緑
色
凝
灰
岩
（
グ
リ
ー
ン
タ
フ
）・
火
山
角
礫

岩
堆
積
岩：

砂
岩
・
泥
岩
・
頁
岩
・
礫
岩
・
硬
質
頁
岩
・
ワ
ッ
ケ
・
集
塊
岩

さ
ら
に
岩
石
に
は
含
ま
れ
る
特
長
的
な
鉱
物
の
名
前
を
つ
け
て
命
名
す
る
場
合
が
あ

る
。
例
え
ば
、
黒
雲
母
片
麻
岩
・
斜
長
石
斑
状
変
晶
片
麻
岩

ま
た
、
し
ば
し
ば
主
た
る
岩
石
名
に
形
容
詞
的
に
特
徴
を
付
し
て
呼
ぶ
場
合
が
あ

る
。
例
え
ば
、
泥
質
砂
岩
・
砂
質
泥
岩
・
ワ
ッ
ケ
質
砂
岩
・
凝
灰
質
砂
岩
・
安
山
岩
質

集
塊
岩
、（
い
ず
れ
も
下
が
主
た
る
岩
石
）
が
あ
る
。
ま
た
と
き
に
は
、
安
山
岩
質
火

砕
岩
（
ま
た
は
安
山
岩
質
火
山
砕
屑
岩
）
の
よ
う
に
安
山
岩
的
性
格
を
濃
く
も
っ
て
い

る
こ
と
を
強
調
す
る
場
合
や
酸
性
凝
灰
岩
の
よ
う
に
石
英
含
有
量
の
多
寡
（SiO

２

六
五

�
以
上
を
酸
性
、
五
二
�
以
下
を
塩
基
性
、
そ
の
間
を
中
性
、
四
四
�
以
下
を
超
塩
基

性
）
を
強
調
す
る
呼
び
か
た
も
あ
っ
て
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
煩
雑
で
あ
る
が
慣

れ
る
し
か
な
い
。

第
三
項

山
地
の
生
い
立
ち

地
形
は
地
質
構
造
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
こ
と
か
ら
地
質
構
造
区
分
の
大
分
け
に
し

た
が
っ
て
、
西
・
南
部
（
石
狩
低
地
〜
黒
松
内
低
地
帯
・
渡
島
半
島
）、
中
央
部
（
北

見
山
地
・
石
狩
山
地
・
日
高
山
脈
・
天
塩
山
地
・
夕
張
山
地
）、
東
部
（
主
と
し
て
白

糠
丘
陵
・
根
釧
台
地
）
の
三
つ
に
大
き
く
区
分
す
る
（
図
３－

５
）。

西
・
南
部
山
地

西
・
南
部
山
地
は
黒
松
内
低
地
帯
に
よ
っ
て
さ
ら
に
東
部
山
地
（
札
幌
の
南
西
部
に

位
置
す
る
火
山
性
台
地
を
主
体
と
す
る
地
域
）
と
南
部
の
渡
島
半
島
に
分
け
ら
れ
る
。

東
部
山
地
は
、
石
狩
低
地
帯
の
西
側
に
あ
っ
て
積
丹
半
島
、
ニ
セ
コ
火
山
群
、
支
笏－

洞
爺
火
山
山
地
を
含
む
。
こ
の
地
域
は
、
白
亜
紀
の
花
崗
岩
類
を
基
盤
と
し
て
新
第
三

紀
の
海
底
火
山
活
動
（
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
動
）
が
主
と
し
て
展
開
し
た
積
丹
半
島
地
域

と
そ
れ
ら
を
貫
い
て
形
成
さ
れ
た
新
第
三
紀
末
か
ら
第
四
紀
初
頭
の
平
坦
な
山
頂
を
示

す
後
志
火
山
性
台
地
、
さ
ら
に
鮮
新
世
末
か
ら
第
四
紀
更
新
世
末
期
に
か
か
る
火
山
性

山
地
（
成
層
火
山
と
熔
岩
円
頂
丘
の
発
達
す
る
ニ
セ
コ
火
山
群
、
カ
ル
デ
ラ
と
大
規
模

火
砕
流
の
発
生
を
見
る
支
笏－

洞
爺
火
山
群
）
で
構
成
さ
れ
る
。
支
笏
湖
を
取
り
巻
く

３８
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紋
別
山
・
モ
ラ
ッ
プ
山
・
タ
ッ
プ
コ
ッ
プ
山
な
ど
の
周
支
笏
湖
火
山
群
は
こ
の
時
期
の

火
山
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
山
地
で
あ
る
。
東
部
山
地
は
、
こ
れ
ら
の
火
山
性
山

地
の
間
を
縫
っ
て
火
砕
流
堆
積
物
に
よ
っ
て
広
範
囲
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。

黒
松
内
低
地
帯
は
、
東
部
山
地
と
渡
島
半
島
を
分
け
る
、
幅
二
〜
五
�
、
長
さ
三
〇

�
の
低
地
帯
で
、
こ
れ
は
渡
島
半
島
を
亀
田
半
島
と
分
け
る
低
地
帯
の
延
長
上
に
位
置

し
て
い
る
。
こ
の
低
地
帯
は
、
鮮
新
世
〜
前
期
更
新
世
に
黒
松
内
層
最
上
部
お
よ
び
瀬

棚
層
を
堆
積
さ
せ
た
幅
一
〇
〜
一
五
�
の
堆
積
盆
の
名
残
で
、
隆
起
傾
向
に
あ
る
低
地

帯
の
中
軸
部
が
河
川
に
よ
る
浸
食
を
受
け
た
結
果
形
成
さ
れ
た
一
種
の
活
構
造
帯
で
あ

る
（
小
疇
他
二
〇
〇
三
）。

成
層
火
山

熔
岩
流
と
火
山
砕
屑
物
の
互
層
か
ら
な
る
火
山
で
、
山
頂
火
口
か
ら
熔
岩
の

流
出
と
火
砕
物
質
の
放
出
が
交
互
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
積
み
重
な
っ
て
出
来
る
。
大

型
で
急
傾
斜
の
円
錐
形
火
山
の
ほ
と
ん
ど
が
成
層
火
山
（
富
士
山
、
羊
蹄
山
な
ど
）。

渡
島
半
島
は
、
い
く
つ
か
の
小
山
塊
と
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
河
成
平
野
、
海
岸
平
野
か

ら
な
る
。
山
地
部
は
東
北
日
本
内
帯
に
連
続
す
る
中
・
古
生
代
層
お
よ
び
白
亜
紀
花
崗

岩
類
を
基
盤
と
し
新
第
三
紀
の
堆
積
岩
類
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
取
り
囲
む
よ

う
に
第
四
紀
の
火
山
（
狩
場
山
・
濁
川
カ
ル
デ
ラ
・
駒
ケ
岳
・
横
津
岳
・
恵
山
）
が
半

島
の
縁
辺
部
に
配
置
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
半
島
周
辺
の
海
岸
に
は
海
成
段
丘
群
の
発

達
が
良
好
で
第
四
紀
後
期
の
隆
起
運
動
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

中
央
部
山
地

中
央
部
北
海
道
は
主
と
し
て
山
地
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、
構
成
す
る
地
層
は
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
変
化
に
富
み
、
高
度
も
北
海
道
最
高
峰
か
ら
低
平
な
盆
地
ま
で
含
ま

れ
る
。
大
局
的
に
み
る
と
こ
の
中
央
部
は
、
日
高
山
脈
を
中
心
に
し
て
東
側
と
北
側
に

は
十
勝
平
野
と
北
見
山
地
・
石
狩
山
地
（
瀬
川
一
九
七
四
）、
西
側
に
は
天
塩
山
地
と
夕

張
山
地
が
配
列
し
て
お
り
、
両
山
地
の
あ
い
だ
に
は
北
か
ら
頓
別
平
野
・
名
寄
盆
地
・

上
川
盆
地
そ
し
て
富
良
野
盆
地
が
断
続
す
る
中
央
凹
地
帯
が
あ
る
。

十
勝
平
野
は
南
北
一
〇
〇
�
、
東
西
五
〇
�
に
及
ぶ
日
本
第
二
位
の
平
野
で
あ
る
。

こ
の
平
野
は
大
部
分
が
段
丘
・
台
地
か
ら
な
り
、
東
は
幕
別
台
地
・
豊
頃
丘
陵
、
北
は

石
狩
山
地
、
西
は
日
高
山
脈
に
沿
っ
て
広
が
る
構
造
盆
地
で
更
新
世
か
ら
完
新
世
の
堆

積
物
は
お
お
よ
そ
四
〇
〇
〇
�
（
池
田
層
）
に
達
す
る
。

日
高
山
脈
は
、
襟
裳
岬
か
ら
狩
勝
峠
に
至
る
南
北
一
四
〇
�
、
東
西
三
〇
�
に
わ
た

る
山
脈
で
最
高
峰
は
幌
尻
岳
（
二
〇
五
二
�
）
で
あ
る
。
こ
れ
の
北
方
延
長
は
第
四
紀

火
山
に
隠
さ
れ
て
不
明
な
が
ら
併
走
す
る
神
居
古
潭
帯
の
北
方
へ
の
延
長
状
況
な
ど
か

て
ん
て
い

ら
サ
ハ
リ
ン
ま
で
点
綴
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
高
山
脈
の
地
形
は
、
主
稜
線
か

ら
西
方
に
向
か
っ
て
片
麻
岩
と
ミ
グ
マ
タ
イ
ト
↓
ハ
ン
レ
イ
岩
↓
非
変
成
日
高
累
層
群

↓
輝
緑
岩
↓
白
亜
系
堆
積
物
↓
ス
ピ
ラ
イ
ト
と
塩
基
性
凝
灰
岩
↓
蛇
紋
岩
↓
白
亜
系
堆

図３－５ 北海道の地形区分
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積
物
↓
古
第
三
系
が
分
布
す
る
地
質
の
配
列
に
し
た
が
っ
て
山
地
は
高
度
を
減
じ
て
い

る
。
一
方
主
山
稜
か
ら
東
に
向
か
う
と
、
ハ
ン
レ
イ
岩
↓
花
崗
岩
↓
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

↓
非
変
成
日
高
累
層
群
↓
新
第
三
系
の
順
に
配
列
し
て
お
り
、
東
西
ほ
ぼ
対
称
的
な
山

容
を
な
し
て
い
る
（
湊
他
一
九
六
五
〈
英
〉）。
な
お
、
各
地
質
帯
の
境
界
は
南
北
系
の
衝

上
断
層
で
画
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
後
に
東
西
系
の
断
層
で
転
位
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

北
見
山
地
は
標
高
数
百
�
〜
千
数
百
�
の
山
地
で
白
亜
紀
〜
古
第
三
紀
層
と
そ
れ
を

覆
う
新
第
三
紀
の
火
山
岩
か
ら
な
る
。
山
地
の
高
度
は
南
部
が
高
く
北
部
が
全
般
的
に

低
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
北
見
山
地
に
は
南
北
に
伸
び
る
稜
線
と
こ
れ
を
切
る
東
西

方
向
の
谷
（
断
層
谷
）
に
よ
っ
て
さ
ら
に
、
北
か
ら
ポ
ロ
ヌ
プ
リ
山
地
、
北
部
北
見
山

地
、
中
部
北
見
山
地
と
南
部
北
見
山
地
に
分
け
ら
れ
る
（
小
疇
他
前
出
）。
北
見
山
地
の

北
部
か
ら
中
部
の
新
第
三
紀
熔
岩
の
分
布
す
る
地
域
で
は
一
般
に
緩
や
か
で
穏
や
か
な

山
容
を
な
す
が
、
中
部
か
ら
南
部
の
白
亜
紀
層
が
直
接
露
出
す
る
地
域
で
は
急
峻
な
地

形
を
な
し
て
い
る
。

石
狩
山
地
は
、
北
海
道
で
最
高
点
の
旭
岳
を
擁
す
る
高
山
地
で
あ
る
。
地
域
内
の
低

地
は
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
万
年
前
に
噴
出
し
た
十
勝
火
砕
流
堆
積
物
（
噴
出
量
五
〇
〇
立

方
�
）
が
日
高
累
層
群
を
覆
っ
て
広
範
囲
に
広
が
る
台
地
を
形
成
し
、
そ
の
あ
と
一
二

〇
万
年
前
頃
の
ニ
セ
イ
カ
ウ
シ
ュ
ッ
ペ
、
五
八
万
年
前
頃
の
軍
艦
山
、
四
〇
万
年
前
頃

き

と
う
し

の
ニ
ペ
ソ
ツ
、
三
〇
〇
万
年
よ
り
前
の
喜
登
牛
火
山
な
ど
の
安
山
岩
質
成
層
火
山
が
活

動
し
、
さ
ら
に
更
新
世
後
期
（
数
万
年
前
）
の
然
別
火
山
群
、
更
新
世
末
〜
完
新
世
に

か
か
る
大
雪
・
十
勝
火
山
群
な
ど
の
火
山
噴
出
物
あ
る
い
は
火
山
体
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
地
域
で
ほ
ぼ
北
海
道
の
中
心
部
に
位
置
し
て
い
る
。

せ
き

天
塩
山
地
は
、
南
北
一
五
〇
�
、
東
西
幅
最
大
六
五
�
の
山
地
で
北
海
道
北
部
の
脊

り
ょ
う
梁
を
な
し
て
い
る
。
稜
線
高
度
は
八
〇
〇
�
前
後
で
、
北
に
向
か
っ
て
低
く
な
り
標
高

三
〇
〇
�
前
後
で
宗
谷
丘
陵
に
漸
移
す
る
。
山
地
は
南
部
で
石
狩
川
、
北
部
で
天
塩
川

に
分
断
さ
れ
る
が
、
南
北
に
伸
長
す
る
地
質
構
造
を
反
映
し
て
南
北
方
向
の
稜
線
の
伸

び
と
水
系
が
卓
越
し
て
い
る
。
山
地
中
央
部
付
近
に
は
中
生
代
層
と
神
居
古
潭
変
成
岩

類
お
よ
び
蛇
紋
岩
類
が
分
布
し
、
西
方
に
向
か
っ
て
新
第
三
系
に
移
り
変
わ
っ
て
い

る
。
こ
の
地
質
構
造
を
反
映
し
て
主
稜
線
か
ら
日
本
海
側
に
向
か
っ
て
徐
々
に
高
度
を

減
じ
る
が
、
海
岸
に
至
る
あ
い
だ
に
東
西
幅
三
〇
�
に
及
ぶ
中
・
低
山
地
〜
サ
ロ
ベ
ツ

原
野
な
ど
の
低
湿
地
が
形
成
さ
れ
る
。
天
塩
山
地
に
は
士
別
、
名
寄
、
美
深
、
幌
加
内
、

政
和
、
朱
鞠
内
湖
周
辺
な
ど
に
山
間
盆
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

中
央
凹
地
は
、
天
塩
山
地
と
こ
れ
の
南
延
長
と
見
ら
れ
る
幌
内
山
地
お
よ
び
北
見
山

地
に
挟
ま
れ
た
北
か
ら
歌
登
盆
地
、
小
頓
別
盆
地
、
名
寄
盆
地（
東
西
一
〇
〜
二
五
�
、

南
北
五
〇
�
）、
剣
淵
盆
地
（
東
西
五
〜
八
�
、
南
北
二
〇
�
）、
上
川
盆
地
、
富
良
野

盆
地
な
ど
に
よ
る
一
連
の
低
地
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
上
川
・
富
良
野
盆
地
が
前
期
更

新
世
以
降
に
形
成
さ
れ
た
の
に
対
し
、
こ
れ
よ
り
北
部
の
盆
地
は
中
〜
後
期
中
新
世
に

形
成
さ
れ
た
い
ず
れ
も
構
造
盆
地
で
あ
る
（
岡
一
九
八
六
）。

夕
張
山
地
は
主
稜
線
（
最
高
峰
芦
別
岳

一
七
二
六
�
）
が
東
側
に
偏
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
山
地
は
西
に
向
か
っ
て
順
次
高
度
を
下
げ
て
石
狩
平
野
の
東
端
部
で
標
高
数

十
�
に
な
る
著
し
い
非
対
称
的
な
山
地
で
あ
る
。
主
稜
線
の
富
良
野
盆
地
側
は
急
斜
面

け
い
ど
う

ち

か
い

と
な
っ
て
北
側
に
落
ち
込
ん
で
お
り
、
山
地
全
体
と
し
て
は
一
種
の
傾
動
地
塊
で
あ

る
。
山
地
は
ゆ
る
く
西
に
傾
い
て
い
る
こ
と
か
ら
西
に
流
れ
る
河
川
は
比
較
的
緩
や
か

で
穏
や
か
で
あ
る
が
、
東
側
へ
流
れ
る
河
川
の
上
流
部
は
河
床
勾
配
の
急
な
渓
谷
を
な

し
て
い
る
（
小
疇
他
前
出
）。

構
造
盆
地

構
造
運
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
盆
地
。
褶
曲
の
向
斜
部
、
地
溝
な
ど
の
低

所
に
出
来
た
盆
地
で
周
囲
は
盆
地
側
へ
傾
く
褶
曲
層
や
断
層
崖
な
ど
の
複
合
し
た
斜
面

か
ら
成
る
。

傾
動
地
塊

断
層
に
沿
う
回
転
運
動
に
よ
っ
て
一
方
に
傾
い
た
地
塊
。
地
形
的
に
は
一
方

に
急
な
断
層
崖
を
持
ち
、
他
方
に
緩
や
か
な
長
い
斜
面
を
持
っ
て
い
る
。

主
稜
線
付
近
は
神
居
古
潭
変
成
岩
類
（
蛇
紋
岩
を
含
む
）
を
挟
ん
で
空
知
層
群
で
構

４０
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は
こ
ぶ
ち

成
さ
れ
、
西
方
に
向
か
っ
て
白
亜
紀
の
エ
ゾ
層
群
、
函
淵
層
群
、
古
第
三
系
石
狩
層
群
・

幌
内
層
群
そ
し
て
新
第
三
系
の
地
層
が
分
布
す
る
。

夕
張
山
地
西
端
部
は
石
狩
平
野
（
長
沼
低
地
）、
安
平－

早
来
低
地
に
接
す
る
新
第

三
系
の
滝
の
上
層
、
川
端
層
堆
積
物
に
よ
る
丘
陵
・
低
山
地
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
最

西
端
部
に
は
馬
追
丘
陵
が
あ
る
。

馬
追
丘
陵
は
、
南
北
五
〇
�
、
東
西
約
一
〇
�
の
平
均
標
高
一
〇
〇
�
未
満
の
丘
陵

（
最
高
点
二
七
五
�
）
で
あ
る
。
地
質
構
造
的
に
は
中
新
世
下
部
ま
で
の
地
層
が
東
傾

斜
の
逆
断
層
を
伴
っ
た
複
背
斜
構
造
を
な
し
て
南
北
に
伸
長
し
て
い
る
。

馬
追
丘
陵
の
西
縁
部
に
は
三
面
の
海
成
段
丘
面
が
あ
り
、
最
も
低
い
段
丘
面
（
ア
イ

て
い
せ
ん

ソ
ト
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
五
）
の
旧
汀
線
高
度
は
岩
見
沢
付
近
の
三
〇
�
か
ら
、
千
歳
市
東

方
で
は
四
五
�
に
な
る
。
馬
追
丘
陵
南
部
で
は
さ
ら
に
高
い
汀
線
高
度
を
示
す
断
片
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
三
〇
〜
四
〇
万
年
間
、
馬
追
丘
陵
は
ほ
ぼ
等
速
で

隆
起
し
て
お
り
、
反
対
に
石
狩
低
地
南
部
は
沈
降
し
続
け
て
い
る
（
小
池
・
町
田
二
〇

〇
一
）。

ふ
ゆ
う
せ
い
ゆ
う
こ
う
ち
ゅ
う

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
・
ス
テ
ー
ジ

深
海
底
コ
ア
か
ら
採
取
さ
れ
た
浮
遊
性
有
孔
虫
の
炭
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
中
の
酸
素
同
位
体
組
成
の
分
析
か
ら
求
め
ら
れ
た
海
洋
酸
素
同
位
体
ス
テ
ー

ジ
の
こ
と
で
、
間
氷
期
を
奇
数
（
現
在
を
一
と
す
る
）、
氷
期
を
偶
数
で
表
す
。
現
在
、

二
七
五
万
年
ま
で
の
一
〇
六
番
ま
で
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

東
部
山
地

東
部
は
、
白
糠
丘
陵
、
知
床－

屈
斜
路－

阿
寒
火
山
群
さ
ら
に
こ
の
火
山
帯
を
境
に

し
て
北
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
低
地
（
又
は
海
岸
平
野
）
お
よ
び
南
の
根
釧
台
地
の
大
き
く
四

つ
に
区
分
さ
れ
る
。

お
さ
る

し

白
糠
丘
陵
は
、
鮮
新
世
〜
更
新
世
（
十
勝
層
群
）
の
地
層
か
ら
な
る
西
部
の
長
流
枝

な
い内
丘
陵
と
幕
別
台
地
、
中
新
世
か
ら
鮮
新
世
の
地
層
か
ら
な
る
豊
頃
丘
陵
お
よ
び
白
亜

紀
後
期
〜
新
第
三
紀
に
か
か
る
堆
積
岩
か
ら
な
る
白
糠
丘
陵
主
部
で
構
成
さ
れ
る
。
白

糠
丘
陵
主
部
は
標
高
三
〇
〇
�
〜
五
〇
〇
�
の
丘
陵
中
央
部
か
ら
東
部
、
二
〇
〇
�
〜

四
〇
〇
�
の
南
東
部
そ
し
て
標
高
二
〇
〇
�
以
下
の
南
端
部
で
構
成
さ
れ
る
。
白
糠
丘

陵
主
部
は
断
層
と
褶
曲
に
よ
っ
て
強
く
変
形
さ
れ
て
お
り
標
高
の
わ
り
に
急
峻
な
斜
面

ち
ぼ
う

と
細
か
な
山
ひ
だ
か
ら
な
る
地
貌
を
示
し
て
い
る
。

根
釧
台
地
は
さ
ら
に
鶴
居
丘
陵
・
狭
義
の
根
釧
台
地
・
釧
路
湿
原（
又
は
沖
積
平
野
）

に
区
分
さ
れ
る
。
鶴
居
丘
陵
は
、
釧
路
湿
原
の
北
部
に
広
が
る
比
高
一
〇
〇
�
〜
二
〇

〇
�
の
丘
陵
地
帯
で
主
と
し
て
阿
寒
火
山
噴
出
物
、
そ
の
二
次
堆
積
物
と
屈
斜
路
火
山

噴
出
物
で
構
成
さ
れ
る
。

釧
路
湿
原
は
縄
文
海
進
以
降
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
東
西
一
五
�
、
南
北
三
五
�
の

広
が
り
を
持
つ
国
内
最
大
の
湿
原
で
あ
る
。

狭
義
の
根
釧
台
地
は
釧
路
か
ら
根
室
半
島
に
か
け
て
、
白
亜
紀
後
期
〜
古
第
三
紀
の

地
層
が
海
岸
沿
い
に
背
斜
構
造
を
と
り
な
が
ら
続
き
、
内
陸
側
に
は
更
新
世
〜
完
新
世

の
堆
積
物
と
火
山
噴
出
物
で
構
成
さ
れ
る
。
根
釧
台
地
は
、
標
高
一
〇
〇
�
前
後
で
凹

凸
を
繰
り
返
し
な
が
ら
東
方
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
高
度
を
減
じ
て
い
る
。

知
床－

屈
斜
路－

阿
寒
火
山
群
は
根
釧
台
地
と
鶴
居
丘
陵
の
北
部
に
あ
っ
て
、
北
東

－

南
西
方
向
に
一
四
〇
�
延
長
す
る
火
山
列
で
あ
る
（
千
島
火
山
帯
）。
知
床
半
島
は

全
長
六
五
�
、
新
第
三
紀
層
を
基
盤
と
し
て
第
四
紀
に
活
動
し
て
い
る
火
山
帯
で
、
半

お
ん
ね
べ
つ

う
な

島
中
央
部
の
背
斜
軸
部
に
知
床
五
山
（
知
床
岳
、
硫
黄
山
、
羅
臼
岳
、
遠
音
別
岳
、
海

べ
つ

え

と
ん
び

別
岳
）
が
連
続
し
て
い
る
。
さ
ら
に
半
島
基
部
か
ら
南
西
に
斜
里
岳
、
江
蔦
火
山
、

が
ん
こ
う

屈
斜
路
火
山
、
阿
寒
火
山
群
が
連
続
し
て
お
り
こ
れ
と
雁
行
し
て
武
佐
岳
・
摩
周
火
山

が
あ
る
。

知
床－
阿
寒
火
山
群
は
延
長
五
〇
�
、
幅
一
二
�
の
火
山
列
を
な
し
、
摩
周
火
山
も

含
め
て
カ
ル
デ
ラ
湖
を
形
成
す
る
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
平
野
（
又
は
斜
里
・
網
走
低
地
）
は
、
能
取
岬
と
知
床
半
島
基
部

の
隆
起
帯
に
挟
ま
れ
た
低
地
帯
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
の
小
清
水
台
地
・
斜
里
岳
、
東
の

第３章 千歳の生い立ち

４１

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／新千歳市史／第１編（Ｐ００１～１４４）／第１編　第３章  2010.02.13 10.40.08  Page 41 



海
別
岳
の
火
砕
流
に
覆
わ
れ
た
山
麓
扇
状
地
や
段
丘
な
ど
に
囲
ま
れ
た
平
野

で
あ
る
。
斜
里
平
野
の
海
岸
沿
い
に
は
二
列
の
砂
丘
が
あ
る
。
な
お
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
岸
沿
い
に
は
北
の
ク
ッ
チ
ャ
ロ
湖
か
ら
始
ま
っ
て
サ
ロ
マ
湖
、
能
取

と
う
つ
り
と
ー

湖
、
網
走
湖
そ
し
て
藻
琴
湖
、
涛
沸
湖
や
涛
釣
沼
な
ど
多
く
の
海
跡
湖
が
あ

る
。

第
四
項

海
底
地
形

北
海
道
は
周
囲
を
海
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
陸
地
の
様
子
は
こ
れ
ま
で

に
概
略
を
述
べ
た
が
海
の
な
か
特
に
、
石
狩
湾
周
辺
の
海
底
地
形
に
つ
い
て

次
に
若
干
述
べ
る
（
図
３－

６
）。

東
北
地
方
か
ら
北
海
道
の
日
本
海
側
の
海
底
地
形
は
複
雑
な
様
相
を
示
し

て
い
る
。
岩
内
南
方
の
弁
慶
岬
か
ら
北
北
西
方
向
に
寿
都
海
底
谷
（
長
さ
五

〇
�
）
が
あ
り
、
こ
れ
よ
り
西
側
は
マ
イ
ナ
ス
一
五
〇
〇
�
よ
り
深
く
、
海

底
谷
の
東
側
に
は
高
さ
マ
イ
ナ
ス
三
〇
〇
�
〜
マ
イ
ナ
ス
八
〇
〇
�
の
海
丘

群
と
マ
イ
ナ
ス
三
〇
〇
�
〜
マ
イ
ナ
ス
四
〇
〇
�
の
神
居
海
嶺
に
挟
ま
れ
て

神
居
舟
状
海
盆
（
マ
イ
ナ
ス
一
五
〇
〇
�
〜
マ
イ
ナ
ス
一
〇
〇
〇
�
）
が
あ

る
。
神
居
海
嶺
の
東
側
に
は
マ
イ
ナ
ス
六
〇
〇
�
〜
マ
イ
ナ
ス
八
〇
〇
�
の

深
度
で
東
西
四
〇
�
、
南
北
七
〇
�
の
広
が
り
を
持
つ
方
形
〜
楕
円
形
の
石

狩
海
盆
が
あ
る
。
石
狩
海
盆
の
南
側
は
や
や
急
な
傾
斜
を
な
す
が
北
に
向

た
い

か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
、
北
方
の
武
蔵
堆
に
続
い
て
い
る
。
積
丹
半
島

は
北
西
方
向
に
二
〇
�
ほ
ど
延
び
（
神
居
海
脚
）、
そ
こ
か
ら
北
方
の
神
居
海
嶺
に
連

続
す
る
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
石
狩
海
盆
は
積
丹
半
島
の
先
端
、
大
陸
棚
縁
辺
部
の
急

崖
以
北
が
陥
没
し
た
よ
う
な
形
状
を
な
し
て
い
る
。
石
狩
海
盆
の
東
側
に
は
、
雄
冬
岬

か
ら
天
売
島
を
結
ぶ
線
に
沿
っ
て
や
は
り
大
陸
棚
の
外
側
に
石
狩
海
盆
よ
り
も
浅
い
深

度
の
天
売
舟
状
海
盆
（
南
北
八
〇
�
、
東
西
二
〇
�
、
深
度
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
�
〜
マ

イ
ナ
ス
三
〇
〇
�
）
が
あ
る
。

海
底
谷

海
底
に
あ
る
陸
上
の
谷
地
形
に
似
た
細
長
い
凹
地
。
一
般
に
急
な
谷
壁
を
有

し
、
時
に
急
な
崖
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

海
丘

ま
わ
り
の
海
底
か
ら
の
比
高
が
一
〇
〇
〇
�
未
満
の
海
面
下
の
隆
起
部
で
、
頂
部

が
あ
ま
り
広
く
な
い
も
の
。

図３－６ 石狩・積丹沖の海底地形図（海上保安庁水路部１９８０）
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海
嶺

急
斜
し
た
起
伏
の
大
き
い
深
海
底
の
隆
起
部
で
海
底
の
山
脈
。
一
般
に
陸
上
の
山

脈
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
。

海
脚

海
嶺
の
側
面
で
外
に
突
き
出
し
て
い
る
小
規
模
な
隆
起
部
。

舟
状
海
盆

細
長
く
て
両
側
を
比
較
的
緩
や
か
な
斜
面
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
比
較
的
幅

の
広
い
深
海
底
の
凹
地
。

堆

比
較
的
浅
い
多
少
平
坦
な
頂
を
有
す
る
海
底
の
隆
起
部
。
成
因
に
は
火
山
性
の
も
の

（
火
山
島
）、
構
造
性
の
も
の
（
傾
動
地
塊
な
ど
）
お
よ
び
さ
ん
ご
礁
に
よ
る
も
の
が
あ

る
。
一
般
に
好
漁
場
に
な
る
。

第
二
節

千
歳
周
辺
の
地
形
と
地
質

千
歳
は
、
東
は
馬
追
丘
陵
か
ら
西
は
支
笏
湖
西
方
の
フ
レ
岳
周
辺
の
山
地
に
至
る
東

西
五
七
・
二
�
、南
北
三
〇
・
四
�
、面
積
五
九
四
・
九
五
平
方
�
の
拡
が
り
を
持
つ
。

市
域
の
大
部
分
は
丘
陵
〜
低
山
地
で
、
市
街
地
は
駒
里
台
地
の
北
縁
に
位
置
す
る
。
構

成
す
る
地
質
は
新
第
三
系
中
新
統
を
基
盤
と
し
て
第
四
紀
の
火
山
噴
出
物
が
そ
の
表
面

を
覆
っ
て
い
る
。
以
下
、
千
歳
市
域
の
地
質
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
新
第
三
紀
と
い
う
時
代
は
日
高
造
山
運
動
の
終

末
期
の
地
殻
変
動
が
活
発
に
展
開
し
た
時
代
で
、
千
歳
市
域
も
そ
の
運
動
を
激
し
く
受

け
た
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。

第
一
項

新
第
三
紀
（
中
〜
鮮
新
世
）
の
地
質

新
第
三
紀
の
地
殻
変
動

日
高
山
脈
は
白
亜
紀
に
上
昇
を
始
め
る
と
同
時
に
大
量
の
堆
積
物
を
山
脈
の
西
方
に

堆
積
し
た
。
山
脈
の
上
昇
が
も
っ
と
も
活
発
に
な
っ
た
の
は
第
三
紀
で
、
同
時
に
東
か

ら
西
へ
の
圧
力
に
よ
っ
て
夕
張
周
辺
に
は
衝
上
断
層
に
伴
う
ナ
ッ
ペ
や
ク
リ
ッ
ペ
な
ど

の
根
無
し
岩
塊
が
形
成
さ
れ
、
古
第
三
紀
層
は
過
褶
曲
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
新
第
三

紀
に
も
引
き
継
が
れ
て
南
北
に
長
く
延
び
る
新
第
三
系
褶
曲
帯
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の

状
況
は
馬
追
丘
陵
周
辺
で
よ
く
み
ら
れ
る
。

千
歳
か
ら
東
の
川
端
に
か
け
て
馬
追
丘
陵－

由
仁
・
安
平
低
地－

新
第
三
系
褶
曲
帯

－
夕
張
炭
田
（
夕
張
山
地
）
と
低
山
か
ら
中
程
度
の
高
さ
の
山
地
に
移
る
こ
の
東
西
二

〇
�
弱
の
あ
い
だ
に
、
西
か
ら
剣
淵
断
層
↓
西
馬
追
背
斜
↓
馬
追
向
斜
↓
馬
追
衝
上
断

層
↓
馬
追
背
斜
↓
由
仁
衝
上
断
層
↓
角
田
・
追
分
向
斜
↓
角
田
・
由
仁
背
斜
↓
角
田
・

本
安
平
衝
上
断
層
↓
築
別
向
斜
↓
築
別
衝
上
断
層
が
あ
る
（
図
３－

７
）。
こ
の
間
の

例
え
ば
築
別
向
斜
東
翼
部
で
三
七
〇
〇
�
の
層
厚
を
も
つ
川
端
層
は
、
本
安
平
衝
上
部
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で
は
一
五
〇
〇
�
に
、
角
田
・
由
仁
背
斜
で
は
一
〇
〇
〇
�
以
下
に
、
そ
し
て
馬
追
背

斜
東
翼
で
は
四
〇
〇
�
以
下
に
な
っ
て
い
て
、
東
西
わ
ず
か
二
〇
�
の
あ
い
だ
で
約
一

〇
分
の
一
に
ま
で
地
層
が
薄
化
す
る
急
激
な
変
化
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
馬
追
丘

陵
付
近
は
新
第
三
紀
を
通
じ
て
構
造
的
に
特
異
な
上
昇
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
、
川
端
層

を
堆
積
さ
せ
た
半
深
海
〜
浅
海
の
堆
積
盆
地
が
、
新
第
三
紀
を
通
じ
て
頻
繁
に
消
長
す

る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
、
幅
二
〇
�
の
狭
い
地
帯
に
褶
曲
構
造
や
衝
上
断
層
が
集
中
し

て
お
り
、
地
質
構
造
的
に
は
古
第
三
紀
末
か
ら
新
第
三
紀
を
通
じ
て
安
山
岩
質
火
山
活

動
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
三
谷
一
九
七
八
）。
こ
の
よ
う

な
地
帯
は
、
非
造
山
体
の
縁
辺
部
に
形
成
さ
れ
た
構
造
帯
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
こ
れ
は
北
海
道
を
ほ
ぼ
南
北
に
縦
断
す
る
よ
う
に
稚
内
か
ら
静
内
に
か
け
て
連
続

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

千
歳
鉱
山

石
狩
低
地
帯
の
東
側
で
褶
曲
運
動
が
起
き
て
い
る
こ
ろ
西
側
の
グ
リ
ー
ン
タ
フ
地
域

で
は
鉱
化
作
用
が
展
開
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
そ
の
母
体
が
出
来
た
の
が
千
歳
鉱
山

で
あ
る
。

千
歳
鉱
山
は
支
笏
湖
に
注
ぐ
美
笛
川
の
河
口
か
ら
約
七
�
上
流
に
位
置
す
る
。

鉱
山
周
辺
を
構
成
す
る
中
期
中
新
世
の
千
歳
層
群
は
、
下
部
の
美
笛
川
層
（
プ
ロ
ピ

ラ
イ
ト
質
熔
岩
主
体
で
緑
色
凝
灰
岩
を
挟
む
）
と
鳴
尾
層
（
集
塊
岩
質
熔
岩
・
石
英
安

山
岩
熔
岩
）
か
ら
な
る
。
鉱
床
母
岩
は
美
笛
川
層
で
、
こ
れ
を
第
四
紀
の
火
山
噴
出
物

が
不
整
合
に
覆
っ
て
い
る
。

へ
ん
き
ゅ
う

プ
ロ
ピ
ラ
イ
ト

変
質
し
て
緑
泥
石
や
緑
簾
石
を
含
む
濃
緑
色
の
安
山
岩
の
こ
と
で
変
朽

安
山
岩
と
呼
ば
れ
た
。

し
ゅ
う
か
い
が
ん
そ
う

鳴
尾
層

下
位
の
ニ
ナ
ル
シ
ュ
ト
マ
ナ
イ
川
集
塊
岩
層
（
美
笛
川
下
流
域
や
オ
コ
タ
ン

ペ
川
の
西
側
地
域
）
と
上
位
の
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
熔
岩
（
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
の
北
部
）
の
二

つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

は
い
た
い

鉱
床
は
プ
ロ
ピ
ラ
イ
ト
、
緑
色
凝
灰
岩
中
に
胚
胎
す
る
含
金
銀
石
英
脈
で
、
舞
鶴
鉱

床
な
ど
七
つ
の
主
要
鉱
床
に
区
分
さ
れ
る
。
開
発
初
期
は
舞
鶴
鉱
床
で
採
掘
さ
れ
、
後

に
福
神
沢
鉱
床
、
次
い
で
フ
レ
ナ
イ
鉱
床
が
稼
行
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
多
量
の
硫
化
鉱

物
を
伴
う
。

鉱
脈
は
地
質
構
造
と
密
接
に
関
連
し
て
多
く
は
北
東
ま
た
は
北
西
方
向
に
伸
長
し
北

ま
た
は
南
側
に
急
傾
斜
し
て
い
る
。
代
表
的
な
福
神
沢
鉱
床
を
例
に
と
る
と
、
上
部
でひ

は
一
〇
〜
一
五
の
平
行
脈
が
最
下
部
で
は
一
本
の
鉱
脈
と
な
る
。
主
脈
の
大
黒
三
号
�

の
走
向
延
長
は
七
〇
〇
�
、
傾
斜
延
長
四
六
〇
�
、
平
均
脈
幅
〇
・
八
�
、
平
均
品
位

は
金
が
一
三
g/t
、
銀
は
一
〇
五
g/t
で
主
脈
の
走
向
傾
斜
は
北
八
〇
度
東
、
八
〇
度
北
傾

斜
で
あ
る
。

ぎ
ん
ぐ
ろ

鉱
脈
中
に
は
縞
状
構
造
が
発
達
し
、
銀
黒
を
伴
い
、
銀
黒
の
一
部
は
特
に
自
然
金
に

図３－７ 馬追丘陵付近の地質構造図（三谷１９７８、一部改変）
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富
ん
で
い
る
。
鉱
脈
の
上
部
か
ら
下
部
ま
で
富
鉱
部
は
変
化
な
く
連
続
し
、
自
然
金
の

お
う
ど
う
こ
う

濃
集
は
黄
銅
鉱
の
濃
集
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
鉱
脈
が
形
成
し
た
時
期
（
Ｋ－

Ar

年
代
）
に
つ
い
て
は
、
四
七
〇
〇
万
年
（
氷
長
石
）
と
三
六
〇
〇
万
年
（
絹
雲
母
）
の

値
が
得
ら
れ
て
い
る
。
鉱
石
中
に
お
け
る
金
対
銀
の
含
有
比
は
普
通
一
対
一
〇
で
あ

る
。鉱

脈
の
生
成
温
度
を
み
る
と
、
下
位
は
二
九
〇
℃
〜
三
一
〇
℃
（
塩
分
濃
度
、
一
・

二
〜
一
・
六
�
）
で
あ
る
が
、
上
部
に
向
っ
て
温
度
は
低
下
し
中
位
で
は
二
三
〇
℃
〜

二
五
〇
℃
（
塩
分
濃
度
〇
・
八
〜
一
・
一
�
）、
そ
し
て
最
上
部
で
は
二
〇
〇
℃
〜
二

三
〇
℃
（
塩
分
濃
度
〇
〜
〇
・
七
�
）
と
変
化
し
て
お
り
、
上
下
で
約
八
〇
℃
の
温
度

差
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
熱
水
が
地
下
水
と
混
合
し
て
温
度
・
塩
分
濃
度
と
も
に

低
下
し
て
金
が
沈
殿
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
（
番
場
一
九
九
〇
）。

き
ぎ
ん

ぜ
い
あ
ん

の
う
こ
う

た
ん

主
な
鉱
石
に
は
、
自
然
金
・
輝
銀
鉱
・
ポ
リ
バ
ス
鉱
・
脆
安
銀
鉱
・
濃
紅
銀
鉱
・
淡

こ
う

き
あ
ん

お
う
ど
う

せ
ん
あ
え
ん

ほ
う
え
ん

し
め
ん
ど
う

紅
銀
鉱
・
輝
安
銀
鉱
・
黄
銅
鉱
・
閃
亜
鉛
鉱
・
方
鉛
鉱
・
輝
安
鉱
・
黄
鉄
鉱
・
四
面
銅

こ
お
り
ち
ょ
う
せ
き

鉱
・
ヘ
ッ
ス
鉱
・
石
英
・
氷

長
石
が
あ
る
。

Ｋ－

Ar
年
代

カ
リ
ウ
ム
（
４０K
）
が
ア
ル
ゴ
ン
（

４０Ar
）
に
放
射
壊
変
す
る
こ
と
を
利
用
し

て
岩
石
・
鉱
物
の
年
代
を
測
定
す
る
方
法
。
カ
リ
ウ
ム
は
地
殻
の
主
要
元
素
で
測
定
で

き
る
範
囲
が
広
く
、
ア
ル
ゴ
ン
は
不
活
性
ガ
ス
で
微
量
で
も
測
定
が
可
能
な
こ
と
か
ら

広
く
利
用
さ
れ
る
。
通
常
一
〇
万
年
よ
り
古
い
年
代
の
測
定
が
出
来
る
。

第
二
項

支
笏
湖
周
辺
の
地
質

概
要支

笏
湖
は
、
千
歳
市
街
の
西
方
二
五
�
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
湖
の
東
側
に
は
一
対
の

シ
ュ
モ
ン
モ
ラ
ッ
プ
山
（
四
七
七
�
）
と
モ
ラ
ッ
プ
山
（
五
〇
七
�
）
が
あ
り
、
湖
水

の
出
口
を
挟
ん
で
紋
別
岳
（
八
六
六
�
）
が
あ
る
。
湖
の
北
側
に
は
恵
庭
岳
（
一
三
二

ふ
っ
ぷ

し

〇
�
）、
南
側
に
は
風
不
死
岳
（
一
一
〇
三
�
）、
樽
前
山
（
一
〇
三
八
�
）
と
タ
ッ
プ

に
な
る

コ
ッ
プ
山
（
六
六
一
�
）
が
あ
り
、
西
側
に
は
急
な
崖
を
つ
く
る
丹
鳴
岳
（
一
〇
四
〇

�
）
が
あ
っ
て
、
支
笏
湖
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
稜
線
を
辿
る
と
ほ
ぼ
円
形

を
し
た
外
輪
山
（
直
径
約
一
四
�
）
の
姿
が
現
れ
る
。
恵
庭
岳
の
西
側
に
は
支
笏
湖
の

湖
面
か
ら
三
七
〇
�
高
い
位
置
に
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
（
水
面
標
高
六
二
〇
�
）
が
あ
る
。

支
笏
湖
の
湖
畔
、
ポ
ロ
ピ
ナ
イ（
幌
美
内
）、
オ
コ
タ
ン（
奥
潭
）、
ピ
プ
イ（
美
笛
）、

モ
ラ
ッ
プ
の
各
所
に
は
小
規
模
な
砂
地
（
浜
）
が
あ
る
。
風
不
死
岳
の
北
側
斜
面
は
緩

や
か
に
湖
に
没
し
、
北
側
に
あ
る
恵
庭
岳
の
裾
は
直
接
水
中
に
没
し
て
お
り
、
湖
の
西

側
と
東
側
は
急
な
崖
で
湖
水
と
接
し
て
い
る
。

湖
盆
は
、
周
り
を
急
な
崖
に
取
り
囲
ま
れ
た
底
が
平
ら
な
、
全
体
と
し
て
は
深
い
な

べ
型
（
カ
ル
デ
ラ
）
の
立
体
形
状
を
し
て
い
る
。
支
笏
湖
底
は
締
ま
っ
た
火
山
灰
で
構

成
さ
れ
、
そ
の
表
面
は
砂
・
礫
で
覆
わ
れ
て
い
る
（
支
笏
湖
の
水
と
チ
ッ
プ
の
会
二
〇
〇

七
）。支

笏
湖
周
辺
の
地
質
層
序
を
図
３－

８
に
示
す
。
表
か
ら
、
周
辺
で
最
も
古
い
地
層

は
新
第
三
紀
中
新
世
の
漁
川
層
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

漁
川
層

下
か
ら
、
金
山
沢
頁
岩
層
・
ラ
ル
マ
ナ
イ
川
凝
灰
岩
層
・
湯
の
沢
凝
灰
質
砂
岩

層
及
び
鞍
馬
越
変
朽
安
山
岩
層
で
構
成
さ
れ
る
。

新
第
三
紀
と
は
今
か
ら
約
二
三
〇
〇
万
年
前
頃
に
始
ま
っ
た
時
代
で
、
中
新
世
（
二

三
〇
〇
万
〜
五
二
〇
万
年
前
ま
で
）
と
鮮
新
世
（
五
二
〇
万
〜
一
六
〇
万
年
前
ま
で
）

の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

中
新
世
は
、
前
半
が
温
暖
湿
潤
な
時
期
で
、
海
水
面
が
上
昇
し
（＝

海
進
）
地
殻
変

動
の
激
し
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
後
半
は
、
乾
燥
の
傾
向
が
強
く
比
較
的
静
か
で
穏
や

か
な
時
代
で
、
哺
乳
動
物
の
分
化
が
進
ん
だ
時
代
で
あ
る
。

一
方
、
鮮
新
世
は
海
水
面
が
下
が
っ
た
時
代
（＝

海
退
、
寒
冷
気
候
）
で
、
哺
乳
類

の
分
化
、
大
型
化
、
特
殊
化
が
著
し
く
進
み
、
哺
乳
類
全
体
が
最
も
栄
え
た
時
期
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
人
類
は
ま
だ
出
現
し
て
い
な
い
。
地
殻
変
動
も
北
海
道
全
体
と
し
て
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み
る
と
比
較
的
静
か
な
時
代
で
あ
っ
た
。

漁
川
層
は
古
い
方
か
ら
頁
岩
、
凝
灰
岩
、
凝
灰
質
砂
岩
お
よ
び
プ
ロ
ピ
ラ
イ
ト
の
順

で
構
成
さ
れ
、
漁
川
の
上
流
部
、
支
笏
湖
盆
壁
の
北
部
と
南
部
に
部
分
的
に
顔
を
出
し

て
い
る
。

最
下
位
の
頁
岩
層
は
灰
黒
色
〜
黒
色
の
泥
質
頁
岩
で
で
き
て
お
り
、
上
部
は
、
凝
灰

質
砂
岩
の
薄
層
と
頻
繁
に
互
層
す
る
岩
相
に
な
っ
て
い
る
。
凝
灰
岩
層
は
主
と
し
て
灰

緑
色
を
呈
し
て
頁
岩
層
の
上
位
に
の
っ
て
い
る
地
層
で
、
頁
岩
層
か
ら
徐
々
に
移
り

変
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に
上
位
の
凝
灰
質
砂
岩
層
に
変
わ
っ
て
い
く
。
す
な
わ

か
ん
げ
き

ち
、
頁
岩
層
か
ら
凝
灰
質
砂
岩
層
ま
で
は
時
間
間
隙
が
な
く
、
地
層
が
連
続
し
て
堆
積

し
た
事
を
示
し
て
い
る
。
最
下
位
の
頁
岩
層
は
漁
川
の
河
岸
や
河
床
に
露
出
し
て
お

り
、
凝
灰
岩
層
は
主
と
し
て
漁
川
上
流
部
と
そ
の
支
流
に
分
布
し
て
い
る
。

凝
灰
質
砂
岩
層
は
漁
川
上
流
地
域
、
支
笏
湖
西
南
湖
岸
な
ど
に
分
布
す
る
灰
白
色
〜

灰
緑
色
中
粒
か
ら
粗
粒
の
凝
灰
質
砂
岩
で
構
成
さ
れ
る
。

最
上
位
の
プ
ロ
ピ
ラ
イ
ト
は
漁
川
上
流
や
、
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
、
支
笏
湖
西
側
の
湖
盆

壁
並
び
に
美
笛
川
河
床
な
ど
に
分
布
す
る
安
山
岩
質
の
熔
岩
で
で
き
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
海
に
堆
積
し
た
堆
積
物
ま
た
は
熔
岩
で
、
大
昔
（
二
三
〇
〇
万
年
前
頃
）

の
支
笏
湖
周
辺
は
最
初
は
穏
や
か
な
海
で
あ
っ
た
が
徐
々
に
海
底
火
山
の
活
動
が
活
発

に
な
り
、
漁
川
層
が
堆
積
す
る
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
激
し
い
海
底
火
山
活
動
（
プ
ロ

ピ
ラ
イ
ト
の
噴
出
）
の
起
こ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。

中
新
世
の
始
め
頃
海
で
あ
っ
た
こ
の
地
域
は
、
中
頃
に
な
る
と
次
第
に
浅
く
な
り
つ

い
に
は
陸
地
化
し
て
い
っ
た
が
、
火
山
活
動
は
漁
川
層
の
堆
積
に
引
き
続
い
て
活
発
に

行
わ
れ
た
（
鳴
尾
層
）。
こ
の
火
山
活
動
は
最
初
に
石
英
安
山
岩
質
の
集
塊
岩
を
噴
き

上
げ
て
堆
積
さ
せ
、
こ
れ
に
続
い
て
石
英
安
山
岩
熔
岩
が
噴
出
し
た
。
中
新
世
の
半
ば

以
降
、こ
の
付
近
は
再
び
海
域
に
な
り
、硬
質
の
泥
岩
や
砂
岩
が
堆
積
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
砂
岩
は
緑
色
を
お
び
た
暗
灰
色
細
粒
な
い
し
中
粒
の
凝
灰
質
砂
岩
で
あ
る
。
硬
質

２３：樽前降下軽石層（Ta）…AD１６６７（Ta-b）、AD１７３９（Ta-a）
２２：美々川層（Bb）…砂、泥、礫
２１：樽前降下軽石層（Ta-c）…２．５－２．７yB. P.
２０：祝梅川層（Sb）…砂、泥、礫
１９：樽前降下軽石層（Ta-d）…８．９yB. P.
１８：恵庭降下軽石層（En-a）…１３－１７yB. P.
１７：風不死降下軽石層…２８－２０yB. P.（nEn-b）
１６：梅川層（Uk）…砂、泥、礫
１５：支笏軽石流堆積物（Spfl）…４２yB. P.（Spfa１,Spfl）

支笏降下軽石層（Spfa１－１０）…４２－４４yB. P.（Spfa２）、４４－
４６yB. P.（Spfa３－６）、４８－５０yB. P.（Spfa７－１０）

１４：鵡川降下軽石層（Mpfa１－３）
１３：厚真降下軽石層（Aafa１－４）…９０－１００千年（Toya２）
１２：遠浅川層（TA）…火山灰混じりシルト層
１１：アウサリ層（As）…１６４－２４３千年（ESR）、シルト質砂、礫、

砂礫
１０：フモンケ層（FM）…２８７－３５４千年（ESR）、シルト質粘土主体

層、下位；砂礫層
９－６：７３５ｍ山熔岩（Sl）…複輝石安山岩
９－５：漁岳熔岩（Zl２）…複輝石安山岩
９－４：漁岳基底熔岩（Zl１）…複輝石安山岩
９－３：樽前川熔岩（Rl）…複輝石安山岩
９－２：千歳川集塊岩層（Cg）…凝灰岩質石英粗面岩、変朽安山岩
９－１：紋別山熔岩（Bl）…含石英複輝石安山岩
９：イチャンコッペ（Il）・モーラップ（Ml）・多峰古峰熔岩（Tl）
８：水溜砂岩層（Mi）…細～中粒凝灰質砂岩
７：湖畔頁岩層（Ko）…硬質泥岩
６：オコタンペ湖熔岩（Op）…含石英輝石安山岩、珪化、緑泥石化
５：ニナルシュトマナイ川集塊岩層（Ni）…石英安山岩質、凝灰質

集塊岩
４：鞍馬越変朽安山岩（Kp）…変朽安山岩、珪化、黄鉄鉱化
３：湯ノ沢凝灰質砂岩層（Yu）…凝灰質砂岩
２：ラルマナイ川凝灰岩層（Ra）…凝灰岩、凝灰岩質頁岩層
１：金山沢頁岩層（Ka）…泥質頁岩・凝灰岩互層

注 １～９－６までは１／５万図幅「樽前山」（土居１９５７）による
１０～２３は許ほか（２００１）より一部改変加筆

図３－８ 支笏湖周辺～駒里・勇払低地地域地質層序表
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の
泥
岩
と
砂
岩
と
の
直
接
の
関
係
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
下
位
の
地
層
と
考
え
ら
れ

ぜ
ん
け
い

る
泥
岩
か
ら
海
綿
類
、
う
に
の
破
片
、
蠕
形
動
物
の
化
石
が
採
取
さ
れ
、
上
位
の
地
層

と
考
え
ら
れ
る
砂
岩
層
か
ら
は
浅
い
海
で
生
活
す
る
ロ
ウ
バ
イ
ガ
イ
、
シ
ラ
ト
リ
ガ

イ
、
マ
ク
ラ
ガ
イ
、
ツ
ノ
ガ
イ
等
が
産
す
る
。
こ
の
浅
い
海
に
溜
ま
っ
た
の
が
烏
柵
舞

層
で
あ
る
。
そ
の
後
、
付
近
は
陸
域
と
な
っ
た
た
め
海
成
の
堆
積
物
が
た
ま
る
こ
と
な

く
、
激
し
い
火
山
活
動
の
場
に
変
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
支
笏
湖
地
域
は
穏
や

く
ら
ま
ご
え

か
な
堆
積
盆
の
形
成
か
ら
始
ま
り
、
中
新
世
前
半
の
終
わ
り
頃
に
は
鞍
馬
越
変
朽
安
山

岩
と
鳴
尾
層
の
石
英
安
山
岩
類
が
活
動
し
た
。

ぜ
ん
け
い

蠕
形
動
物

無
脊
椎
動
物
の
一
グ
ル
ー
プ
で
、
多
毛
類
・
貧
毛
類
・
環
形
動
物
（
ヒ
ル
、

ミ
ミ
ズ
）・
扁
形
動
物
（
吸
虫
、
条
虫
）
な
ど
が
あ
る
。

う
さ
く
ま
い
そ
う

烏
柵
舞
層

こ
れ
に
含
ま
れ
る
硬
質
の
泥
岩
主
体
層
を
湖
畔
頁
岩
層
（
湖
畔
か
ら
モ
ラ
ッ

み
ず
た
ま
り

プ
付
近
、
タ
ッ
プ
コ
ッ
プ
山
北
方
湖
盆
壁
な
ど
に
分
布
）、
砂
岩
主
体
層
を
水
溜
砂
岩

層
（
千
歳
川
河
岸
・
イ
チ
ャ
ン
コ
ッ
ペ
川
河
岸
・
紋
別
川
河
岸
に
小
規
模
に
分
布
）
と

呼
ぶ
。
両
者
は
直
接
す
る
と
こ
ろ
が
無
い
た
め
お
互
い
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
湖

畔
頁
岩
層
が
下
位
と
さ
れ
る
。
な
お
、
烏
柵
舞
層
が
分
布
す
る
地
域
に
鳴
尾
層
が
分
布

し
て
い
な
い
事
か
ら
両
者
の
関
係
も
良
く
分
か
っ
て
い
な
い
（
土
居
一
九
五
七
）。

陸
域
に
お
け
る
最
初
の
火
山
活
動
は
お
そ
ら
く
中
新
世
か
ら
鮮
新
世
に
か
か
る
時
期

に
起
こ
っ
た
と
思
わ
れ
、
イ
チ
ャ
ン
コ
ッ
ペ
山
熔
岩
、
タ
ッ
プ
コ
ッ
プ
山
熔
岩
、
モ
ー

ラ
ッ
プ
山
熔
岩
が
、
そ
し
て
こ
の
時
期
の
最
後
に
紋
別
岳
熔
岩
が
噴
出
し
て
（
土
居
一

九
五
七
）、
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
支
笏
湖
周
辺
の
山
容
が
出
来
た
（
こ
こ
で
は
周
支

笏
湖
火
山
群
と
呼
ぶ
）。
鮮
新
世
に
入
る
と
集
塊
岩
（
千
歳
川
集
塊
岩
層
）、
樽
前
川
熔

岩
、
漁
岳
基
底
熔
岩
及
び
漁
岳
熔
岩
が
次
々
に
噴
出
し
て
支
笏
火
山
の
外
輪
山
と
な
る

形
が
ほ
ぼ
整
っ
た
。
第
四
紀
更
新
世
に
な
る
と
支
笏
火
山
は
劇
的
な
変
化
を
遂
げ
た
。

ま
ず
最
初
に
支
笏
湖
北
側
の
七
三
五
�
山
熔
岩
が
噴
出
し
た
後
、
長
い
期
間
の
休
止
期

を
は
さ
ん
で
、
五
万
年
前
頃
最
初
の
支
笏
火
山
の
爆
発
を
見
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
休
止
期
に
な
に
ご
と
が
あ
っ
た
の
か
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
支

笏
火
山
の
東
側
に
は
石
狩
川
が
流
れ
海
に
注
ぐ
辺
り
に
は
三
角
州
が
出
来
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
支
笏
火
山
の
爆
発
は
い
き
な
り
、
大
量
の
軽
石
を
吹
き
上
げ
る
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。

支
笏
火
山

支
笏
湖
か
ら
千
歳
川
を
下
っ
て
く
る
と
両
岸
に
、
厚
い
火
山
灰
層
と
そ
れ
の
固
ま
っ

た
硬
い
岩
石
、
支
笏
熔
結
凝
灰
岩
（
札
幌
軟
石
、
島
松
軟
石
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
高
い

壁
の
あ
る
の
が
わ
か
る
。
漁
川
の
川
床
や
ダ
ム
の
上
流
の
林
道
に
も
同
じ
よ
う
な
石
が

露
出
し
て
い
る
。

新
千
歳
空
港
か
ら
苫
小
牧
方
面
に
向
か
っ
て
国
道
３６
号
線
を
走
る
と
美
々
の
御
前
水

の
近
く
で
国
道
が
一
〇
�
ほ
ど
下
が
り
、
美
々
川
沿
い
の
湿
原
が
広
が
っ
て
く
る
。
こ

の
付
近
の
国
道
や
道
道
に
沿
っ
て
、
所
々
に
白
い
崖
が
あ
り
、
漁
川
林
道
や
千
歳
川
で

見
た
も
の
と
同
じ
よ
う
な
充
分
固
ま
り
き
っ
て
い
な
い
砂
の
よ
う
な
火
山
灰
層
が
崖
を

作
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
ま
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
層
の
下
に
大
粒
の
軽
石

が
水
平
に
積
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
さ
ら
に
御
前
水
か
ら
早
来
の
方
に
抜
け
て
行
く

と
、
大
粒
の
軽
石
の
下
に
い
ろ
い
ろ
な
色
を
し
た
軽
石
の
層
が
水
平
に
堆
積
し
て
い
る

の
を
見
る
事
が
出
来
る
。

こ
の
よ
う
な
軽
石
層
、
支
笏
熔
結
凝
灰
岩
と
支
笏
湖
と
の
間
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関

係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
支
笏
火
山
（
一
部
は
ク
ッ
タ
ラ
火

山
）
の
爆
発
に
よ
っ
て
噴
き
上
げ
ら
れ
た
火
山
灰
や
軽
石
が
積
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
火
山
灰
層
や
軽
石
層
か
ら
支
笏
火
山
は
、
今
か
ら
お
お
よ
そ
五
万
年
前
か
ら
四

万
六
〇
〇
〇
年
前
の
初
期
火
山
活
動
（
降
下
軽
石
堆
積
層
の
Ｓ
ｐ
ｆ
ａ
１０－

７
）、
四
万

六
〇
〇
〇
年
前
か
ら
四
万
二
〇
〇
〇
年
前
の
比
較
的
穏
や
か
な
中
期
の
活
動
（
同
Ｓ
ｐ

ｆ
ａ
６－

３
）、
そ
し
て
四
万
二
〇
〇
〇
年
前
の
終
期
の
破
局
的
活
動
（
同
Ｓ
ｐ
ｆ
ａ
２

－

１
、
お
よ
び
軽
石
流
堆
積
物
Ｓ
ｐ
ｆ
ｌ
）
の
三
時
期
、
一
万
年
に
わ
た
る
活
動
の
結
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果
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
な
お
、
白
老
川
上
流
や
社

台
川
上
流
に
森
野
火
山
噴
出
物
と
呼

ば
れ
る
軽
石
層
が
小
規
模
に
分
布
し

て
い
る
。
こ
れ
の
帰
属
は
暫
く
不
明

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
支
笏
火
山
噴

出
物
の
一
部
（
山
崎
他
一
九
八
六
、
春

日
井
他
一
九
八
九
・
一
九
九
〇
）
で
、

お
そ
ら
く
Ｓ
ｐ
ｆ
ａ
１
に
対
比
さ
れ

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｓ
ｐ
ｆ
ａ
（Shikotsu

P
um
ice

F
all
deposits

）
、
Ｓ
ｐ
ｆ
ｌ

（Shikotsu
P
um
ice

F
low

deposits

）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
支

笏
降
下
軽
石
堆
積
物
層
と
支
笏

軽
石
流
堆
積
物
層
の
こ
と
。
後
ろ
に
つ
く
数
字
は
軽
石
層
の
番
号
で
１０
か
ら
１
に
向

か
っ
て
新
し
い
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
Ｅ
ｎ－

ａ
、
ｂ
、
ｃ
、
Ｔ
ａ－

ａ
、
ｂ
、
ｃ
、
ｄ

も
そ
れ
ぞ
れ
恵
庭
降
下
軽
石
層
と
樽
前
降
下
軽
石
層
の
略
字
。
Ｅ
ｎ
、
Ｔ
ａ
の
あ
と
に

つ
い
て
い
る
ａ
、
ｂ
、
ｃ
、
ｄ
は
軽
石
層
の
名
前
で
ｄ
ま
た
は
ｃ
が
ふ
る
く
、
ａ
は
最

も
新
し
い
噴
出
層
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

最
後
の
破
局
的
噴
火
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
、
例
え
ば
、
Ｓ
ｐ
ｆ
ａ
１
と
い
う
降
下

軽
石
層
は
、
美
々
の
御
前
水
付
近
で
五
�
く
ら
い
の
厚
さ
に
積
っ
て
お
り
、
早
来
で
も

二
�
く
ら
い
あ
る
。
こ
の
軽
石
層
は
さ
ら
に
襟
裳
岬
の
近
く
の
庶
野
で
五
〇
�
、
日
高

山
脈
の
東
側
の
広
尾
で
も
二
〇
�
、
遠
く
網
走
で
は
一
〇
�
く
ら
い
の
厚
さ
で
堆
積
し

て
い
る
。

支
笏
熔
結
凝
灰
岩
（
Ｓ
ｐ
ｆ
ｌ
）
は
、
支
笏
火
山
の
火
山
活
動
終
期
の
破
局
的
活
動

で
支
笏
カ
ル
デ
ラ
の
周
囲
の
札
幌－

千
歳－

苫
小
牧－

白
老
の
広
い
範
囲
に
押
し
出
さ

れ
た
浮
石
質
凝
灰
岩
が
厚
く
堆
積
し
、
内
部
に
長
期
に
わ
た
り
高
温
状
態
が
保
た
れ
熔

結
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
熔
結
凝
灰
岩
は
、
支
笏
湖
の
出
口
の
千
歳
川
で
一
五
〇
�

の
厚
さ
を
持
っ
て
い
る
が
、
東
に
向
か
っ
て
層
厚
が
小
さ
く
な
り
美
々
川
低
地
で
は
三

�
、
馬
追
丘
陵
の
西
側
斜
面
で
は
五
〇
�
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
丘
陵
よ
り
も
東
側

に
は
分
布
し
て
い
な
い
。
同
じ
よ
う
に
支
笏
湖
か
ら
北
の
通
称
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路

が
、
漁
川
と
交
差
す
る
付
近
で
は
五
〇
�
く
ら
い
あ
る
も
の
が
札
幌
市
南
区
の
常
盤
で

は
二
〇
�
く
ら
い
の
薄
さ
に
な
っ
て
い
る
。

支
笏
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
降
下
軽
石
層
は
、
お
お
よ
そ
三
七
立
方
�

（
２１
・
７５
×
１０９
㌧
）、
軽
石
流
堆
積
物
は
お
お
よ
そ
一
〇
〇
立
方
�
（
１
３
０
×
１０９
㌧
）

と
い
わ
れ
て
い
る
（
湊
他
一
九
五
九
）。
こ
の
膨
大
な
量
が
抜
け
た
巨
大
な
窪
み
に
、
噴

出
し
た
火
山
灰
や
吹
き
上
げ
ら
れ
た
軽
石
が
降
り
注
い
で
積
っ
て
（
フ
ォ
ー
ル
バ
ッ

ク
）、
地
中
の
穴
が
塞
が
れ
て
平
ら
に
な
っ
た
も
の
が
支
笏
カ
ル
デ
ラ
で
あ
る
。
こ
の
、

降
下
軽
石
層
（
Ｓ
ｐ
ｆ
ａ
１
）
の
温
度
は
、
エ
ゾ
マ
ツ
の
樹
幹
が
立
っ
た
ま
ま
ほ
ぼ
完

全
に
炭
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
堆
積
時
は
低
く
て
も
約
二
五
〇
℃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
勝
井
一
九
五
八
）。
一
方
、
火
砕
流
堆
積
物
は
、
中
心
か
ら
二
三
�
の
地
点

で
五
七
〇
℃
以
上
、
二
五
�
と
二
六
�
地
点
で
五
七
〇
〜
六
〇
〇
℃
、
三
一
�
地
点
で

五
一
〇
〜
五
八
〇
℃
、
三
七
�
地
点
で
四
三
〇
〜
五
一
〇
℃
（
い
ず
れ
も
摂
氏
温
度
）

と
推
定
さ
れ
、
遠
く
な
る
ほ
ど
低
く
噴
出
源
に
近
い
ほ
ど
高
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る（
鈴

木
一
九
六
二
）。

支
笏
カ
ル
デ
ラ
の
形
成

カ
ル
デ
ラ
に
は
侵
蝕
カ
ル
デ
ラ
、
爆
発
カ
ル
デ
ラ
そ
し
て
陥
没
カ
ル
デ
ラ
の
三
つ
が

あ
る
。
侵
蝕
カ
ル
デ
ラ
は
、
も
と
も
と
の
火
口
が
侵
蝕
さ
れ
て
広
が
っ
た
も
の
で
、
伊

豆
の
天
城
山
が
そ
う
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
円
錐
火
山
の
頂
部
が
水
蒸
気
爆
発
に
よ
っ

写真３－１ 支笏軽石流堆積物と後支笏火山噴出物層
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て
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
出
来
た
も
の
が
爆
発
カ
ル
デ
ラ
で
、
磐
梯
山
が
そ
の
例
で
あ
る
。

支
笏
湖
は
プ
リ
ニ
ー
式
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
陥
没
カ
ル
デ
ラ
と
さ
れ
て
い
る
。

だ
ま

カ
ル
デ
ラ
の
成
因
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
地
下
の
マ
グ
マ
溜
り
が
空
っ
ぽ
に
な

り
、
上
に
載
っ
て
い
た
も
の
の
荷
重
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
陥
没
し
て
凹
地
が
出
来

た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
支
笏
カ
ル
デ
ラ
の
場
合
、
フ
ォ
ー
ル
バ
ッ
ク
し
た

火
山
灰
層
の
中
や
放
出
物
の
中
に
も
旧
山
体
の
破
片
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
ク

レ
ー
タ
ー
レ
ー
ク
型
（
ク
ラ
カ
ト
ア
型
）
の
カ
ル
デ
ラ
の
よ
う
な
大
規
模
な
陥
没
説
は

取
り
に
く
い
。こ
の
タ
イ
プ
の
カ
ル
デ
ラ
に
は
、大
火
砕
流
の
た
び
重
な
る
噴
出
で
次
々

と
火
口
が
拡
大
し
て
生
ま
れ
た
も
の
（
阿
蘇
山
）
や
基
盤
岩
が
階
段
状
に
落
ち
込
ん
だ

あ
い
ら

上
に
火
砕
流
が
流
れ
込
ん
だ
も
の
（
鹿
児
島
の
姶
良
カ
ル
デ
ラ
）
な
ど
が
あ
る
。

プ
リ
ニ
ー
式
噴
火

大
量
の
軽
石
や
火
山
灰
が
火
口
か
ら
空
高
く
噴
出
さ
れ
て
、
主
と
し

て
大
規
模
な
降
下
火
砕
物
と
し
て
風
下
に
降
下
す
る
よ
う
な
噴
火
。

で
は
支
笏
湖
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
次
の
三
つ
の

説
が
あ
る
。

第
一
は
、
支
笏
湖
周
辺
の
重
力
異
常
を
測
定
し
た
結
果
、
湖
盆
底
は
低
（
負
）
重
力

異
常
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
笏
湖
の
下
に
あ
る
マ
グ
マ
の
通
り
道（
火
道
）は
、

ろ
う
と

カ
ル
デ
ラ
の
中
央
部
付
近
に
お
い
て
深
部
へ
通
ず
る
逆
円
錐
型
あ
る
い
は
漏
斗
状
を
し

て
お
り
、
爆
発
に
よ
っ
て
地
表
近
く
の
火
道
が
ラ
ッ
パ
状
に
広
が
っ
て
カ
ル
デ
ラ
が
で

き
た
と
の
説
で
あ
る
（
横
山
他
一
九
六
五
〈
英
〉）。
し
か
し
、
音
波
探
査
と
屈
折
法
地
震

探
査
に
よ
る
と
、
基
盤
は
湖
の
西
側
で
は
地
上
に
達
し
て
い
る
が
東
側
で
深
く
な
り
、

カ
ル
デ
ラ
下
で
は
基
盤
の
深
さ
ま
で
約
二
�
あ
っ
て
両
側
に
比
べ
て
数
百
�
落
ち
込
ん

で
い
る
。
こ
の
落
ち
込
み
の
底
は
平
坦
で
、
漏
斗
形
の
構
造
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
支
笏
湖
の
低
重
力
異
常
は
基
盤
の
沈
下
に
よ
っ
た
と
の
説
（
曽
屋
他
一
九
八
四
）
が

第
二
で
あ
る
。
第
三
は
、
マ
グ
マ
が
地
下
深
く
か
ら
花
崗
岩
と
古
生
層
の
間
を
ぬ
っ
て

上
昇
し
て
、
第
三
紀
層
の
上
で
広
が
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
表
が
隆
起
し
、
そ
こ
に
あ
っ

た
地
下
水
層
と
接
触
し
て
大
爆
発
を
起
こ
し
て
降
下
軽
石
が
ま
ず
降
り
積
も
り
、
つ
い

で
軽
石
流
を
噴
出
し
た
。
そ
の
際
、
陥
没
が
起
っ
て
カ
ル
デ
ラ
が
形
成
さ
れ
た
が
、
こ

の
爆
発
で
火
口
は
さ
ら
に
拡
が
り
フ
ォ
ー
ル
バ
ッ
ク
し
た
軽
石
が
堆
積
し
た
と
の
説
で

あ
る（
湊
他
一
九
五
九
）。
今
の
と
こ
ろ
、
最
後
の
基
盤
陥
没
説
が
有
力
と
思
わ
れ
る
が
、

ま
だ
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

後
支
笏
火
山
活
動

約
四
万
二
〇
〇
〇
年
前
に
破
局
的
噴
火
が
起
き
て
支
笏
カ
ル
デ
ラ
が
完
成
し
て
以
来

二
万
一
〇
〇
〇
年
前
頃
ま
で
、
支
笏
湖
周
辺
で
は
目
立
っ
た
火
山
噴
火
の
形
跡
が
な

い
。
も
ち
ろ
ん
大
き
な
地
殻
変
動
と
い
う
も
の
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
こ

の
間
の
こ
と
に
つ
い
て
は
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
約
二
万
年
間
、
周

辺
は
大
量
の
火
山
灰
に
よ
っ
て
植
生
は
全
て
焼
き
払
わ
れ
、
あ
る
い
は
な
ぎ
倒
さ
れ
て

砂
漠
化
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま

た
後
に
述
べ
る
。
支
笏
火
山
の
噴
火
後
支
笏
湖
の
周
辺
で
は
、
ま
ず
二
万
八
〇
〇
〇
年

前
か
ら
二
万
年
前
に
風
不
死
火
山
が
活
動
し
、
引
き
続
い
て
恵
庭
火
山
が
一
万
九
〇
〇

〇
年
前
か
ら
一
万
六
〇
〇
〇
年
前
頃
ま
で
活
動
し
て
降
下
軽
石
が
堆
積
し
た
。
そ
し
て

最
後
に
、
樽
前
山
が
八
九
〇
〇
年
前
に
突
然
爆
発
し
た
あ
と
現
在
ま
で
断
続
的
に
噴
火

を
繰
り
返
し
て
い
る
。

（
一
）
風
不
死
火
山
と
そ
の
噴
出
物

風
不
死
火
山
の
活
動
に
つ
い
て
は
そ
の
詳
細
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
最
近
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
恵
庭
火
山
の
噴
出
物
と
さ
れ
て
い
た
ｎ
Ｅ
ｎ－

ｂ
降
下
軽
石

（
春
日
井
他
一
九
七
四
）
が
風
不
死
火
山
の
噴
出
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
中

川
一
九
九
三
）。
こ
の
風
不
死
火
山
は
、
二
万
八
〇
〇
〇
年
前
か
ら
二
万
年
前
頃
に
熔
岩

ド
ー
ム
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
多
数
の
メ
ラ
ピ
型
の
火
砕
堆
積
物
か
ら
な
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
中
川
前
出
）。

メ
ラ
ピ
型
火
砕
流

円
錐
形
の
成
層
火
山
。
山
頂
の
火
口
内
で
は
噴
火
の
た
び
に
熔
岩

第３章 千歳の生い立ち
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ド
ー
ム
が
生
成
さ
れ
る
が
、
重
力
的
に
不
安
定
に
な
っ
て
崩
れ
る
と
き
に
破
砕
さ
れ
て

ふ
げ
ん
だ
け

火
砕
流
が
堆
積
す
る
。
し
か
し
、
規
模
は
一
般
に
小
さ
い
。
雲
仙
普
賢
岳
で
は
最
大
到

達
距
離
は
六
�
未
満
、
総
体
積
は
〇
・
二
立
方
�
で
あ
っ
た
。
メ
ラ
ピ
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ジ
ャ
ワ
島
の
火
山
。

（
二
）
恵
庭
火
山
と
そ
の
噴
出
物

約
四
万
年
前
に
支
笏
火
山
の
活
動
が
終
わ
っ
て
か
ら
お
よ
そ
二
万
年
が
経
過
し
た

頃
、
Ｅ
ｎ－

ｃ
（
春
日
井
他
前
出
）
と
い
う
降
下
火
山
灰
が
千
歳
の
祝
梅
三
角
山
遺
跡

周
辺
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
恵
庭
岳
周
辺
で
は
何
枚
も
の
熔
岩
流
が
流
れ
て

火
山
体
の
原
型
が
出
来
た
（
第
一
期
）。
つ
い
で
一
万
九
〇
〇
〇
年
〜
一
万
六
〇
〇
〇

年
に
か
け
て
大
規
模
な
プ
リ
ニ
ー
式
噴
火
が
起
こ
っ
て
大
量
の
火
山
灰
や
軽
石
を
噴
出

し
た
（
一
〇
立
方
�
）。
こ
の
時
に
放
出
さ
れ
た
降
下
軽
石
は
粒
が
大
き
く
赤
褐
色
を

呈
す
る
、
非
常
に
特
徴
的
な
も
の
で
Ｅ
ｎ－

ａ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
遠
く
か

ら
で
も
す
ぐ
に
分
か
る
ほ
ど
の
も
の
で
、
恵
庭
岳
か
ら
約
二
五
�
離
れ
た
千
歳
市
周
辺

で
も
二
�
以
上
の
厚
さ
で
積
っ
て
い
る
の
が
観
察
さ
れ
る
（
第
二
期
）。
そ
の
後
、
山

体
の
東
側
に
熔
岩
が
流
れ
（
第
三
期
）、
次
い
で
山
頂
か
ら
北
側
と
南
側
に
熔
岩
が
流

れ
（
第
四
期
）、
二
〇
〇
〇
年
前
に
は
山
の
西
側
に
熔
岩
が
流
れ
て
川
が
せ
き
止
め
ら

れ
て
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
が
出
来
上
が
っ
た
（
第
五
期
）。
恵
庭
岳
の
現
在
の
形
が
完
成
し

た
の
は
こ
の
第
五
期
ま
で
の
熔
岩
流
に
よ
っ
て
で
あ
る
（
中
川
二
〇
〇
五
）。

恵
庭
岳
の
山
頂
火
口
は
、
一
七
〜
一
八
世
紀
に
か
け
て
発
生
し
た
水
蒸
気
爆
発
に
よ

る
も
の
で
、
こ
の
と
き
の
爆
発
に
よ
っ
て
ポ
ロ
ピ
ナ
イ
側
と
西
の
オ
コ
タ
ン
ペ
側
に
大

が
ん
せ
つ

規
模
な
岩
屑
な
だ
れ
が
発
生
し
た
。
山
頂
火
口
付
近
で
は
一
八
世
紀
以
降
も
水
蒸
気
爆

発
が
発
生
し
（
中
川
前
出
）、
恵
庭
岳
は
現
在
も
活
動
が
続
い
て
い
る
。
た
だ
、
二
〇
世

紀
に
入
っ
て
か
ら
は
火
山
灰
や
軽
石
を
放
出
す
る
よ
う
な
目
立
っ
た
火
山
活
動
は
記
録

さ
れ
て
い
な
い
。

Ｅ
ｎ－

ｃ

こ
れ
は
、
二
万
一
〇
〇
〇
年
前
と
い
う
年
代
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

は
恵
庭
火
山
の
噴
出
物
と
さ
れ
て
い
た
が
、
支
笏
起

源
の
一
連
の
噴
出
物
と
の
見
方
も
あ
る
（
山
縣
一
九

九
四
）。

（
三
）
樽
前
火
山
と
そ
の
噴
出
物

樽
前
火
山
は
、
支
笏
カ
ル
デ
ラ
の
南
壁
上
で
成
長
を

開
始
し
た
後
支
笏
カ
ル
デ
ラ
火
山
の
一
つ
で
、
お
よ
そ

八
九
〇
〇
年
前
に
初
め
て
噴
火
し
た
。
こ
の
と
き
噴
出

し
た
も
の
が
Ｔ
ａ－

ｄ
層
と
い
う
降
下
軽
石
で
あ
る
。

こ
の
火
山
は
プ
リ
ニ
ー
式
噴
火
を
特
徴
と
す
る
も
の

で
、
火
口
周
辺
に
降
下
し
た
軽
石
が
堆
積
し
て
山
体
が

成
長
し
た
も
の
で
あ
る
（
火
砕
丘
）。
ち
な
み
に
八
〇

〇
〇
年
前
頃
の
北
海
道
は
寒
冷
化
し
た
時
期
で
あ
っ
て

写
真
３－

２
の
よ
う
な
ク
リ
オ
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
特
に
Ｔ
ａ－

ｄ

層
に
発
達
し
て
い
る
（
許
他
一
九
九
三
）。

ク
リ
オ
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン

礫
・
砂
・
シ
ル
ト
・
粘
土
か
ら
な
る
表
層
に
現
れ
る
不
規
則

な
波
状
構
造
や
乱
雑
に
こ
ね
回
さ
れ
た
凍
結
撹
乱
地
層
の
形
態
又
は
作
用
。
地
層
中
に

現
れ
る
過
去
の
周
氷
河
気
候
を
示
す
。

こ
の
火
山
は
断
続
的
に
噴
火
を
繰
り
返
し
、
二
五
〇
〇
年
〜
三
〇
〇
〇
年
前
に
は
大

量
の
火
山
灰
と
軽
石
を
降
ら
せ
た
（
Ｔ
ａ－

ｃ
層
）。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
休
止
期
が

あ
っ
て
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
に
十
数
�
の
高
さ
に
ま
で
噴
煙
柱
の
上
が
る
大
噴
火

が
起
き
た
。
こ
の
と
き
噴
出
し
た
軽
石
層
は
苫
小
牧
北
部
で
二
�
の
厚
さ
に
降
り
積
も

り
、
勇
払
川
の
河
岸
で
は
丸
木
舟
五
隻
を
埋
め
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
層
を

Ｔ
ａ－
ｂ
と
い
い
噴
出
の
総
量
は
四
立
方
�
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
噴
火

で
は
、
こ
の
ほ
か
に
火
砕
流
も
発
生
し
て
い
る
。
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
に
は
再
度

火
砕
流
を
伴
う
大
規
模
噴
火
が
あ
り
、
新
千
歳
空
港
付
近
で
は
一
�
を
越
す
軽
石
層
が 写真３－２ クリオターベーション
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堆
積
し
た
（
Ｔ
ａ－

ａ
層
）。

特
に
、
Ｔ
ａ－

ｂ
、
ａ
両
噴
火
に
よ
っ
て
山
頂
部
に
大
規
模
な
火
口
が
形
成
さ
れ
、

文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
〜
十
四
年
に
は
火
砕
流
を
伴
う
軽
石
と
ス
コ
リ
ア
の
噴
出
が

あ
っ
て
（
Ｔ
ａ－
２
ａ
０
層
）
低
い
中
央
火
口
丘
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
慶
応
三

（
一
八
六
七
）
年
に
は
、
地
震
に
加
え
て
大
音
響
が
と
ど
ろ
き
、
火
柱
が
立
ち
上
が
る

よ
う
な
噴
火
が
起
き
て
小
型
の
熔
岩
ド
ー
ム
が
形
成
さ
れ
た
。
七
年
後
の
明
治
七
（
一

八
七
四
）
年
に
な
る
と
こ
の
小
型
の
熔
岩
ド
ー
ム
を
破
壊
す
る
大
爆
発
が
起
き
、
中
央

火
口
丘
に
直
径
一
八
〇
�
の
火
口
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
噴
火
は
札
幌
か
ら
も

目
撃
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
、
明
治
四
十
二
年
三
月
三
十
日
に
小
噴
火
が
起
き
た
あ
と

四
月
十
二
日
に
は
激
し
い
爆
発
が
あ
っ
て
、
札
幌
に
も
降
灰
し
、
四
月
十
七
日
か
ら
十

九
日
に
か
け
て
高
さ
一
三
四
�
、
体
積
二
〇
〇
〇
万
立
方
�
あ
る
現
在
の
熔
岩
ド
ー
ム

が
出
来
上
が
っ
た
。
こ
の
活
動
は
、
五
月
初
め
に
火
山
の
爆
発
も
止
ん
で
ド
ー
ム
の
成

長
が
停
止
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
収
束
し
た
（
北
海
道
防
災
会
議
一
九
七
二
）。
樽
前
山
は
、

そ
の
後
も
数
十
度
に
わ
た
る
小
噴
火
を
お
こ
し
て
い
る
（
一
九
一
七
年
〜
一
九
三
六

年
、
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
五
六
年
、
一
九
七
八
年
〜
一
九
八
〇
年
）
も
の
の
現
在
は

小
康
状
態
に
あ
る
（
一
九
〇
九
年
以
降
一
九
五
五
年
ま
で
に
四
一
回
以
上
、
一
九
五
六

年
以
降
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
三
回
）。

第
三
項

低
地
の
成
り
立
ち

石
狩
低
地
帯

石
狩
低
地
帯
と
は
、
南
は
勇
払
海
岸
か
ら
北
は
砂
川
ま
で
、
西
は
石
狩
湾
と
東
は
馬

追
丘
陵
に
挟
ま
れ
た
長
さ
七
二
�
、
最
大
幅
三
四
�
、
平
均
二
〇
�
の
地
域
の
こ
と
を

言
う
（
長
尾
・
佐
々
一
九
三
三
）。
千
歳
市
駒
里
付
近
に
あ
る
標
高
お
お
よ
そ
二
五
�
の

台
地
は
、
太
平
洋
と
日
本
海
を
分
け
る
分
水
界
と
な
っ
て
い
る
が
、
石
狩
低
地
帯
を
も

南
北
に
分
け
て
い
る
。
北
海
道
の
地
質
構
造
区
分
上
、
こ
の
低
地
帯
は
重
要
な
位
置
を

占
め
て
お
り
、
こ
の
低
地
帯
を
挟
ん
で
東
側
に
は
砂
岩
・
泥
岩
な
ど
正
規
の
新
第
三
系

堆
積
物
が
分
布
し
、
こ
れ
の
西
側
で
は
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動
の
産
物
が
主
と
し
て
堆
積

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
的
な
観
点
か
ら
低
地
帯
を
見
る
と
地
形
的
な
窪
地
と
し

て
の
低
地
帯
（
こ
れ
は
さ
ら
に
深
川
ま
で
延
び
る
）
と
は
若
干
異
な
る
。
こ
こ
で
は
、

い
わ
ゆ
る
地
形
的
な
窪
地
と
し
て
の
低
地
と
い
う
観
点
で
上
に
述
べ
た
範
囲
を
言
う
こ

と
に
す
る
。
こ
の
石
狩
低
地
帯
は
、
美
唄
原
野
（
砂
川
〜
江
別
、
石
狩
川
左
岸
）
と
篠

津
原
野
（
同
右
岸
側
）、
江
別
か
ら
石
狩
海
岸
ま
で
の
低
地
、
江
別
か
ら
千
歳
市
駒
里

ま
で
の
長
沼
低
地
、
駒
里
か
ら
勇
払
海
岸
ま
で
の
美
々－

勇
払
低
地
（
以
下
、
勇
払
低

地
）に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
勇
払
低
地
を
除
い
た
部
分
を
一
般
に
石
狩
平
野（
三

八
〇
〇
平
方
�
）
と
称
し
て
い
る
。
な
お
、
勇
払
低
地
も
含
め
て
こ
れ
ら
を
沖
積
平
野

と
も
称
す
る
。

主
な
地
質
構
成
は
、
石
狩
低
地
帯
の
東
は
新
第
三
系
か
ら
一
部
古
第
三
系
が
分
布

し
、
西
は
更
新
統
堆
積
物
の
野
幌
丘
陵
と
支
笏
火
山
に
由
来
す
る
火
山
灰
層
に
よ
る
火

山
灰
台
地
、
北
の
石
狩
丘
陵
は
新
第
三
系
堆
積
岩
類
、
南
西
側
の
山
地
は
新
第
三
系
火

山
岩
類
と
な
っ
て
い
る
。

沖
積
平
野

沖
積
平
野
と
は
、
沖
積
層
の
堆
積
物
か
ら
な
る
平
野
（
こ
の
場
合
は
、
海
岸
平
野
・

海
岸
砂
丘
・
海
跡
湖
な
ど
を
含
む
）
と
洪
水
堆
積
物
か
ら
な
る
平
野
の
両
方
の
意
味
が

あ
る
。
石
狩
低
地
帯
、
特
に
砂
川
か
ら
下
流
の
広
大
な
地
域
、
さ
ら
に
紅
葉
山
砂
丘
か

さ
て
い

ひ
ん
て
い

ら
石
狩
湾
岸
の
砂
丘
ま
で
の
砂
堤
列
帯
（
勇
払
海
岸
の
浜
堤
列
と
同
じ
）
な
ど
は
前
者

の
意
味
で
沖
積
平
野
と
い
わ
れ
、
後
者
の
場
合
に
は
石
狩
川
本
流
に
注
ぐ
豊
平
川
の
つ

く
る
扇
状
地
や
札
幌
の
南
西
山
地
と
平
野
の
境
界
に
点
在
す
る
円
山
扇
状
地
・
発
寒
川

扇
状
地
・
星
置
川
扇
状
地
な
ど
が
あ
る
。
石
狩
低
地
帯
の
う
ち
の
長
沼
低
地
（
三
六
〇

〜
四
〇
〇
平
方
�
）
は
、
千
歳
川
が
火
山
灰
台
地
を
通
過
し
て
の
ち
低
地
部
に
至
っ
て

石
狩
川
に
注
ぐ
ま
で
の
馬
追
丘
陵
か
ら
野
幌
丘
陵
の
間
に
拡
が
る
低
地
を
い
う
。

第３章 千歳の生い立ち
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砂
堤
列

波
の
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
砂
礫
の
堆
積
地
形
で
、
砂
浜
の
高
さ
よ
り
一

〇
�
〜
数
�
高
い
堤
で
数
列
か
ら
数
十
列
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。

長
沼
付
近
か
ら
南
は
支
笏
火
山
灰
層
の
上
部
に
軟
弱
な
泥
質
物
と
泥
炭
層
が
広
が

り
、
こ
れ
よ
り
北
部
の
石
狩
川
ま
で
は
砂
礫
層
の
上
部
を
覆
っ
て
泥
質
物
と
泥
炭
層
が

重
な
っ
て
い
る
。
勇
払
沿
岸
か
ら
美
々
川
上
流
域
に
わ
た
る
勇
払
低
地
に
は
、
海
跡
湖

や
湿
地
帯
が
あ
る
。
こ
の
勇

払
低
地
に
は
か
つ
て
数
十
列

に
及
ぶ
浜
堤
列
が
形
成
さ
れ

て
い
た
が
、
石
狩
川
下
流
の

砂
堤
列
と
と
も
に
後
の
開
発

に
よ
っ
て
ほ
ぼ
全
て
消
滅
し

た
（
図
３－

９
）。
こ
の
よ

う
に
、
一
言
で
沖
積
平
野
と

い
っ
て
も
形
態
上
変
化
に
富

ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
を
形
成

す
る
営
力
も
海
成
・
河
成
・

風
成
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

今
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
含
め

た
面
積
は
お
お
よ
そ
四
〇
〇

〇
平
方
�
に
な
る
（
岩
見
沢

よ
り
下
流
の
石
狩
平
野＝

三

八
〇
〇
平
方
�
＋
勇
払
平
野

＝

約
二
〇
〇
平
方
�
）。

湿
原
と
さ
れ
る
も
の
は
主

と
し
て
勇
払
川
か
ら
弁
天
沼

周
辺
、
ウ
ト
ナ
イ
沼
周
辺
、
美
々
川
の
源
頭
部
か
ら
ウ
ト
ナ
イ
沼
に
至
る
川
沿
い
や
こ

れ
に
注
ぐ
ト
キ
サ
タ
マ
ッ
プ
川
・
オ
タ
ル
マ
ッ
プ
川
周
辺
な
ど
に
現
在
も
そ
の
姿
を
と

ど
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
開
発
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
。

江
別
か
ら
北
部
の
美
唄
原
野
（
石
狩
川
左
岸
）
と
篠
津
原
野
（
同
右
岸
）
は
、
砂
礫

層
を
主
体
と
し
て
そ
の
上
部
は
泥
炭
層
で
構
成
さ
れ
る
。

湿
原長

沼
低
地
に
は
か
つ
て
千
歳
川
と
そ
の
支
川
の
旧
流
路
跡
に
形
成
さ
れ
た
河
跡
湖
の

オ
サ
ツ
ト
ー
（
長
都
沼
）・
マ
オ
イ
ト
ー
（
馬
追
沼
）
や
そ
の
周
辺
の
湿
原
が
あ
っ
た

が
、
戦
後
の
灌
漑
排
水
事
業
に
よ
っ
て
現
在
は
ほ
ぼ
完
全
に
消
滅
し
て
い
る
。
現
在
こ

の
低
地
に
は
、
海
抜
標
高
が
五
�
よ
り
も
低
い
場
所
が
あ
る
が
、
湿
生
植
物
は
認
め
ら

れ
な
い
。

勇
払
低
地
に
は
美
々
川
本
川
、
右
支
川
の
ペ
ン
ケ
ナ
イ
・
パ
ン
ケ
ナ
イ
・
丹
治
沼
・

オ
タ
ル
マ
ッ
プ
川
・
ト
キ
サ
タ
マ
ッ
プ
川
・
植
苗
川
と
勇
払
川
合
流
点
下
流
、
ウ
ト
ナ

イ
沼
、
安
平
川
下
流
の
弁
天
沼
な
ど
の
沼
沢
群
と
そ
の
周
辺
地
域
が
湿
原
と
な
っ
て
い

る
。
勇
払
低
地
の
沼
沢
な
ら
び
に
湿
原
は
縄
文
海
進
以
降
に
形
成
さ
れ
た
海
跡
湖
で
あ

る
。
主
た
る
植
生
は
ヨ
シ
、
イ
ワ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
、
フ
ト
イ
な
ど
の
草

本
類
と
ハ
ン
ノ
キ
、
・
ヤ
ナ
ギ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
木
本
類
が
あ
る
。

岩
見
沢
・
北
村
・
新
篠
津
村
に
か
か
る
石
狩
川
左
右
岸
に
は
大
小
の
沼
が
点
在
し
て

お
り
、
沼
の
周
辺
に
は
湿
地
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
石
狩
川
の
氾
濫

ま
た
は
石
狩
川
の
捷
水
路
工
事
に
よ
る
石
狩
川
又
は
そ
の
支
川
の
名
残
の
河
跡
湖
沼
で

あ
る
。

勇
払
低
地
（
原
野
）

勇
払
低
地
（
ま
た
は
原
野
）
は
苫
小
牧
か
ら
海
岸
沿
い
に
厚
真
付
近
ま
で
、
北
は
植

苗
付
近
ま
で
の
お
お
よ
そ
二
〇
〇
平
方
�
の
三
角
地
帯
を
い
う
。
こ
の
低
地
は
縄
文
海

図３－９ 勇払原野の地形分類（浜堤列と旧河道の様子 １９４７年撮影空中写真に基づく）
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進
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
海
退
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
海
退
に
伴
っ
て
残
さ
れ
た
の

が
丹
治
沼
・
ト
キ
サ
タ
マ
ッ
プ
沼
・
オ
タ
ル
マ
ッ
プ
沼
・
ウ
ト
ナ
イ
沼
・
弁
天
沼
・
安

藤
沼
（
厚
真
町
）
な
ど
の
海
跡
湖
で
あ
る
。

今
か
ら
一
万
八
〇
〇
〇
年
前
の
最
終
氷
期
最
盛
期
に
現
在
よ
り
も
低
か
っ
た
海
水
面

は
、
以
後
世
界
的
な
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
大
陸
氷
床
や
山
岳
氷
河
の
融
解
に
よ
っ
て

徐
々
に
上
昇
を
は
じ
め
、
一
万
年
前
に
は
マ
イ
ナ
ス
四
〇
�
の
位
置
に
ま
で
上
昇
し

た
。
以
後
は
年
に
一
�
の
速
度
で
海
面
は
上
昇
を
続
け
、
今
か
ら
六
〇
〇
〇
年
か
ら
七

〇
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
温
暖
期
に
は
海
面
が
現
在
よ
り
も
数
�
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
汎
世

界
的
な
現
象
で
日
本
で
は
縄
文
海
進
と
呼
ば
れ
、
世
界
的
に
はF

landrian
T
rans-

gression

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
勇
払
原
野
で
は
、
海
水
面
は
現
在
よ
り
も
約

四
�
上
昇
し
て
お
り
、
海
底
の
堆
積
物
の
状
況
、
海
蝕
崖
の
分
布
状
況
や
貝
化
石
な
ど

か
ら
縄
文
海
進
期
に
は
美
々
・
美
沢
付
近
ま
で
が
海
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
石
狩
川
下
流
の
日
本
海
沿
岸
で
は
約
三
�
海
面
が
上
昇
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
（H

U
et
al.

二
〇
〇
五
）。
そ
の
後
寒
冷
期
に
入
っ
て
、
海
面
が
後
退
し
始
め
る
と

て
い
せ
ん

と
も
に
、
そ
の
汀
線
に
沿
っ
て
浜
堤
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
そ
れ
に
伴
っ
て
内
側
は
大

き
な
水
溜
り
と
し
て
残
り
、
そ
こ
に
美
々
川
か
ら
の
水
が
注
ぎ
込
ん
で
徐
々
に
淡
水
化

が
進
ん
だ
。
海
退
に
伴
っ
て
こ
の
よ
う
な
事
件
が
次
々
と
起
こ
り
最
終
的
に
取
り
残
さ

れ
た
も
の
が
先
に
挙
げ
た
沼
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
沼
は
縄
文
の
海
進
と
海
退
、
さ

ら
に
そ
れ
に
伴
う
浜
堤
の
形
成
と
密
接
な
関
連
を
持
っ
て
お
り
、
過
去
に
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
っ
た
こ
と
が
解
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
開
発
と
と
も
に
消
え
て
し
ま
っ

た
。
縄
文
期
以
後
海
進
と
海
退
は
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
現
在
ま
で
に
数
回
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
現
在
の
海
水
準
は
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
落
ち
着
い
た
も
の

で
あ
る
（
阪
口
一
九
八
四
）。
余
談
な
が
ら
現
在
進
行
中
と
い
わ
れ
る
地
球
規
模
の
気
温

上
昇
に
よ
っ
て
、
二
一
〇
〇
年
ま
で
に
海
面
は
最
大
五
四
�
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。

海
食
崖

海
に
面
し
た
山
地
や
台
地
で
、
波
食
作
用
に
よ
っ
て
削
ら
れ
て
出
来
た
崖
。
勇

払
低
地
の
西
側
の
台
地
に
よ
く
見
ら
れ
る

第
四
項

札
幌
周
辺
の
断
層
と
活
構
造

勇
払
海
岸
か
ら
石
狩
湾
、
そ
し
て
砂
川
に
か
か
る
石
狩
低
地
帯
は
東
か
ら
の
圧
縮
を

受
け
て
、
西
か
ら
石
狩
湾
岸
褶
曲
部
、
札
幌
東
部－

当
別
沈
降
部
、
野
幌－

金
沢
背
斜

お
よ
び
長
沼
沈
降
部
の
大
き
く
四
つ
の
隆
起
と
沈
降
帯
に
区
分
さ
れ
る
（
岡
二
〇
〇

五
）。
石
狩
湾
岸
褶
曲
部
に
は
西
か
ら
北
西－

南
東
方
向
の
西
札
幌
背
斜
、
南
北
方
向

ば
ら
と

つ
き
さ
っ
ぷ

ふ
と
み

の
海
岸
背
斜
、
茨
戸
背
斜
、
月
寒－

太
美
背
斜
が
あ
る
。
江
別
付
近
に
は
野
幌－

金

沢
背
斜
が
こ
れ
に
並
列
し
て
い
る
。
こ
の
内
、
月
寒－

太
美
背
斜
と
野
幌－

金
沢
背
斜

の
あ
い
だ
の
札
幌
東
部－

当
別
沈
降
部
に
は
鮮
新
世
末
〜
前
期
更
新
世
の
地
層
が
累
計

一
五
〇
〇
�
以
上
の
厚
さ
で
堆
積
し
て
お
り
北
部
の
当
別
向
斜
に
続
い
て
い
る
（
図
３

－

１０
）。

断
層
系
は
茨
戸
背
斜
の
地
下
五
〇
〇
�
付
近
に
逆
断
層
が
推
定
さ
れ
、
西
札
幌
背
斜

の
地
表
下
五
〇
〇
�
で
は
正
断
層
、
さ
ら
に
二
五
〇
〇
�
深
で
は
低
角
度
の
逆
断
層
が

推
定
さ
れ
て
い
る
。

石
狩
低
地
帯
東
部
の
馬
追
丘
陵
付
近
に
は
、
三
つ
の
背
斜
と
向
斜
構
造
が
あ
り
、
三

つ
の
衝
上
断
層
と
一
つ
の
剣
淵
断
層
が
あ
る
。
ま
た
、
丘
陵
地
と
低
地
帯
と
の
境
界
付

近
に
は
い
く
つ
か
の
活
断
層
な
ら
び
に
活
構
造
（
褶
曲
又
は
傾
動
地
形
）
が
推
定
さ
れ

て
い
る
。
馬
追
丘
陵
の
西
縁
部
で
は
、
確
実
度
一
の
馬
追
断
層
、
確
実
度
二
の
剣
淵
お

い
ず
み
さ
と

よ
び
泉
郷
断
層
が
い
ず
れ
も
東
傾
斜
の
逆
断
層
で
北
北
西－

南
南
東
の
方
向
に
延
び

て
い
る
。
岩
見
沢
付
近
に
は
確
実
度
二
の
岩
見
沢
断
層
と
栗
沢
断
層
が
北
北
東－

南
南

西
方
向
に
伸
長
す
る
逆
断
層
が
あ
り
、
石
狩
丘
陵
で
は
確
実
度
一
の
地
蔵
沢
断
層
と
同

二
の
当
別
断
層
が
識
別
さ
れ
て
い
る
。
当
別
断
層
は
、
樺
戸
山
地
の
東
縁
部
に
沿
っ
て

沼
田
ま
で
北
東
〜
北
方
向
に
向
き
を
変
え
な
が
ら
断
続
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
正
断
層
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系
で
あ
る
。

こ
れ
ら
活
断
層
の
ほ
か
に
、
野
幌
丘
陵
東
縁
部
の
段
丘
は
東
側
に
傾
斜
し
て
お
り
、

反
対
の
馬
追
丘
陵
西
縁
部
の
段
丘
は
西
側
に
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
両
丘
陵
の
上
昇

と
低
地
の
沈
降
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

活
断
層

最
近
の
地
質
時
代
に
運
動
し
た
こ
と
の
あ
る
断
層
で
、
将
来
も
活
動
す
る
こ
と

が
推
定
さ
れ
る
断
層
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
地
震
に
よ
っ
て
い
る
。
第
四
紀
（
過
去
二
〇

〇
万
年
間
）

に
動
い
た
も
の
を
言
う
場
合
も
あ
る
し
、
明
治
以
降
に
限
定
す
る
場
合

も
あ
る
。
最
近
は
過
去
一
万
年
間
に
動
い
た
も
の
を
言
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
最

近
と
い
う
年
代
は
明
瞭
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。
褶
曲
も
含
め
て
最
近
に
起
き

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
も
の
を
活
構
造
と
い
う
。

確
実
度

活
断
層
の
存
在
の
確
か
さ
を
認
定
す
る
目
安
。
活
断
層
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
に
は
個
人
差
が
あ
る
た
め
、
同
一
の
写
真
や
現
場
で
複
数
の
人
に
よ
る

ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
経
た
上
で
決
定
さ
れ
る
。
確
実
度
一
は
、
確
実
に
活
断
層

で
あ
る
も
の
、
三
は
可
能
性
は
あ
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
。
二
は
、
活
断

層
と
推
定
さ
れ
る
が
一
と
は
い
え
な
い
も
の
な
ど
。

図３－１０ 札幌周辺地質構造図（岡２００５、一部改変）
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第
三
節

千
歳
周
辺
の
地
形
と
地
質
の
特
色

第
一
項

支
笏
火
山
の
噴
火
に
関
連
し
て

埋
め
ら
れ
た
大
地
・
化
石
林

長
沼
低
地
と
勇
払
低
地
は
、
石
狩
低
地
帯
の
主
部
を
な
す
低
地
で
馬
追
丘
陵
を
西
の

端
と
す
る
新
第
三
紀
層
が
分
布
す
る
山
地
と
、
新
第
三
紀
層
か
ら
更
新
世
の
堆
積
物
で

構
成
さ
れ
る
野
幌
丘
陵
（
海
成
段
丘
）
に
挟
ま
れ
た
構
造
的
な
低
地
で
あ
る
。
か
つ
て

石
狩
川
は
、
こ
の
低
地
を
流
下
し
て
勇
払
海
岸
に
注
い
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
（
Ｈ
Ｕ

ｅ
ｔ

ａ
ｌ

二
〇
〇
三
）。
こ
の
低
地
の
東
西
両
丘
陵
の
麓
に
は
河
成
の

段
丘
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
低
地
帯
の
地
下
構
造
の
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
支
笏
火
山
灰
台
地
の
地
下
に
は
標
高
マ
イ
ナ
ス
三
〇
�
と
マ
イ
ナ
ス
四
〇
�
に
二

面
の
段
丘
地
形
が
推
定
さ
れ
て
い
る
（
Ｈ
Ｕ

ｅ
ｔ

ａ
ｌ

前
出
）。
約
五
万
年
前
石
狩
川

は
、
こ
の
支
笏
火
山
灰
台
地
下
の
地
下
標
高
マ
イ
ナ
ス
五
〇
�
よ
り
も
下
を
流
れ
て
勇

払
湾
に
流
れ
込
ん
で
い
た
も
の
で
、
当
時
は
き
わ
め
て
寒
い
気
候
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

約
五
万
年
以
前
の
地
形
は
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
に
復
元
さ
れ
る
が
、
支
笏
火
山
の
爆

発
に
伴
っ
た
降
下
軽
石
堆
積
物
、
特
に
そ
の
最
後
の
産
物
で
あ
る
Ｓ
ｐ
ｆ
ａ
１
（
最
大

層
厚
五
�
以
上
）
が
こ
の
低
地
帯
の
長
沼
以
南
の
ほ
ぼ
全
域
を
覆
い
、
そ
の
直
後
に
流

れ
た
支
笏
火
砕
流
堆
積
物
（
Ｓ
ｐ
ｆ
ｌ
）
に
よ
っ
て
長
都
沼
以
南
は
ほ
ぼ
完
全
に
埋
め

尽
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
Ｓ
ｐ
ｆ
ａ
１
の
量
は
お
お
よ
そ
二
五
立
方
�
で
Ｓ
ｐ
ｆ
ｌ
は

一
〇
〇
立
方
�
と
見
積
ら
れ
て
い
る
（
湊
他
一
九
五
九
）。
こ
の
膨
大
な
量
の
堆
積
物
特

に
降
下
軽
石
堆
積
物
に
よ
っ
て
植
生
は
ほ
ぼ
焼
き
尽
く
さ
れ
、
樹
木
は
立
っ
た
ま
ま
炭

化
し
た
も
の
が
化
石
林
で
あ
る
。

化
石
林
は
、
最
初
に
美
々
の
御
前
水
の
露
頭
で
昭
和
三
十
三
年
に
勝
井
義
雄
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
た
が
、
火
砕
流
堆
積
物
が
分
布
す
る
各
所
で
そ
の
後
続
々
と
見
出
さ
れ
て

い
る
。
樹
木
の
多
く
は
エ
ゾ
マ
ツ
で
、
中
に
は
立
っ
た
ま
ま
焼
か
れ
た
エ
ゾ
マ
ツ
が
、

直
後
に
流
れ
た
支
笏
火
砕
流
堆
積
物
に
よ
っ
て
な
ぎ
倒
さ
れ
た
様
子
を
示
す
も
の
も
あ

る
。
火
砕
流
堆
積
物
は
長
沼
以
南
の
低
地
帯
の
ほ
ぼ
全
域
か
ら
登
別
ま
で
の
地
域
を
覆

い
、
以
後
二
万
年
ほ
ど
は
砂
漠
の
よ
う
な
状
態
が
続
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

火
山
灰
台
地
・
低
い
分
水
嶺

石
狩
低
地
帯
を
取
り
巻
く
台
地
に
は
支
笏
火
山
灰
台
地
と
駒
里
台
地
が
あ
る
。

支
笏
火
山
灰
台
地
は
、
東
西
は
支
笏
湖
の
東
方
丸
山
付
近
か
ら
始
ま
っ
て
駒
里
を
通

過
し
て
馬
追
丘
陵
の
裾
に
至
る
二
四
�
、
南
北
で
は
千
歳
市
街
か
ら
苫
小
牧
に
至
る
二

〇
�
の
三
五
〇
平
方
�
を
言
う
。
駒
里
台
地
と
は
こ
の
う
ち
の
一
部
分
を
特
に
そ
の
よ

う
に
呼
ん
で
い
る
。

支
笏
火
山
灰
台
地
は
、
約
四
万
二
〇
〇
〇
年
前
の
支
笏
火
山
の
破
局
的
噴
火
に
よ
っ

て
流
れ
た
火
砕
流
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
も
の
で
、
丸
山
付
近
で
標
高
二
六
〇
�
、
こ

こ
か
ら
東
方
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
標
高
を
減
じ
て（
平
均
勾
配
一
〇
〇
分
の
一
前
後
）

駒
里
台
地
で
二
五
�
前
後
、
そ
し
て
馬
追
丘
陵
の
裾
野
で
は
標
高
三
〇
〜
四
〇
�
と
な

る
台
地
で
あ
る
。
千
歳
の
市
街
か
ら
支
笏
湖
に
向
か
う
と
道
路
が
頻
繁
に
上
下
す
る
の

を
み
る
が
、
一
般
に
火
山
灰
台
地
は
、
平
坦
一
様
な
も
の
で
は
な
く
こ
の
よ
う
に
幾
つ

か
の
段
差
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
高
度
の
変
換
点
付
近
は
地
下

水
の
湧
出
地
点
と
お
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
イ
ケ
シ
リ
マ
マ
チ
川
の
湧
水

点
（
標
高
九
〇
�
付
近
）、
美
々
川
右
支
川
湧
水
群
（
標
高
三
〇
�
付
近
）、
美
々
川
湧

水
群
（
標
高
一
〇
�
付
近
）
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
ひ
と
つ
に
烏
柵
舞
台
地
と
呼
ば

れ
る
も
の
が
あ
る
。
支
笏
火
山
灰
台
地
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
標
高
二
五
�
前
後
の
駒

里
付
近
（
駒
里
台
地
）
が
、
太
平
洋
と
日
本
海
を
隔
て
る
分
水
界
に
な
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。
千
歳
川
は
こ
の
支
笏
火
山
灰
台
地
の
北
縁
に
沿
っ
て
流
下
し
て
い
る
が
、
駒
里

台
地
に
源
を
発
す
る
祝
梅
川
は
か
つ
て
は
北
流
し
て
オ
サ
ツ
ト
ー
に
流
入
し
て
い
た

が
、
現
在
は
根
志
越
で
千
歳
川
に
注
い
で
い
る
。
同
じ
く
美
々
川
は
南
流
し
て
太
平
洋
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に
注
い
で
い
る
。
ま
た
、
支
笏
湖
東
方
の
丸
山
付
近
を
源
と
す
る
勇
払
川
も
火
山
灰
台

地
の
南
縁
付
近
を
南
東
に
向
か
っ
て
流
れ
、
植
苗
川
や
美
々
川
を
合
し
て
太
平
洋
に
注

い
で
い
る
。
太
平
洋
に
注
ぐ
河
川
の
う
ち
美
々
川
は
、
特
に
谷
頭
浸
食
の
活
発
な
河
川

で
、
こ
れ
ま
で
に
幾
度
も
河
川
争
奪
を
繰
り
返
し
て
き
て
い
る
。

谷
頭
侵
食

谷
の
最
上
流
部
で
行
わ
れ
る
浸
食
作
用
。
こ
の
作
用
で
谷
は
更
に
上
流
側
へ

延
長
さ
れ
る
。

河
川
争
奪

河
川
が
流
域
を
越
え
て
隣
の
河
川
の
水
流
を
奪
う
現
象
。
一
方
の
河
川
の
侵

食
力
が
激
し
く
河
床
高
度
が
低
い
場
合
に
は
、
他
方
の
河
川
流
域
に
食
い
込
み
そ
の
水

流
を
奪
う
。
水
流
を
奪
わ
れ
た
河
川
を
無
能
河
川
と
い
う
。

四
万
年
前
の
気
候
・
古
砂
丘

現
在
の
北
海
道
は
エ
ゾ
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
と
い
っ
た
亜
寒
帯
性
の

針
葉
樹
と
、
カ
ツ
ラ
、
カ
エ
デ
、
ニ
レ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
と
い
っ
た
冷
温
帯

落
葉
広
葉
樹
が
交
じ
り
合
っ
た
汎
針
広
混
交
林
と
呼
ば
れ
る
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
亜
寒
帯
の
タ
イ
ガ
と
冷
温
帯
の
ブ
ナ
林
の
間
に
位
置
す
る
森
林
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
北
海
道
の
森
林
は
、
気
候
変
動
に
敏
感
に
反
応
し
て
、
温
暖
気
候
に
な
れ

ば
エ
ゾ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
は
減
少
し
て
冷
温
帯
落
葉
広
葉
樹
林
へ
移
行
し
、
寒
冷
気
候

に
な
れ
ば
エ
ゾ
マ
ツ
や
グ
イ
マ
ツ
が
増
加
し
て
タ
イ
ガ
へ
と
移
行
す
る
。

石
狩
低
地
帯
南
部
に
お
け
る
最
終
間
氷
期
と
い
わ
れ
る
一
三
〜
一
二
万
年
前
の
植
生

は
、
花
粉
分
析
に
よ
っ
て
現
在
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
洞
爺
火
山
の
噴

火
前
後
か
ら
、
ト
ウ
ヒ
属
、
モ
ミ
属
と
グ
イ
マ
ツ
か
ら
な
る
タ
イ
ガ
の
支
配
す
る
寒
冷

気
候
と
な
っ
て
、
こ
れ
は
五
万
年
前
〜
四
万
七
〇
〇
〇
年
前
頃
の
支
笏
火
山
の
初
期
火

山
活
動
期
ま
で
続
い
た
（Igarashi

一
九
九
四
）。

支
笏
火
山
活
動
の
比
較
的
静
穏
な
時
期
（
四
万
六
〇
〇
〇
年
〜
四
万
二
〇
〇
〇
年
）

に
は
、
ト
ウ
ヒ
属
が
急
減
す
る
と
と
も
に
モ
ミ
属
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
、
グ
イ
マ
ツ
が

優
占
す
る
タ
イ
ガ
が
発
達
し
た
。
湿
原
に
は
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
が
茂
り
コ
ケ
ス
ギ
ラ
ン
と
い

う
シ
ダ
が
生
育
し
、
湿
原
周
辺
は
タ
イ
ガ
の
疎
林
の
開
け
た
景
観
と
な
っ
た
。
モ
ミ
属

を
交
え
な
い
点
か
ら
み
て
、
当
時
の
植
生
は
、
現
在
の
北
サ
ハ
リ
ン
よ
り
も
北
の
東
シ

ベ
リ
ア
の
タ
イ
ガ
の
よ
う
な
環
境
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
さ
ら
に
寒
冷
で
乾

燥
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
年
平
均
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
五
℃
以
下
で
永
久
凍

土
が
発
達
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
支
笏
火
山
の
破
局
的
噴
火
が
始
ま
る
四
万
二
〇
〇
〇

年
前
頃
ま
で
は
、
グ
イ
マ
ツ
、
ハ
イ
マ
ツ
は
や
や
減
少
し
、
ト
ウ
ヒ
属
が
再
び
回
復
し

た
。
こ
の
時
期
は
、
現
在
に
比
べ
て
寒
冷
で
は
あ
る
も
の
の
気
候
が
や
や
温
暖
化
し
、

湿
原
は
縮
小
し
て
、
支
笏
火
山
の
周
辺
地
域
に
は
高
木
の
タ
イ
ガ
が
発
達
し
て
ウ
ト
ナ

イ
地
区
や
札
幌
市
南
区
常
盤
に
は
鬱
蒼
と
し
た
森
林
が
成
立
す
る
静
穏
な
時
期
で
あ
っ

た
。
こ
の
森
林
は
四
万
二
〇
〇
〇
年
前
に
噴
出
し
た
支
笏
降
下
軽
石
堆
積
物
（
Ｓ
ｐ
ｆ

ａ
１
）
に
す
っ
ぽ
り
と
覆
わ
れ
、
緑
の
森
林
地
帯
は
高
温
の
軽
石
の
降
下
に
よ
っ
て
、

焼
か
れ
た
り
埋
め
ら
れ
た
り
し
て
沙
漠
の
よ
う
な
灰
色
の
世
界
に
変
貌
し
た
。
支
笏
降

下
軽
石
の
堆
積
後
に
流
出
し
た
高
温
の
火
砕
流
堆
積
物
（
Ｓ
ｐ
ｆ
ｌ
）
は
、
当
時
の
森

林
や
そ
こ
に
生
息
し
た
動
物
を
焼
き
尽
く
し
て
流
れ
、
谷
を
埋
積
し
て
軽
石
流
の
広
大

な
台
地＝

火
山
灰
沙
漠
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
（
支
笏
火
山
灰
台
地
）。
植
物
に
覆
わ
れ

な
い
こ
の
大
地
は
雨
や
風
に
よ
っ
て
た
や
す
く
崩
れ
、
容
易
に
侵
食
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
さ
ら
に
乾
燥
気
候
の
も
と
、
裸
出
し
た
火
山
噴
出
物
は
季
節
風
に
巻
き
上
げ
ら

れ
、
二
次
的
に
堆
積
し
て
川
沿
い
に
内
陸
古
砂
丘
を
形
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
陸
古
砂

丘
は
、
二
万
八
〇
〇
〇
年
前
〜
二
万
二
〇
〇
〇
年
前
頃
に
形
成
さ
れ
（
北
川
他
一
九
七

四
）、
千
歳
川
や
石
狩
川
沿
い
に
か
つ
て
は
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
た
。
現
在
そ
れ
ら

の
ほ
と
ん
ど
は
、
開
発
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
祝
梅
三
角
山
遺
跡
周
辺
、

コ
ム
カ
ラ
峠
、
丸
子
山
遺
跡
あ
る
い
は
旧
長
都
沼
周
辺
で
は
現
在
で
も
砂
丘
が
発
掘
さ

れ
た
り
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
空
中
写
真
か
ら
推
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
図
３－

１１
）。
こ
の
支
笏
火
山
灰
台
地
は
、
植
物
に
と
っ
て
は
厳
し
い
環
境
の
た
め
、
石
狩
低

地
帯
南
部
で
は
Ｓ
ｐ
ｆ
ｌ
噴
出
後
の
植
生
の
情
報
は
少
な
い
が
、
石
狩
低
地
帯
北
部
で
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は
三
万
四
〇
〇
〇
年
前
に
ツ
ガ
属
、
ニ
レ
属
、
コ
ナ
ラ
属
な
ど
か
ら
な
る
冷
温
帯
林
が

成
立
し
、
海
に
は
サ
ル
ボ
ウ
な
ど
の
現
在
の
石
狩
湾
よ
り
暖
か
い
水
温
を
好
む
貝
が
棲

息
し
て
い
た
（
赤
松
・
松
下
一
九
八
四
）。
こ
の
よ
う
に
二
万
六
〇
〇
〇
年
〜
二
万
九
〇

〇
〇
年
前
頃
に
は
一
時
的
に
気
候
が
回
復
し
た
（
亜
間
氷
期
）。

し
か
し
そ
の
後
、
最
終
氷
期
の
本
格
的
な
寒
冷
期
が
二
万
五
〇
〇
〇
年
前
か
ら
一
万

五
〇
〇
〇
年
前
に
訪
れ
、
中
で
も
一
万
八
〇
〇
〇
年
前
は
最
寒
冷
期
と
な
っ

た
。
年
平
均
気
温
は
少
な
く
と
も
数
度
低
下
し
、
乾
燥
気
候
と
な
り
、
日
高

山
脈
の
山
頂
部
に
は
氷
河
が
輝
き
、
低
地
に
は
不
連
続
的
に
永
久
凍
土
が
形

成
さ
れ
た
。
海
面
は
一
二
〇
�
以
上
低
下
し
、
海
岸
線
は
数
十
�
後
退
し
て

大
陸
棚
が
姿
を
現
し
、
湿
地
化
し
た
そ
の
場
に
泥
炭
が
形
成
さ
れ
た
。
二
万

三
〇
〇
〇
年
前
頃
の
音
江
別
川
流
域
（
北
広
島
市
）
で
は
、
ト
ウ
ヒ
属
と
グ

ち
ゅ
う
み
つ

イ
マ
ツ
が
優
勢
で
、
モ
ミ
属
、
マ
ツ
属
を
わ
ず
か
に
伴
う
稠
密
な
タ
イ
ガ

が
発
達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
支
笏
湖
周
辺
も
同
じ
で
あ
っ
た
（
五
十
嵐
・
熊

野
一
九
八
一
）。
こ
の
時
期
、
宗
谷
海
峡
、
タ
タ
ー
ル
海
峡
は
陸
化
し
て
、
シ

ベ
リ
ア
、
サ
ハ
リ
ン
と
北
海
道
は
つ
な
が
り
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
は
サ
ハ
リ
ン

を
経
由
し
て
北
海
道
へ
動
物
や
植
物
が
往
来
し
た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
域

の
浅
海
底
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
マ
ン
モ
ス
の
臼
歯
群
は
、
二
万
年
前
に
当

時
の
海
岸
低
地
に
マ
ン
モ
ス
が
棲
息
し
た
事
実
を
示
し
て
い
る
（
五
十
嵐
二

〇
〇
七
）。

気
候
は
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
か
ら
短
期
間
の
激
し
い
寒
暖
を
繰
り
返
し
な

が
ら
温
暖
化
し
て
完
新
世
（
後
氷
期
）
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
。
ウ
ト
ナ
イ

沼
周
辺
に
は
、
グ
イ
マ
ツ
と
ト
ウ
ヒ
属
か
ら
な
る
タ
イ
ガ
と
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ

サ
科
や
コ
ケ
ス
ギ
ラ
ン
の
茂
る
湿
原
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
の
後
一
万
年
前

〜
七
〇
〇
〇
年
前
に
は
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
コ
ナ
ラ
属
が
増
加
し
、
同

時
に
ク
ル
ミ
属
、
ニ
レ
属
、
カ
バ
ノ
キ
属
、
ハ
ン
ノ
キ
属
な
ど
も
若
干
進
出

し
て
、
生
き
残
っ
た
グ
イ
マ
ツ
と
共
存
し
た
。
草
原
で
は
コ
ケ
ス
ギ
ラ
ン
が
さ
ら
に
旺

盛
に
な
り
、
七
五
〇
〇
年
前
に
は
コ
ナ
ラ
属
の
急
増
と
時
を
同
じ
く
し
て
氷
期
に
栄
え

た
グ
イ
マ
ツ
は
絶
滅
し
た
。
そ
の
後
は
コ
ナ
ラ
属
を
主
と
し
て
多
種
の
冷
温
帯
落
葉
広

葉
樹
と
ト
ウ
ヒ
属
、
モ
ミ
属
の
混
じ
る
森
林
が
ウ
ト
ナ
イ
沼
周
辺
に
成
立
し
現
在
に

至
っ
た
。
北
海
道
に
広
く
見
ら
れ
る
森
林
は
、
こ
の
頃
成
立
し
た
の
で
あ
る
（
五
十
嵐

図３－１１ 千歳周辺の古砂丘分布図（千歳市１９９６）
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前
出
）。

第
二
項

河
川
の
営
み
と
湖
沼

支
笏
湖

支
笏
湖
は
、
面
積
七
八
・
七
六
平
方
�
に
、
湖
岸
長
四
〇
・
三
�
、
最
大
水
深
三
六

三
・
〇
�
（
平
均
二
六
五
・
四
�
）、
平
均
水
面
標
高
二
四
八
�
、
集
水
面
積
二
二
二

平
方
�
、
貯
水
容
量
二
〇
・
九
立
方
�
の
大
き
さ
を
も
つ
平
面
的
に
は
中
央
部
が
く
び

ま
ゆ

れ
た
繭
型
の
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
。
こ
の
湖
に
注
ぐ
河
川
は
、
千
歳
川
上
流
（
美
笛

川
）、
シ
リ
セ
ツ
ナ
イ
川
、
オ
コ
タ
ン
ぺ
川
、
フ
レ
ナ
イ
川
、
ニ
ナ
ル
川
な
ど
五
河
川

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
、
恵
庭
岳
、
風
不
死
岳
の
山
裾
に
は
沢
山
の
沢
型
が
刻
ま
れ

か

て
い
る
が
す
べ
て
涸
れ
沢
で
強
い
雨
の
時
し
か
流
水
を
見
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
美

笛
川
の
上
流
に
は
モ
シ
ル
ン
美
笛
川
や
草
笛
川
な
ど
五
つ
の
支
川
が
あ
る
。

支
笏
湖
か
ら
流
出
す
る
河
川
は
湖
畔
か
ら
の
千
歳
川
一
つ
だ
け
で
そ
の
ほ
か
に
は
な

い
。
支
笏
湖
か
ら
の
流
出
総
量
は
年
間
お
お
よ
そ
五
億
立
方
�
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。

支
笏
湖
の
湖
面
水
位
は
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
に
二
�
ほ
ど
上
昇
し
て
二
五
〇

�
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
年
間
を
通
じ
て
二
四
八
�
（
冬
季
渇
水
期
）〜
二
四
九

�
（
秋
季
降
水
期
）
で
ほ
ぼ
一
定
し
て
お
り
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ

て
流
入
す
る
上
記
五
河
川
の
年
間
総
量
も
五
億
立
方
�
く
ら
い
と
思
わ
れ
る
が
、
正
確

な
と
こ
ろ
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
（
支
笏
湖
の
水
と
チ
ッ
プ
の
会
二
〇
〇
七
）。

湖
水
の
水
質
は
、
平
面
的
に
も
鉛
直
的
に
も
陽
イ
オ
ン
組
成
と
陰
イ
オ
ン
組
成
が
ほ

ぼ
同
程
度
に
あ
る
中
間
型
で
か
つ
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
型
を
示
し
て
変
化
が
な
い
。
溶
存

酸
素
量
（
Ｄ
Ｏ
）
は
最
深
部
（
三
六
三
�
）
で
も
表
層
と
同
じ
く
飽
和
状
態
（
一
〇
mg/l
）

に
あ
り
、
有
機
物
量
の
指
標
と
な
る
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
は
環
境
基
準
値

（
一
mg/l
）
を
満
足
し
て
い
る
。
湖
水
の
滞
留
時
間
を
湖
水
の
流
出
量
と
貯
水
量
か
ら
計

算
し
、
放
射
性
同
位
体
の
ト
リ
チ
ウ
ム
を
逐
次
混
合
流
出
モ
デ
ル
で
計
算
す
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
五
五
年
と
六
〇
年
に
な
り
、
道
内
の
湖
沼
中
で
も
飛
び
ぬ
け
て
長
い
（
板
谷
二

〇
〇
七
）。

湖
水
の
水
質
を
決
定
す
る
の
は
、
流
入
す
る
五
河
川
の
う
ち
特
に
美
笛
川
と
オ
コ
タ

ン
川
、
オ
コ
タ
ン
か
ら
ポ
ロ
ピ
ナ
イ
に
か
か
る
区
間
の
温
泉
水
お
よ
び
雨
水
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
湖
盆
内
で
混
合
さ
れ
て
先
に
述
べ
た
水
質
が
形
成
さ
れ
る
が
、
美
笛
川
対
オ

コ
タ
ン
川
対
雨
水
対
温
泉
水
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
与
率
を
み
る
と
二
九
対
一
〇
対
六
二
対
九

と
な
る
（
板
谷
前
出
）。
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
水
質
が
先
に
述
べ
た
よ
う
に

ど
こ
で
も
同
じ
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
ほ
ぼ
完
全
に
混
合
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
そ
の
要
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

湖
水
は
、
温
度
の
分
布
状
態
か
ら
三
層
構
造
を
し
て
い
る
。
表
面
か
ら
お
お
よ
そ
マ

イ
ナ
ス
五
〇
�
ま
で
は
年
間
を
通
じ
て
二
〇
数
℃
〜
三
℃
前
後
ま
で
に
変
化
す
る
変
動

帯
で
、
マ
イ
ナ
ス
五
〇
�
か
ら
マ
イ
ナ
ス
一
五
〇
�
ま
で
は
ほ
ぼ
一
直
線
に
三
・
七
℃

に
向
か
っ
て
低
下
す
る
漸
移
帯
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
一
五
〇
�
以
深
は
三
・
七
℃
（
い

ず
れ
も
摂
氏
温
度
）
で
一
定
に
な
る
安
定
帯
の
三
つ
で
あ
る
（
相
山
他
一
九
九
六
）。
こ

の
よ
う
に
き
ち
ん
と
成
層
構
造
を
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
湖
水
の
水
質
は
も
ち
ろ

ん
、
Ｄ
Ｏ
、
安
定
同
位
体
、
放
射
性
同
位
体
す
べ
て
が
平
面
的
に
も
鉛
直
的
に
も
同
じ

な
の
は
、
湖
水
の
密
度
が
年
に
一
度
ま
た
は
二
度
、
四
月
か
ら
五
月
に
そ
の
成
層
構
造

が
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
に
湖
水
は
混
合
す
る

が
、
そ
れ
を
ほ
ぼ
六
〇
年
か
け
て
六
〇
回
以
上
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
表
層
水
も
深

部
の
水
も
全
く
同
じ
水
質
を
示
す
様
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
支
笏
湖
は
、

冬
季
に
も
表
層
水
温
が
四
℃
ま
で
下
が
ら
な
い
『
温
暖
一
回
循
環
湖
』
と
表
層
水
温
が

最
高
で
四
℃
以
上
に
な
り
、
最
低
が
四
℃
以
下
と
な
る
『
二
回
循
環
湖
』
の
性
質
を
併

せ
て
持
っ
て
い
る
た
め
に
、
水
質
の
平
面
的
、
垂
直
的
な
混
合
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
岡
田
二
〇
〇
七
）。

成
層
構
造

地
圏
、
水
圏
、
気
圏
に
見
ら
れ
る
層
状
を
な
す
構
造
。
支
笏
湖
で
は
、
水
温

５８
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の
変
動
状
態
に
よ
る
三
層
構
造
が
あ
り
、
大
気
圏
で
は
大
気
の
組
成
に
よ
っ
て
、
下
か

ら
上
に
向
か
っ
て
対
流
圏
、
成
層
圏
、
中
間
圏
、
電
離
圏
の
よ
う
に
層
状
を
な
し
て
い

る
。

千
歳
川

千
歳
川
は
支
笏
湖
西
方
の
フ
レ
岳
（
標
高
一
〇
四
六
�
）
を
源
と
し
て
美
笛
の
滝
付

近
ま
で
南
流
し
た
あ
と
東
流
し
て
支
笏
湖
に
至
り
、
支
笏
湖
畔
（
標
高
二
四
〇
�
）
か

ら
四
〇
�
落
下
し
た
あ
と
は
平
均
一
対
一
一
〇
の
勾
配
を
も
っ
て
東
流
し
て
千
歳
に
至

り
、
根
志
越
付
近
か
ら
は
平
均
一
対
七
〇
〇
〇
の
き
わ
め
て
緩
や
か
な
勾
配
を
も
っ
て

北
流
し
て
江
別
で
石
狩
川
に
合
流
す
る
、
長
さ
一
〇
八
�
、
流
域
面
積
一
二
四
四
平
方

�
の
一
級
河
川
石
狩
川
の
第
一
次
支
川
で
あ
る
。
千
歳
川
は
千
歳
市
街
に
至
る
あ
い
だ

に
王
子
第
三
発
電
所
の
下
流
で
紋
別
川
を
、
ユ
ウ
ナ
イ
沢
を
同
第
四
発
電
所
の
上
流

で
、
更
に
内
別
川
を
蘭
越
で
合
わ
せ
な
が
ら
市
街
地
に
至
っ
て
マ
マ
チ
川
を
合
し
、
さ

ら
に
根
志
越
で
祝
梅
川
を
合
わ
せ
て
北
流
し
て
い
る
。
根
志
越
か
ら
北
で
は
、
主
な
も

わ
っ
つ

の
で
は
右
支
川
の
剣
淵
川
、
旧
夕
張
川
、
左
支
川
の
長
都
川
、
漁
川
、
島
松
川
、
輪
厚

川
、
裏
の
沢
川
な
ど
が
千
歳
川
に
流
入
し
て
い
る
。

千
歳
川
は
、
フ
レ
岳
か
ら
支
笏
湖
ま
で
は
新
第
三
紀
の
火
山
岩
類
や
同
質
の
火
山
砕

屑
岩
類
の
分
布
域
を
流
れ
、
湖
畔
か
ら
千
歳
市
街
地
ま
で
は
支
笏
火
山
の
軽
石
流
堆
積

物
が
形
作
る
火
山
灰
台
地
を
削
り
な
が
ら
流
れ
下
っ
て
い
る
。
千
歳
市
街
地
か
ら
は
、

主
に
第
四
紀
更
新
世
か
ら
完
新
世
の
泥
炭
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
河
成
堆
積
物
の
分
布
す

る
平
均
標
高
七
�
の
長
沼
低
地
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
流
れ
、
北
広
島
市
の
北
島
付
近
か
ら

の
っ
ぽ
ろ

流
路
が
西
に
偏
っ
た
ま
ま
野
幌
丘
陵
の
東
側
を
流
れ
て
江
別
で
石
狩
川
に
注
い
で
い

る
。
平
均
勾
配
が
七
〇
〇
〇
分
の
一
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
地
域
で
あ
り
、
そ
の
た

め
千
歳
川
は
著
し
く
蛇
行
し
て
い
る
。
千
歳
川
は
大
正
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
河
道
の

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
や
、
運
河
・
排
水
路
な
ど
の
河
川
改
修
事
業
に
よ
っ
て
当
初
の
面
影

は
失
く
し
つ
つ
あ
る
が
大
正
九
年
以
前
は
現
在
よ
り
も
さ
ら
に
東
側
を
流
れ
て
、
オ
サ

ツ
ト
ー
（
長
都
沼
）
や
マ
オ
イ
ト
ー
（
馬
追
沼
）
な
ど
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
れ
以
前

に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
な
ど
の
開
発
の
手
が
入
っ
て
い
る
た
め
旧
流
路
の
推
定
は
困

難
で
、
空
中
写
真
か
ら
の
判
読
も
容
易
で
は
な
い
。
た
だ
、
オ
サ
ツ
ト
ー
や
マ
オ
イ
ト
ー

か
ん
よ
う

な
ど
が
千
歳
川
に
よ
っ
て
涵
養
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
千
歳
川
は
南
部

長
沼
低
地
の
東
端
か
ら
西
端
ま
で
の
あ
い
だ
を
河
道
を
変
え
な
が
ら
流
れ
、
新
水
路
へ

の
切
り
替
え
に
よ
り
最
終
的
に
現
在
の
位
置
に
定
ま
っ
た
。

扇
状
地

漁
川
と
千
歳
川
が
長
沼
低
地
に
か
か
る
部
分
に
小
規
模
な
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
て
い

る
。
蘭
越
（
標
高
九
〇
�
）
か
ら
千
歳
市
街
地
（
市
役
所
地
点
で
一
三
�
）
ま
で
比
較

的
早
く
流
れ
る
千
歳
川
は
、
根
志
越
橋
の
付
近
で
標
高
八
�
ほ
ど
の
高
さ
に
な
る
。
河

川
勾
配
が
こ
の
よ
う
に
急
変
す
る
あ
た
り
に
小
規
模
な
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
そ
の
上
に

千
歳
市
街
地
が
発
達
し
て
い
る
。

千
歳
川
扇
状
地
の
様
子
は
ほ
と
ん
ど
開
析
さ
れ
て
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
扇
頂

部
は
千
歳
川
が
国
道
３６
号
線
と
交
わ
る
位
置
よ
り
も
五
〇
〇
�
ほ
ど
上
流
付
近
に
あ

り
、
先
端
部
は
祝
梅
か
ら
北
西
の
弥
生
付
近
と
思
わ
れ
る
。
支
笏
湖
か
ら
こ
こ
ま
で
東

方
に
向
っ
て
流
れ
て
い
た
千
歳
川
は
、
扇
状
地
を
形
成
し
な
が
ら
流
路
を
北
東
か
ら
北

方
に
曲
げ
て
流
れ
る
。

漁
川
扇
状
地
は
漁
川
が
恵
庭
市
街
に
入
る
付
近
の
標
高
と
長
沼
低
地
と
の
標
高
差
が

極
め
て
小
さ
い
た
め
に
扇
状
地
の
規
模
は
比
較
的
小
さ
く
、
よ
ほ
ど
注
意
を
払
わ
な
け

れ
ば
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、
標
高
差
が
小
さ
く
扇
状
地
自
体
が
低
地
に
形
成
さ
れ
た

た
め
、
恵
庭
市
街
地
の
主
要
道
路
・
堤
防
は
自
然
地
盤
よ
り
高
い
位
置
に
作
ら
れ
て
い

る
。

沼（
一
）
オ
サ
ツ
ト
ー
（
長
都
沼
）

扇
状
地
を
出
た
千
歳
川
は
緩
や
か
な
流
れ
と
な
っ
て
長
沼
低
地
を
広
大
な
湿
地
を
作

第３章 千歳の生い立ち
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り
な
が
ら
北
流
す
る
が
、
そ
の
中
に
広
い
面
積
を
占
め
て
沼
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
が

オ
サ
ツ
ト
ー
で
、
最
も
広
が
っ
た
と
き
は
三
・
九
平
方
�
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
沼
の

水
深
は
最
大
二
�
で
平
均
水
深
は
数
十
�
で
あ
っ
た
。
長
沼
低
地
帯
に
は
、
か
つ
て
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
沼
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
成
因
は
様
々
で
あ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
が
河
川
の
氾
濫
水
が
低
地
の
そ
の
中
で
も
一
段
と
低
い
地
域
に
溜
ま
っ
て
で

き
た
も
の
で
、
現
在
で
も
そ
の
名
残
の
沼
や
池
跡
が
点
在
し
て
い
る
。
オ
サ
ツ
ト
ー
も

そ
の
ひ
と
つ
で
か
つ
て
こ
こ
に
は
、
千
歳
川
の
ほ
か
に
長
都
川
、
ユ
カ
ン
ボ
シ
川
、
祝

梅
川
が
流
入
し
て
い
た
。

長
沼
低
地
帯
は
、
有
史
以
来
幾
度
も
洪
水
氾
濫
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
昭
和
十
六
（
一

九
四
一
）
年
に
長
都
沼
切
り
替
え
排
水
路
工
事
が
開
始
さ
れ
、
戦
争
で
一
時
中
断
し
た

も
の
の
戦
後
、
延
長
一
七
〇
〇
�
が
開
削
さ
れ
て
長
都
沼
の
排
水
が
開
始
さ
れ
た
（
大

学
排
水
路
）。
さ
ら
に
、
二
十
六
年
か
ら
四
十
四
年
に
か
け
て
千
歳
川
が
新
水
路
に
切

り
替
え
ら
れ
た
た
め
長
都
沼
へ
の
水
の
供
給
が
断
た
れ
、
剣
淵
川
は
馬
追
沼
へ
の
供
給

が
断
た
れ
た
こ
と
か
ら
新
水
路
で
千
歳
川
に
合
流
し
、
さ
ら
に
三
十
八
年
に
は
祝
梅
川

の
千
歳
川
新
水
路
へ
の
切
り
替
え
に
よ
っ
て
長
都
沼
へ
の
水
の
供
給
は
完
全
に
断
た
れ

た
。
そ
の
後
、
六
十
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
国
営
灌
漑
排
水
事
業
が
平
成
六
（
一
九
九

四
）
年
に
終
了
す
る
の
に
伴
っ
て
オ
サ
ツ
ト
ー
は
完
全
に
消
滅
し
、
現
在
は
ネ
シ
コ
シ

排
水
路
（
広
幅
排
水
路
）
に
わ
ず
か
に
そ
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。

（
二
）
マ
オ
イ
ト
ー
（
馬
追
沼
）

オ
サ
ツ
ト
ー
の
北
か
ら
北
東
側
に
あ
っ
た
も
の
が
マ
オ
イ
ト
ー
で
、
往
時
マ
オ
イ

ト
ー
は
南
の
オ
サ
ツ
ト
ー
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。面
積
は
一
・
九
平
方
�
で
、剣
淵
川
・

馬
追
川
が
流
入
し
て
い
た
。
な
お
、
洪
水
時
に
は
オ
サ
ツ
ト
ー
、
マ
オ
イ
ト
ー
合
わ
せ

て
一
四
〇
〇
�
に
及
ぶ
沼
沢
地
と
な
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
沼
は
か
つ
て
は
洪
水
時
の
遊

水
地
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第
四
節

生
活
に
関
係
す
る
地
質
現
象

第
一
項

地
下
水

河
川
は
主
と
し
て
降
水
（
雨
・
雪
）
と
地
下
水
に
よ
っ
て
涵
養
さ
れ
、
地
下
水
は
降

水
と
河
川
水
に
よ
っ
て
涵
養
さ
れ
る
。
地
下
水
は
一
般
の
人
が
目
に
す
る
機
会
は
少
な

い
が
、
千
歳
周
辺
に
は
地
下
水
が
湧
き
出
す
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る（
図
３－

１２
）。

特
に
、
千
歳
周
辺
の
広
い
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
支
笏
火
山
灰
台
地
に
は
湧
水
地
点
が

多
い
。
例
え
ば
、
駒
里
台
地
に
あ
る
美
々
川
の
左
右
源
頭
部
付
近
、
イ
ケ
シ
リ
マ
マ
チ

川
、
内
別
川
上
流
、
さ
ら
に
勇
払
川
の
源
頭
部
付
近
な
ど
に
あ
り
、
い
ず
れ
の
場
所
で

も
、
地
下
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
し
て
い
る
。
一
般
に
地
下
水
は
、
特
定
の
地
層
が

地
表
に
出
て
い
る
と
こ
ろ
に
湧
き
出
す
傾
向
が
あ
る
。
駒
里
台
地
で
は
、
恵
庭
火
山
が

噴
き
出
し
た
火
山
灰
層
（
Ｅ
ｎ－

ａ
）
の
中
か
ら
湧
き
出
し
て
祝
梅
川
の
源
に
な
っ
て

い
る
。
美
々
川
の
左
源
頭
部
付
近
は
湧
水
点
が
多
く
観
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
特
に
左

岸
側
か
ら
の
湧
水
は
す
べ
て
支
笏
降
下
軽
石
層
（
Ｓ
ｐ
ｆ
ａ
１
）
ま
た
は
そ
の
直
上
部

に
じ

の
支
笏
軽
石
流
堆
積
物
層
（
Ｓ
ｐ
ｆ
ｌ
層
）
か
ら
湧
き
出
す
か
滲
み
だ
し
て
い
る
。
右

源
頭
部
の
千
歳
湖
付
近
で
は
恵
庭
火
山
灰
層
（
Ｅ
ｎ－

ａ
）
か
ら
湧
水
し
て
い
る
。
イ

ケ
シ
リ
マ
マ
チ
川
で
は
、
樽
前
火
山
灰
層
（
Ｔ
ａ－

ｂ
・
ｃ
）
か
ら
湧
い
て
お
り
、
こ

こ
で
は
川
底
か
ら
湧
き
出
す
様
子
が
観
察
で
き
る
。
内
別
川
で
は
、
支
笏
軽
石
流
堆
積

物
層
（
Ｓ
ｐ
ｆ
ｌ
層
）
か
ら
水
面
を
押
し
の
け
る
よ
う
な
勢
い
で
盛
ん
に
湧
き
出
し
て

い
る
。
美
々
川
右
支
川
の
美
沢
川
、
ペ
ン
ケ
ナ
イ
川
、
パ
ン
ケ
ナ
イ
川
な
ど
は
す
べ
て

樽
前
火
山
灰
層
（
Ｔ
ａ－

ｂ
）
か
ら
の
湧
水
が
そ
の
源
で
あ
る
。
勇
払
川
の
源
頭
部
で

は
樽
前
火
山
灰
層
（
Ｔ
ａ－

ｂ
）
ま
た
は
そ
れ
を
覆
う
河
床
堆
積
物
の
隙
間
か
ら
湧
い

て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
（
Ｈ
Ｕ

ｅ
ｔ

ａ
ｌ

前
出
）。

な
お
、
駒
里
台
地
上
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
内
の
池
に
溜
ま
っ
て
い
る
水
は
、
Ｅ
ｎ－

ａ

層
か
ら
の
湧
水
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
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地
下
水
の
水
質
も
火
山
灰
層
中
の
も
の
は
一
般
に
良
好
で
あ
る
が
、
浅
い
部
分
か
ら

の
湧
水
の
水
質
は
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
他
に
、
遠
浅
川
、
ア
ウ
サ
リ
川
の
源
頭
部
や
フ
モ
ン
ケ
川
の
馬
追
丘
陵
の

麓
沿
い
な
ど
で
は
新
第
三
紀
層
か
ら
の
小
規
模
な
湧
水
が
あ
る
。

支
笏
火
山
灰
台
地
の
地
下
に
は
複
数
の
帯
水
層
が
あ
り
、
推
定
三
〇
億
立
方
�
の
地

下
水
が
あ
る
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
浅
部
に
あ
る
Ｓ
ｐ
ｆ
ｌ
〜
Ｓ
ｐ
ｆ
ａ
１

層
中
の
地
下
水
は
良
好
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
深
部
の
Ｓ
ｐ
ｆ
ａ
７－

１０
や
さ
ら
に
そ

の
下
の
更
新
統
堆
積
物
中
の
地
下
水
の
水
質
は
全
般
的
に
不
良
で
あ
る
（
Ｈ
Ｕ

ｅ
ｔ

ａ
ｌ

前
出
）。
な
お
、
駒
里
台
地
よ
り
北
側
に
あ
る
長
沼
低
地
で
は
、
支
笏
火
山
灰
層

が
分
布
し
な
い
か
あ
る
い
は
薄
い
場
所
に
は
厚
い
粘
土
〜
シ
ル
ト
層
が
あ
る
こ
と
か
ら

多
量
の
地
下
水
は
期
待
で
き
な
い
し
、
水
質
も
良
好
と
は
い
え
な
い
。

第
二
項

土

壌

千
歳
市
域
の
表
面
を
覆
っ
て
い
る
の
は
樽
前
火
山
噴
出
物
の
火
山
灰
で
あ
る
。
樽
前

火
山
の
噴
出
物
は
八
九
〇
〇
年
前
の
Ｔ
ａ－

ｄ
、
二
五
〇
〇
年
前
の
Ｔ
ａ－

ｃ
、
寛
文

七
（
一
六
六
七
）
年
の
Ｔ
ａ－

ｂ
そ
し
て
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
の
Ｔ
ａ－

ａ
の
大

き
く
四
層
が
あ
る
。
各
々
は
す
べ
て
降
下
軽
石
又
は
火
山
灰
で
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
い
だ
に

ロ
ー
ム
ま
た
は
黒
色
腐
植
土
層
を
挟
ん
で
い
る
。
各
軽
石
層
の
厚
さ
は
場
所
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
Ｔ
ａ－

ｄ
は
二
五
〇
�
〜
二
〇
�
、
Ｔ
ａ－

ｃ
は
二
〇
〇
�
〜
一
〇
�
、

Ｔ
ａ－

ｂ
は
三
二
〇
�
〜
二
〇
�
そ
し
て
Ｔ
ａ－

ａ
は
八
〇
�
〜
二
〇
�
で
あ
る
。
挟

ま
れ
る
ロ
ー
ム
ま
た
は
黒
色
腐
植
土
層
の
厚
さ
は
、
一
〇
〇
�
〜
数
�
に
わ
た
っ
て
い

る
。
降
下
軽
石
は
、
土
壌
化
し
に
く
い
が
、
ロ
ー
ム
層
は
本
来
火
山
灰
の
二
次
堆
積
物

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
土
壌
化
し
や
す
い
。
黒
色
腐
植
土
層
は
、
植
物
を
起
源
と
し

て
そ
の
あ
い
だ
に
細
粒
の
岩
片
や
火
山
灰
な
ど
を
含
む
も
の
で
土
壌
化
し
や
す
い
が
、

全
体
に
新
し
く
な
る
ほ
ど
層
厚
が
薄
く
な
る
た
め
厚
層
の
土
壌
形
成
に
は
至
っ
て
い
な

図３－１２ 支笏火山灰台地の湧水分布図（HU et al. ２００３）
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い
。
し
た
が
っ
て
、
千
歳
市
域
の
農
耕
に
有
用
な
自
然
土
壌
は
、
河
川
の
氾
濫
原
堆
積

域
に
限
ら
れ
て
い
る
。

土
壌
の
分
布
を
や
や
詳
し
く
見
る
と
（
図
３－

１３
）、
北
は
千
歳
市
域
の
ほ
ぼ
す
べ

て
、
東
は
馬
追
丘
陵
、
西
は
支
笏
湖
の
東
側
、
南
は
勇
払
海
岸
に
至
る
地
域
は
ほ
ぼ
火

山
放
出
物
未
熟
土
、
積
層
放
出
物
未
熟
土
で
構
成
さ
れ
、
千
歳
扇
状
地
か
ら
下
流
の
長

沼
低
地
南
部
の
オ
サ
ツ
ト
ー
・
マ
オ
イ
ト
ー
お
よ
び
恵
庭
市
の
千
歳
川
と
漁
川
に
挟
ま

れ
た
北
島
周
辺
に
は
湿
性
火
山
放
出
物
未
熟
土
、
下
層
低
地
湿
性
放
出
物
未
熟
土
ま
た

は
下
層
泥
炭
湿
性
放
出
物
未
熟
土
に
分
類
さ
れ
る
土
層
が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り

北
側
の
長
沼
低
地
中
部
は
灰
色
低
地
土
か
ら
一
部
グ
ラ
イ
低
地
土
を
交
え
、
さ
ら
に
長

沼
低
地
北
部
は
グ
ラ
イ
低
地
土
を
主
体
と
す
る
低
位
〜
高
位
の
泥
炭
土
と
な
っ
て
い

る
。

火
山
放
出
物
未
熟
土

約
二
五
〇
年
前
か
ら
六
〇
〇
年
前
に
放
出

さ
れ
た
新
し
い
粗
粒
質
な
火
山
灰
（
千
歳
市
域
で
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
樽
前
火
山
起
源
）
が
厚
さ
二
〇
�
以
上
堆
積
す
る
未
熟

な
土
壌
で
、
地
表
部
の
腐
食
の
集
積
も
少
な
い
土
。
こ
れ
は
粗

粒
で
乾
燥
し
や
す
い
が
多
孔
質
な
た
め
保
水
性
が
よ
く
、
比
較

的
容
易
に
耕
地
化
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
粗
粒
質
火
山
灰
層
の

下
位
に
は
腐
食
層
が
あ
る
の
で
混
層
又
は
反
転
に
よ
る
土
層
改

良
が
行
わ
れ
や
す
い
。
た
だ
し
火
山
灰
が
厚
い
場
合
に
は
農
耕

に
は
適
さ
な
い
。

積
層
放
出
物
未
熟
土

放
出
物
未
熟
土
と
い
う
の
は
粗
粒
質
な
火

山
灰
が
五
〇
�
以
上
堆
積
す
る
も
の
で
一
般
に
未
耕
地
が
多

い
。
積
層
放
出
物
と
は
粗
粒
質
な
火
山
灰
層
が
薄
く
（
二
〇
〜

五
〇
�
）、
下
部
に
異
種
の
火
山
灰
層
が
累
積
す
る
も
の
の
こ
と

で
あ
る
。
千
歳
周
辺
で
は
Ｔ
ａ－

ａ
層
の
下
に
黒
色
腐
植
土
層

を
挟
ん
で
Ｔ
ａ－

ｂ
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
土
壌
改
良
が
行
わ
れ
て
い
る
。

湿
性
火
山
放
出
未
熟
土

粗
粒
質
な
火
山
灰
が
厚
く
、
五
〇
�
以
上
堆
積
す
る
湿
潤
地

で
、
主
と
し
て
勇
払
原
野
に
分
布
し
て
お
り
、
他
の
地
域
で
は
水
田
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。

下
層
低
地
湿
性
放
出
物
未
熟
土

粗
粒
質
な
火
山
灰
が
薄
く
（
二
〇
〜
五
〇
�
）、
下
部

に
排
水
の
悪
い
低
地
の
土
層
（
灰
色
低
地
土
、
グ
ラ
イ
低
地
土
）
が
現
れ
る
も
の
。
主

に
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
下
層
土
は
細
粒
質
で
、
埋
没
腐
食
層
を
持
つ
も
の

が
多
い
が
、
長
都
沼
で
は
表
層
に
薄
い
泥
炭
層
が
覆
っ
て
い
る
。

下
層
泥
炭
湿
性
放
出
物
未
熟
土

粗
粒
質
な
火
山
灰
が
薄
く
（
二
〇
〜
五
〇
�
）、
そ
の

下
部
に
泥
炭
層
（
低
位
泥
炭
層
）
が
現
れ
る
も
の
。
ウ
ト
ナ
イ
沼
周
辺
で
は
湿
原
と
な
っ図３－１３ 千歳周辺の土壌図（北海道農業試験場１９８５、一部加筆）
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て
お
り
、
千
歳
の
一
部
で
は
水
田
と
な
っ
て
い
る
。

灰
色
低
地
土

排
水
が
悪
く
地
表
か
ら
五
〇
�
以
内
に
あ
っ
て
、
灰
色
を
呈
し
鉄
さ
び
斑

を
持
つ
低
地
土
壌
。
土
性
は
細
粒
質
が
主
体
で
あ
る
が
、
排
水
が
悪
く
、
粘
質
な
も
の

が
多
い
の
で
畑
作
に
は
十
分
な
土
壌
改
良
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
田
に
は

適
し
て
い
る
。

グ
ラ
イ
低
地
土

排
水
の
ご
く
悪
い
低
地
に
あ
る
土
。
地
表
か
ら
五
〇
�
以
内
に
あ
っ
て

通
常
、
青
色
を
帯
び
る
グ
ラ
イ
層
が
現
れ
る
。
排
水
が
悪
く
、
粘
質
な
も
の
が
多
い
の

で
、
畑
作
に
は
排
水
の
完
備
が
必
要
と
な
る
が
水
田
と
し
て
は
よ
く
利
用
さ
れ
る
。
グ

ラ
イ
と
は
本
来
は
「
ぬ
か
る
み
の
土
壌
」
の
意
味
で
、
高
い
地
下
水
位
の
影
響
を
う
け

て
グ
ラ
イ
化
し
た
土
壌
の
総
称
で
あ
る
。

第
三
項

温

泉

千
歳
市
域
に
あ
る
温
泉
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
火
山
の
直
接
的
な

恵
み
に
よ
る
も
の
で
丸
駒
温
泉
や
伊
藤
温
泉
が
こ
れ
に
当
た
る
（
火
山
性
温
泉
）。
他

の
一
つ
は
、
主
と
し
て
地
熱
の
恵
み
に
よ
る
も
の
で
、
支
笏
湖
畔
温
泉
や
千
歳
市
街
地

に
点
在
す
る
大
深
度
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
非
火
山
性
温

泉
）。
な
お
、
風
不
死
岳
や
現
在
盛
ん
に
噴
気
を
あ
げ
て
い
る
樽
前
山
周
辺
に
は
火
山

性
の
温
泉
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
以
前
、
樽
前
山
南
側
中
腹
で
泉
温
二
十
数
℃
の
も
の

を
確
認
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
湧
泉
量
は
微
々
た
る
も
の
で
実
用
に
耐
え
ら
れ
る
も

の
は
な
い
。

火
山
性
温
泉

恵
庭
岳
の
麓
に
は
著
名
な
丸
駒
温
泉
と
伊
藤
温
泉
が
あ
り
、
こ
の
他
に
両
温
泉
の
近

傍
に
点
在
す
る
自
然
湧
泉
と
オ
コ
タ
ン
周
辺
の
温
泉
（
現
在
廃
業
）
と
湧
泉
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
恵
庭
火
山
に
関
係
し
て
い
る
。

オ
コ
タ
ン
温
泉
は
、
元
の
船
着
場
の
北
方
一
五
�
地
点
（
旧
オ
コ
タ
ン
荘
）
に
掘
削

し
た
深
度
一
〇
�
の
泉
源
か
ら
揚
湯
し
て
使
用
し
て
い
た
（
泉
温
摂
氏
三
〇
℃
、
以
下

同
じ
）。
ま
た
、
旧
オ
コ
タ
ン
荘
の
東
方
八
〇
〇
�
地
点
に
オ
コ
タ
ン
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
と
そ
の
別
館
が
あ
っ
た
が
、
両
ホ
テ
ル
で
は
四
五
℃
前
後
の
湯
を
地
下
五
〇
�
付
近

か
ら
揚
湯
し
て
い
た
。
オ
コ
タ
ン
ぺ
川
の
西
方
約
四
〇
〇
�
の
地
点
周
辺
に
は
三
五
℃

か
ら
三
八
℃
の
温
泉（
営
林
署
泉
源
）が
あ
っ
た
。
オ
コ
タ
ン
ペ
川
の
東
方
の
温
泉
は
、

恵
庭
火
山
の
基
盤
で
あ
る
新
第
三
紀
の
集
塊
岩
の
割
れ
目
を
通
っ
て
地
下
深
部
か
ら
上

昇
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
湖
水
の
浸
透
に
よ
っ
て
冷
却
さ
れ
る
度
合
い
が
少
な
い

た
め
比
較
的
高
い
水
温
を
保
っ
て
い
る
反
面
、
泉
量
は
オ
コ
タ
ン
荘
に
比
べ
て
少
な

い
。
西
方
の
旧
営
林
署
の
泉
源
は
集
塊
岩
の
下
位
に
あ
る
プ
ロ
ピ
ラ
イ
ト
の
割
れ
目
か

ら
湧
き
出
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
船
着
場
付
近
か
ら
も
自
然
湧
泉
が
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。

丸
駒
温
泉
・
伊
藤
温
泉

丸
駒
温
泉
を
中
心
に
し
て
、
湖
岸
に
沿
っ
て
約
三
〇
〇
�

に
わ
た
っ
て
自
然
湧
出
し
て
い
る
。
温
泉
は
、
恵
庭
岳
の
輝
石
安
山
岩
熔
岩
層
か
ら
湧

出
し
て
い
る
。

丸
駒
温
泉
、
伊
藤
温
泉
と
も
湖
岸
に
自
然
湧
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
管

を
挿
入
し
て
ポ
ン
プ
で
揚
湯
し
て
使
用
し
て
い
る
。
温
泉
湧
出
地
点
周
辺
は
支
笏
湖
の

中
で
も
最
も
地
温
の
高
い
場
所
で
あ
る
。

温
泉
の
主
要
溶
存
成
分
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
塩
素
を
主
成
分
と
す
る
含
土
類
石
膏
食
塩

泉
で
、
両
温
泉
の
地
下
深
部
に
お
け
る
起
源
の
類
似
性
を
示
し
て
い
る
。

非
火
山
性
温
泉

支
笏
湖
畔

支
笏
湖
畔
の
温
泉
は
、
深
度
一
〇
一
〇
�
付
近
の
漁
川
層
の
金
山
頁
岩

層
相
当
層
中
か
ら
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
三
九
℃
の
温
泉
を
揚
湯
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
天
然
ガ
ス
を
伴
っ
て
い
る
。
水
質
は
重
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
型
で

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
硫
酸
イ
オ
ン
を
欠
く
の
が
特
徴
で
あ
る
。
主
要
イ
オ
ン
三
成
分
系
図

﹇
Ｎ
ａ
＋
Ｋ
（
Ｃ
ｌ
）・
Ｃ
ａ
（
Ｈ
Ｃ
Ｏ
３

）・
Ｍ
ｇ
（
Ｓ
Ｏ
４

）﹈
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
深
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層
地
下
水
型
に
属
し
て
お
り
、
付
随
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
か
ら
も
起
源
は
非
火
山
性
で
あ

る
こ
と
が
窺
え
る
。

千
歳
鉱
山

千
歳
鉱
山
の
マ
イ
ナ
ス
三
〇
〇
�
北
向
き
立
て
入
れ
四
・
五
号
坑
な
ど

数
箇
所
で
、
鉱
脈
の
中
や
岩
層
境
界
あ
る
い
は
割
れ
目
か
ら
温
泉
が
自
然
湧
出
し
て
い

た
。
泉
温
は
三
〇
℃
〜
三
八
℃
で
高
い
ア
ル
カ
リ
性
の
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
又
は
硫
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
型
の
泉
質
を
示
し
、
少
量
の
窒
素
ガ
ス
を
伴
っ
て
い
る
。

蘭
越
、
そ
の
他

千
歳
市
蘭
越
に
お
い
て
深
度
約
一
〇
〇
〇
�
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
温
泉
で
、
泉
温
約
三
一
℃
の
溶
存
成
分
の
少
な
い
単
純
泉
で
あ
る
。

こ
の
温
泉
は
メ
タ
ン
を
わ
ず
か
に
含
む
窒
素
系
の
ガ
ス
を
付
随
す
る
。
但
し
現
在
使
用

さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
市
街
地
の
根
志
越
、
祝
梅
、
泉
郷
地
区
で
計
五
箇
所
の
温
泉
が
あ
る
。

各
々
の
深
度
は
不
明
で
あ
る
が
、
泉
温
は
二
〇
℃
〜
二
九
℃
で
泉
質
は
祝
梅
と
根
志
越

お
よ
び
泉
郷
地
区
の
ひ
と
つ
が
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
型
を
示
し
、
泉
郷
地
区
の
他
の
一
つ

が
重
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
型
の
泉
質
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
支
笏
湖
畔
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
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区
分
」『
第
四
紀
研
究
』
二
三
、
一
八
三－

一
九
五

一
九
八

四
年
／Igarashi,

Y
.

「P
alinological

study
of
subsurface

geology
of
coastal

plain

along
the
Ishikari

B
ay,
H
okkaido,

Japan

」『
第
四
紀
研
究
』
一
四
、
三
三－

五
三

一

九
七
五
年
／
五
十
嵐
八
枝
子
・
熊
野
純
男
「
北
海
道
に
お
け
る
最
終
氷
期
の
植
生
変
遷
」『
第
四

紀
研
究
』
二
〇
、
一
二
九－

一
四
四

一
九
八
一
年
／
五
十
嵐
八
枝
子
・
山
田
治
・
松
下
勝
秀

「
札
幌
市
北
部
琴
似
町
に
お
け
る
埋
没
泥
炭
の
１４C
年
代－

日
本
の
第
四
紀
層
の
１４C
年
代
（
一
七

一
）」『
地
球
科
学
』
四
三
、
一
八
六－

一
八
八

一
九
八
九
年
／Igarashi,

Y
.

「Q
uaternary

forest
and

clim
atic

history
of
H
okkaido,

Japan,
from

m
arine

sedim
ents

」

『Q
uaternary

Science
R
eview

s

』１３
,３３５

－
３４４

一
九
九
四
年
／
五
十
嵐
八
重
子
・
長
岡

大
輔
・
大
森
正
一
・
前
田
寿
嗣
・
橋
本
祥
司
・
許
成
基
「
勇
払
低
地
と
く
に
ウ
ト
ナ
イ
湖
周
辺

の
環
境
変
遷
史
」『
日
本
地
質
学
界
第
一
〇
三
年
学
術
大
会
講
演
要
旨
』
八
八

一
九
九
六
年
／

Igarashi,
Y
.,
M
urayam

a,
M
.,
Igarashi,

T
.,
H
igake,

T
.,
F
ukuda,

M
.

「H
istory

of

L
arix

forest
in
H
okkaido

and
sakhalin,

N
ortheast

A
sia
since

the
last

glacial

」

『A
cta
P
aleontologica

Sicica

』４１

、５２４
－
５３３

二
〇
〇
二
年
／
五
十
嵐
八
枝
子
「
支
笏
湖

の
環
境
変
遷
史
」『
支
笏
湖
の
人
と
自
然
』
三
一－

四
三
、
支
笏
湖
の
水
と
チ
ッ
プ
の
会

二
〇

〇
七
年
／
池
田
国
昭
・
羽
坂
俊
一
・
村
瀬
正
「
北
海
道
勇
払
平
野
の
完
新
統
分
布
と
地
形
発
達
」

『
地
質
調
査
所
月
報
』四
六
、
二
八
三－

三
〇
〇

一
九
九
五
年
／
石
井
次
郎
・
五
十
嵐
八
重
子
・

佐
々
木
清
一
・
三
野
紀
男
・
松
本
勝
時
「
石
狩
湾
大
陸
棚
よ
り
採
集
し
た
泥
炭
層
に
つ
い
て
」

『
地
球
科
学
』
三
五
、
二
三
一－

二
三
九

一
九
八
一
年
／
板
谷
利
久
「
支
笏
湖
水
の
化
学
」『
支

笏
湖
の
人
と
自
然
』
七
九－

九
二
、
支
笏
湖
の
水
と
チ
ッ
プ
の
会

二
〇
〇
七
年
／
岡
孝
雄
「
北

海
道
と
そ
の
周
辺
海
域
の
ネ
オ
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
に
関
す
る
諸
問
題－

付
、
札
幌
付
近
で
の
活
断

層
の
存
在
と
地
震
発
生
に
つ
い
て
の
考
察
」『
加
藤
誠
教
授
退
官
記
念
論
文
集
』
四
二
七－

四
四

九

一
九
九
七
年
／
同
「
流
体
資
源
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
に
よ
る
札
幌
市
中
心
部
と
そ
の
北
西

地
域
の
地
下
地
質
構
造
の
解
明－

付
、
札
幌
市
な
ど
に
よ
る
地
震
探
査
断
面
の
地
質
解
釈－

」

『
道
立
地
質
研
究
所
報
告
』七
六
、
一－

五
四

二
〇
〇
五
年
／
岡
田
操「
支
笏
湖
水
の
物
理
」『
支

笏
湖
の
人
と
自
然
』
六
一－

七
八

支
笏
湖
の
水
と
チ
ッ
プ
の
会

二
〇
〇
七
年
／
春
日
井
昭
・

石
橋
教
子
・
柏
原
信
・
鈴
木
久
恵
・
田
中
秀
樹
・
松
田
紘
一
「
恵
庭
火
山
の
降
下
軽
石
層－

分

布
と
層
準
に
つ
い
て
の
改
訂－

」『
地
球
科
学
』
二
八
、
一
五－

一
二
七

一
九
七
四
年
／
勝
井

義
雄
「
支
笏
降
下
軽
石
堆
積
物
中
の
化
石
林
に
つ
い
て
」『
地
質
学
雑
誌
』
六
四
、
三
七
九－

三

八

五

一

九

五

八

年
／K

atsui,
Y
,

「E
volution

and
m
agm
atic

history
of
som
e

K
rakatoan

calderas
in
H
okkaido,

Japan

」『Jour.
F
ac.
Sci.

H
okkaido

U
niv.

』ser.

６４
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４
,２
,６３１

－
６５０

一
九
六
三
年
／
勝
井
義
雄
・
岡
田
弘
・
中
川
光
弘

『
北
海
道
の
活
火
山
』

二
二
三

二
〇
〇
七
年
／
活
断
層
研
究
会
編
『
新
編
日
本
の
活
断
層
』
四
一
二

東
京
大
学
出

版
会

一
九
九
一
年
／
北
川
芳
男
他
八
名
「
野
幌
丘
陵
周
辺
の
第
四
紀
に
関
す
る
諸
問
題
」『
北

海
道
開
拓
記
念
館
研
究
年
報
』
三
、
五
七－

八
二

一
九
七
四
年
／
郷
土
と
科
学
編
集
委
員
会

編
『
北
海
道
五
万
年
史
』
三
七
六

一
九
八
〇
年
／
小
疇
尚
・
野
上
道
男
・
小
野
有
五
・
平
川

一
臣
編
『
日
本
の
地
形
二

北
海
道
』
三
五
九

東
大
出
版
会

二
〇
〇
三
年
／
近
藤
務
・
五

十
嵐
八
枝
子
・
吉
田
充
夫
・
赤
松
守
雄
「
北
海
道
苫
小
牧
市
静
川
ボ
ー
リ
ン
グ
・
コ
ア
に
見
ら

れ
る
第
四
系
」『
第
四
紀
研
究
』
二
二
、
三
一
三－

三
二

一
九
八
四
年
／Sakaguchi,
Y
.,
K
a-

shim
a,
K
.
and

M
atsubara,

A
.

「H
olocene

m
arine

deposits
in
H
okkaido

and

their
sedim

entary
environm

ents

」『B
ull.
D
ept.

G
eogr.

U
niv.

of
T
okyo

』１７
,
１

－
１７

一
九
八
五
年
／
阪
口
豊
「
日
本
の
先
史
・
歴
史
時
代
の
気
候－

尾
瀬
ヶ
原
に
過
去
７
６

０
０
年
の
気
候
変
化
の
歴
史
を
探
る－

」『
自
然
』
四
六
〇
、
一
八－

三
六

一
九
八
四
年
／
支

笏
湖
の
人
と
自
然
編
集
委
員
会
編
著
『
支
笏
湖
の
人
と
自
然
』
五
八
八

支
笏
湖
の
水
と
チ
ッ

プ
の
会

二
〇
〇
七
年
／Schackleton,

N
.
J.
and

O
pdyke,

N
.
D
.

「O
xygen -

isotope

and
paleom

agnetc
stratigraphy

of
P
acific

core
V２８
－
２３９

、late
P
liocene

to
lat-

est
P
leistocne

」『G
eol.
Soc.

A
m
er.
M
em
.

』１４５

、４４９
－
４６４

一
九
七
六
年
／
曽
屋
龍

典
・
佐
藤
博
之
『
千
歳
地
域
の
地
質－

地
域
地
質
研
究
報
告
』（
一
／
五
万
）

九
二

地
質
調

査
所

一
九
八
〇
年
／
曽
屋
龍
典
他
二
三
人
『
地
震
探
査
に
よ
る
火
山
地
域
の
地
下
構
造
の
研

究

昭
和
５８
年
度
通
産
省
特
別
研
究
報
告
集
』
日
本
産
業
技
術
振
興
協
会

一
九
八
四
年
／

SU
Z
U
K
I
E
iichi･

JIM
B
O
M
asayoshi･

SE
K
I
H
iroyuki

『G
roundw

ater
of
the

Shikotsu
V
olcanic

A
sh
P
lateau,

H
okkaido

Japan
－
F
orm
ation,

R
esources,

Q
ual-

ity,
R
echarges

and
its
C
ircum

stances－

」１７
２
p.
H
okkaido

R
egional

D
evelop-

m
ent
B
ureau.

二
〇
〇
三
年
／
鈴
木
建
夫
「
支
笏
軽
石
流
堆
積
物
の
自
然
残
留
磁
気
」
北
海

道
大
学
地
球
物
理
研
究
報
告
九
、
一－

一
〇

一
九
六
二
年
／
瀬
川
秀
良
『
日
本
地
形
誌

北

海
道
』
三
〇
三

一
九
七
四
年
／
高
橋
輝
明
・
波
松
章
勝
・
許
成
基
「
支
笏
湖
底
の
ガ
ス
」『
か

ぱ
っ
・
ち
ぇ
ぷ
』
七
、
六－

一
一

一
九
九
五
年
／
千
歳
川
河
川
事
務
所
『
千
歳
川
放
水
路
地

形
地
質
構
造
図
面
集
』
九
四
葉

北
海
道
開
発
局

一
九
九
七
年
／
千
歳
市
『
平
成
八
年
度
千

歳
市
自
然
環
境
基
礎
調
査
、
地
形
・
地
質
調
査
報
告
書
』
二
九
、
一
九
九
六
年
／
土
居
繁
雄
『
五

万
分
の
一
地
質
図
幅
「
樽
前
山
」
お
よ
び
同
説
明
書
』
北
海
道
開
発
庁

五
一

一
九
五
七
年

／
長
尾
巧
・
佐
々
保
雄
「
北
海
道
西
南
部
の
新
生
代
層
と
最
近
の
地
史
（
一
）」『
地
質
雑
』
四

〇
、
五
五
五－

五
七
七

一
九
三
三
年
／
中
川
光
弘
『
自
然
災
害
特
別
研
究
報
告
書
』
二
七－

四
二

一
九
九
三
年
／
同
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド

日
本
の
火
山
三
、
北
海
道
の
火
山
』
築
地

書
館
、
六
二－

七
六

一
九
九
八
年
／
中
川
光
弘
・
増
田
健
介
・
勝
井
義
雄
『
火
山
』
三
九
、

二
三
七－

二
四
一

一
九
九
四
年
／
ナ
ポ
レ
オ
ー
ネ，

Ｇ
・
横
山
泉
「
支
笏
熔
結
凝
灰
岩
の
磁

気
的
性
質
お
よ
び
そ
の
火
山
学
的
意
味
」『
火
山
』
二
・
一
五

八
七－

九
五

一
九
七
〇
年
／

日
本
の
地
質
編
集
委
員
会
編
『
日
本
の
地
質
一

北
海
道
地
方
』
三
三
七

共
立
出
版

一
九

九
〇
年
／
日
本
の
地
質
増
補
版
編
集
委
員
会
編
『
北
海
道
地
方
』
一－

四
七

共
立
出
版

二

〇
〇
五
年
／
濱
邊
修
平
「
生
物
圏
を
知
る
「
千
歳
川
」」
千
歳
自
然
保
護
協
会

一
九
九
三
年
／

番
場
猛
夫
『
い
ま
地
球
の
財
産
を
診
る－

鉱
床
学
と
鉱
物
資
源
』
二
八
六

教
育
出
版
セ
ン

タ
ー

一
九
九
〇
年
／
舟
橋
三
男
・
橋
本
誠
二
「
日
高
帯
の
地
質
」『
地
団
研
専
報
』
六

一
九

五

一

年
／H

unahashi,
M
.

「A
lpine

O
rogenic

M
ovem

ent
in
H
okkaido,

Japan

」

『Jour.
F
ac.
Sci.
H
okkaido

U
niv

』,ser.４
,９
,４１５

－
４６９

一
九
五
七
年
／
舟
橋
三
男
「
グ

リ
ー
ン
タ
フ
地
域
の
火
成
活
動
」『
地
団
研
専
報
』
一
二
、
一
三
八－

一
四
六

一
九
六
六
年
／

同
「
日
高
変
成
帯
」『
地
質
雑
』
八
一
、
九
九－

一
〇
二

一
九
七
五
年
／
同
『
地
球
の
成
立－

そ
の
地
質
発
達
史
』
築
地
書
館

六
二
二

一
九
九
五
年
／
許
成
基
・
白
波
瀬
修
・
石
崎
俊
一
・

菅
沼

健
「
早
来
町
に
お
け
る
ク
リ
オ
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」『
石
井
次
郎
教
授
追
悼
論

文
集
』
六
九－

七
七

一
九
九
三
年
／H

U
S.G
.,
Y
oshida,

Y
.,
Suzuki,

E
.,
A
kiyam

a,
Y
.

and
N
agaoka,

D
.

「G
roundw

ater
resources

in
Shikotsu

volcanic
ash

plateau

w
ith
special

reference
to
its
form

ation

」In
Suzuki,

E
.,
Jim
bo,
M
.and

Seki
H
.

（ed

）.

『G
roundw

ater
of
the
Shikotsu

V
olcanic

A
sh
P
lateau,

H
okkaido,

Japan

』

第３章 千歳の生い立ち
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１１
－
３０

、H
R
D
B

二
〇
〇
三
年
／H

u
S.G
.,
O
kabe,

K
.,
O
kuda

,
E
.,
N
agaoka,

D
.
and

H
asegaw

a
S.

「Sea
L
evel

R
ise
in
H
okkaido,

Japan
during

F
landrian

T
rans-

gression
A
ge

」『A
bstract

on
IA
M
A
S
R
ep

』

二
〇
〇
五
年
／
北
海
道
農
業
試
験
場
『
北

海
道
の
土
壌－
付
北
海
道
土
壌
図－

』
九
五

一
九
八
五
年
／
北
海
道
立
地
下
資
源
調
査
所
『
北

海
道
の
地
質
と
資
源
�
、
北
海
道
の
地
質
』
一
一
三

一
九
八
〇
年
／
同
『
北
海
道
の
地
質
と

資
源
�

北
海
道
の
地
熱
・
温
泉
資
源
』
五
四

一
九
八
三
年
／
同
『
北
海
道
の
地
熱
・
温
泉

（
Ｂ
）

西
南
北
海
道
』
一
九
八

北
海
道
立
地
下
資
源
調
査
所
報
告

四

一
九
八
五
年
／
北

海
道
開
発
庁
『
北
海
道
開
発
庁
五
〇
年
史
』
二
〇
〇
〇
年
／
北
海
道
防
災
会
議
『
樽
前
山－

火

山
地
質
・
噴
火
史
・
活
動
の
現
況
お
よ
び
防
災
対
策－

』
一
二
四

一
九
七
二
年
／
三
谷
勝
利

「
北
海
道
中
軸
帯
西
翼
に
お
け
る
第
三
系
堆
積
盆
地
の
変
遷－

砂
川
低
地
帯
〜
馬
追
丘
陵
地
帯
が

示
す
意
味
」『
地
団
研
専
報
二
一
』
一
二
七－

一
三
八

一
九
七
八
年
／
湊
正
雄
・
石
井
次
郎
・

熊
野
純
男
「
本
邦
熔
結
凝
灰
岩
の
研
究－

第
二
報

支
笏
熔
結
凝
灰
岩
に
つ
い
て－

」『
地
質
学

雑
誌
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